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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　『星たちの集つどう地へ』







　　　　一




　漆しつ黒こくの闇やみの中、数十の星たちが光り輝かがやいていた。

　まんべんなく、散らばっているのならば不思議でもなかったが、星たちは天の片かた隅すみに寄り集まるようにして、光を放っていた。

　ありえそうにない光景に、和かず穂ほは軽く首を傾かしげた。

　そして、今まで閉じていたまぶたを、ゆっくりと開いた。

　まぶたの裏の漆黒の闇は消え、まぶたの中で光っていた星たちは、彼女の細い指が耳みみ飾かざりから離はなれると、軽い残像を残して姿を消した。

　星に代わって、和穂の目に映ったのは一人の青年だった。

　和穂の向かい側に座すわっている青年は、彼女の不可解な表情に気がつきもせず、夕食をとり続けていた。

「親父おやじ、酒の追加だ。あ？　透すき通ってても濁にごっててもどっちでもいい」

　青年の名は殷いん雷らいという。

　男にしては長い髪かみを後頭部で束ねている。

　体には、袖そで付つきの黒い外がい套とうを羽織っていたが、赤々と燃える蠟ろう燭そくの前では、少しばかり茶色めいて見えた。

　彼の武器である棍こんはいざという時の為に卓に立て掛けられている。

　十五歳さいの和穂と比べても、身長は頭一つ高いぐらいで、歳としもそれほどは離れていないように見えた。

　だが、彼は、見た目どおりのものではなかった。

　彼は人ではない。

「おう、来たぞ来たぞ、酒が来た。そっちの徳利とつくりは空だから持ってってくれ」

　殷雷の正体は刀である。

　人の姿をした刀は、徳利から自分の湯飲みに、とぷとぷと酒を注つぎ、目の前の魚の粗あら炊だきに、再び挑いどみかかった。

　いつもなら敵に向けられる、鷹たかを思わせる眼光は、今は魚の小骨に向けられている。

　敵を追い詰つめ、刹せつ那なの駆かけ引きに光る目で小骨を見つめ、繊せん細さいな箸はしさばきで、薄うすめの醬しよう油ゆで煮にられた白身をこそぎ落とし口に運ぶ。

　和穂は殷雷に言った。

「ねえ、私の事なんか気にしないで、一気に骨にむしゃぶりついたら？」

　殷雷は魚に向けていた眼光を和穂に向け直す。

「魚を食うのに、なんでお前を気にしなければならん。

　別に不作法だから、箸にこだわっているんじゃない。

　これは、武人の意地だ」

「どういう意味よ？」

「箸も満足に使えんで、武器が扱あつかえるか！」

「そういうものなの？」

「……俺おれが言ってるんだから、これ以上ない説得力だと思うが」

　もっともだと、和穂は大きくうなずいた。彼女の柔やわらかい前まえ髪がみが揺ゆれた。

　彼女の髪は殷雷ほど、長くなかった。殷雷と同じように後頭部でまとめてはいるが、ゆったりと飾かざり布で結んでいる。

　まだ、幼さが残る、優やさしそうな黒い瞳ひとみの上には、少しばかり太めの眉まゆ毛げがのっていた。

　温和さと、意志の強さが和穂の顔の中には見てとれた。幼さが薄うすれるにつれ、温和さと意志の強さは、その輪りん郭かくをよりハッキリさせていくだろう。

　和穂がまとっている、袖そでの大きな白い道服も、蠟ろう燭そくの明かりで少し赤茶けて見えた。
















　殷雷が、懇こん切せつ丁てい寧ねいに時間をかけて、魚の粗あら炊だきに挑いどみかかったおかげで、和穂の食事は先にすんでいた。

　湯飲みの茶も飲み干し、少し手持ちぶさたになった和穂は、耳飾りに手を添そえて、先刻の奇き妙みような星たちを見たのだ。

　星。

　星を思わせる光に違ちがいなかったが、あれは星ではなかった。

　星は、この地上にばらまかれた宝ぱお貝ぺいの在あり処かを示している。

　宝貝。仙せん人にんが己おのれの技術の粋すいを集めて造り出した、神秘の道具を宝貝と呼ぶ。

　豹ひようを超こえる速度で大地を駆かけさせる靴くつ、天候を自在に操あやつる筆、内部に莫ばく大だいなる空間を持つひょうたんなど、ありとあらゆる可能性を秘めた道具たちである。

　無論、宝貝は人の世に存在する道具ではなかった。

　本来は、その製造者たちと同じように、仙人の住む世界にしか、在ってはならない道具なのである。

　だが、一人の仙人の失敗により、地上に七百二十六個の宝貝がばらまかれた。しかも、ばらまかれた宝貝には全すべて、欠けつ陥かんがあった。

　単純に普ふ通つうの宝貝に比べて劣おとっているだけならばよかったのだが、製造者の意思に反して、危険な能力を持った宝貝が多数含ふくまれていたのだ。

　地上に未み曾ぞ有うの混乱が起きるのは、必至だった。しかし仙人による宝貝回収は、より大きな災さい厄やくを巻き起こす可能性があった。

　宝貝対仙術の戦いになれば、混乱どころか人間の世界自体の、存亡に係かかわる恐おそれがあったのだ。

　この為ため、仙界の最高責任者たちは、人間界には一いつ切さい干かん渉しようしないと決定した。

　この決定に、一人の仙人が異議を唱えた。

『仙人と宝貝の戦いで、混乱が起きるのならば、仙術を封ふうじ込めて人間界に降り、私が宝貝を回収します』

　回収を志願したのは、宝貝をばらまいてしまった仙人だった。彼女の願いは聞き入れられた。

　その仙人こそが和穂である。

　仙術を封じ込められ、回収に必要な最低限の宝貝を与あたえられて、彼女は地上に降り立った。

　和穂の左耳に着けられた耳飾りは、その必要最低限の宝貝の一つ、索さく具ぐ輪りんである。

　見た目は、真しん珠じゆを模した陶とう器き製の小さな珠たまにしか見えないが、地上にある全ての宝貝の在あり処かを示す能力があった。

　だが、この索具輪、時により作動不良が起きた。原因は未いまだ不明である。

　和穂は空になった湯飲みに、土ど瓶びんから茶を注ついだ。

「ねぇ、殷雷。宝貝が何十個も一つの場所に集まってるみたいなんだけど」

　精神の集中を邪じや魔まされ、不ふ機き嫌げんになりながらも、殷雷は粗あら炊だきから顔を上げた。

　正体が刀の男。彼もまた宝貝であった。

「け。宝貝所持者が、皆みな仲良く集まって宴えん会かいでもしてるってのか？

　どうせまた、索具輪がブッ壊こわれてるんだろうが。しょうがねえ宝貝だな、壊れたり元に戻もどったりで。

　もしかしたら、倍率がイカレたか？　集まってるように見えて、反応と反応の間が何百里もあるんじゃねえか？」

　殷雷の返事はのんびりとしたものだった。

　何十もの宝貝が集まっているとは、普ふ通つうには考えられない。

　ならば、一番ありうるのは、いつものような索具輪の不調のはずだ。

「そうよね。正常に動いてるかどうか、少し確かめてみる」

　和穂は再び、耳飾りに指を添そえ、意識をまぶたの裏の暗くら闇やみに向ける。

　途と端たん、和穂のまぶたの中心に、冷たい銀色をした、光の点が浮うかび上がった。

　この中心の点は索具輪自身の反応だ。索具輪に重なるように、少し赤みを帯びた別の反応があった。

　これは、和穂の腰こしに着けられたひょうたんの反応だ。無論、このひょうたんも宝貝である。

　ひょうたんの名は断だん縁えん獄ごく、索具輪と共に与あたえられた宝貝の一つだ。回収した宝貝を全すべて断縁獄の中に収めた時、和穂は再び仙せん界かいに戻れる。

　七百二十六個もの宝貝を収納出来るほど、断縁獄の内部には莫ばく大だいな空間が広がっていた。

　断縁獄から、少し離はなれた場所で光っているのが殷雷刀であった。

「殷雷、ちょっと動いてみて」

　湯飲みに口を付け、殷雷は怒ど鳴なった。

「お前が動け！　俺は今、粗あら炊だきを食うので忙いそがしいんだ！」

　仕方なく和穂は、飴あめ色をした使い込まれた椅い子すから、立ち上がった。

　目をつぶったままなので、転ばないように卓たくに手をつけたままだ。

　和穂が動くと、殷雷刀の場所も微び妙みように動いた。

　耳飾りに触ふれる指に、少し力がこもる。

　どうやら、今の索具輪は正確に動いているようだ。

「索具輪はちゃんと動いているよ！」

　殷雷は頭から疑ったままだった。

「倍率もちゃんと調べてみろ」

　広い範はん囲いを調べたいという、和穂の意思に索具輪は反応した。

　さながら、急上昇した鳥のように、闇やみの中の視界は広がり、それにつれて索具輪、断縁獄、殷雷刀の反応は近寄り、一つの光の塊に変わった。

　同時に、数十の光が和穂の視界の中に出現する。

　新たな光に集中し、和穂の視界は急降下した。

　だが、それほどの急降下は出来なかった。実際に光たちは近くに集まっているのだ。

「やっぱり、集まってる、小さな村ぐらいの広さに、二十個から三十個の宝貝が集まってる！」

　ついに殷雷は、箸はしから手を離はなした。

「何だと！」

　目を閉じたまま、和穂は首を縦に振ふった。

「本当だよ、ここから八十里（約三百二十キロ）ばかり北西に行った場所で……あっ！」

　突とつ然ぜんの出来事に、和穂は思わず大声を上げてしまった。

「どうした、和穂！」

　完全な状態の索具輪は、多くの情報を与あたえてくれる。

　普ふ通つうの宝貝は、輝かがやくような銀色の光、断だん縁えん獄ごくのように、内部に宝貝を収納している宝貝は赤みを帯びた光として、反応を示す。

　和穂のまぶたの中で、銀色の光たちは次々と光こう沢たくを失い、生気を失った青白い光へと変わっていった。

「あ、集まっていた宝貝が……」

「宝貝がどうしたんだ、和穂！」

「壊こわされていく……」

　青白い光、それは破は壊かいされた宝貝を示していた。

「本当か！」

「本当よ！　あ、また一つ壊された！」

　和穂の驚おどろきを嘲あざ笑わらうかのように、索具輪の映像は狂くるい始めた。

　光の点は滲にじみ始め、その色も区別が出来なくなっていく。点は曖あい昧まいな光の雲となって広がり、大まかな場所しか示さなくなった。




　　　　二




「街かい道どう沿いに進んでも、行けぬわけではないが、平原を突つっ切った方が早いな」

　旅の支し度たくを整えた和かず穂ほたちは、早さつ速そく、宝ぱお貝ぺいの反応があった場所を目指した。

　見み渡わたす限りの草原を歩みつつも、殷いん雷らいの顔は釈しやく然ぜんとしない。

「本当なのよ殷雷、全部が一度にではないけども、一つ一つ、私が索さく具ぐ輪りんで見ている前で壊れていったの」

　面めん倒どうそうに、銀色の棍こんで肩かたを叩たたきつつ、殷雷は応こたえた。

「和穂が噓うそをついても仕方ないのは、判わかっている。

　でもよ、あからさまに不自然な反応があった後に、狙ねらいすましたかのように索具輪の調子が悪くなったのが解げせない」

　殷雷の疑問が和穂にも理解出来た。

「そうよね。

　索具輪は周期的に、調子のいい時、悪い時が来るんじゃなくて、いざこれからって時に調子が狂うもんね。

　どうしてだろ？」

　眉まゆの間に皺しわを寄せ、刀は怒ど鳴なった。

「俺おれが聞きたいわい！」

「私は、索さく具ぐ輪りんは壊れていないような気がする。

　誰だれかの宝貝で、索具輪の機能が邪じや魔まされてるんじゃ？」

　殷雷には、自信をもって返せる答えは無かった。

「確かにな。だが、一時的にならともかく、捜そう索さく系の宝貝を慢まん性せい的に狂くるわすのは、チト無理だぞ。

　そういや、宝貝に近づけば近づく程ほど、調子が鈍にぶくなってるよな。

　そこに何か鍵かぎがあるのか？」

　草原の中を歩きながら、和穂は今までの事を考えてみた。

　何百里も離はなれている時には、正確な場所まで判るのに、実際に現場に着くと、かなり大まかにしか宝貝の在あり処かを探しきれない。

　道士たちの騒そう動どうの時も、泥どろとの戦いの時もそうだった。

　他の時もそういう傾けい向こうは見られた。

　それが何を意味するのか？　重要な事を見落としている気がしたが、どうしても理由が判わからなかった。

　手て掛がかりを求め、和穂は索具輪に指を伸のばす。目は開けたままだ。

　すると、風景を映す水面越ごしに、池の中の魚を覗のぞくように、和穂の視界に索具輪の情報が重なりあった。

　昨日のようにハッキリとした星の姿は見えず、光の雲が見えるのみ。

　だが、殷雷たちの反応と絡からみ合う、別の雲が見えた。

　嵐あらしの前の雲のように、近くの雲が和穂たちと混じり合おうとしている。

「殷雷、近くに宝貝が！　距きよ離りは大体、一里以内だと思うけど」

　殷雷はピタリと足を止め、三百六十度にわたる地平線の一点を見つめた。

「半里（二キロ）先だ。見える」

「噓うそ、どこ、どこ？」

　示された方角を和穂も見てみたが、全く人ひと影かげは見えない。

　刀の宝貝は、既すでに戦いに挑いどむべく、ゆっくりと走り始めた。

「見たところ、一人だ。女か？」

「待ってよ、殷雷」

　軽く猫ねこ背ぜにし、倒たおれこむかのように体勢を低くし大地を駆かける殷雷。足は暴走した馬車馬の如ごとく荒あら々あらしく地面を蹴けるが、上体はほとんど揺ゆれていない。

　鷹たかのような目の中に標的をおさめ、ただそれを目指して走っていく。

　左手に握にぎる棍こんは、まるで体の一部のように疾しつ走そうの邪じや魔まをしない。

　殷雷の洗練された走り方に比べれば、和穂の動きは無様なものだった。

　速く走ろうとすればするほど、手と足の振ふりが大きくなり、無む駄だな動きが増えてしまうのだ。

　それでも必死になりながら、殷雷についていこうとする。

　殷雷は速度を緩ゆるめ、和穂の走りに合わせた。

「……和穂よ、前に比べれば、ちょいとばかし足が速くなったか？」

　声を掛かけつつも、視線は標的に向けられたままだ。

　息を荒らげながらも、和穂は言葉を返す。

「あれだけしょっちゅう走り回ってれば、少しぐらいは鍛きたえられるよ。ヘヘヘ」

　殷雷に褒ほめられたのが、和穂には少し嬉うれしかった。

「だがよ、そんなちんたらした走りじゃ、使いものにならねえ。判わかったか、のろま！」

　褒められて、いい気になった途と端たんに、のろま扱あつかいされて和穂は腹がたった。

　だが、殷雷より足が遅おそいのは事実なのだ。

「だったら、これでどう！」

　ジタバタ動いていた手足が、ドタバタになり、速度が上がった。と、少なくとも和穂は感じた。

「ふん、食い逃にげのやつの方が、もっとましな走りをするぜ」

「じ、じゃ、こ、れで」

　ドタバタがガタガタになり、頭に血が昇のぼりクラクラになる。足元はフラフラ。

「てんで、話にもなりゃしねえ。

　仕方がない、走り方を教えてやるぜ」

　言い終わると、殷雷は棍を大きく空中に放ほうり投げた。

　同時に、殷雷の体から耳をつんざく雷らい鳴めいが轟とどろいたかと思うと、軽い爆発が起き、殷雷の体は爆煙の中に消えた。

　風になびく煙の中から、やがて闇やみのように滑なめらかな、黒い鞘さやに包まれた一ひと振ふりの刀が現れ宙を舞まう。

　和穂は慌あわてて、殷雷刀に手を伸のばし、柄つかに手をかけ、一気に引き抜ぬく。

　雷光を思わせる青い光を放つ刀身が、日の下に現れた。

　途端、今までの和穂の動きから無む駄だが一いつ切さい省かれた。

　腰こし帯おびに鞘を差し込んだ手が戻もどる時には、同じく腰帯に結ばれていたひょうたんを外し、フタを口で外す。

「棍！」

　叫さけぶなり和穂は、断だん縁えん獄ごくを天にかざす。宙を舞っていた棍がスルリと吸い込まれた。

　ひょうたんの腰に指を添そえ、くるりと回しながら、腰帯に左手一本で、器用に結び付ける。

　今や和穂の肉体は、殷雷が操あやつっていた。走る事だけでも必死になり、ジタバタしていた娘むすめが達人の動きを手に入れたのだ。

　殷雷と同じ走法で、和穂は駆かけた。

　急激な動きに、和穂は自分の体がもつのかと少し怯おびえた。

『い、殷雷ってば。こんなに無茶して走ったら心臓が破は裂れつしちゃうよ！』

『馬ば鹿かいえ。そう簡単に心臓が破裂してたまるか。

　ま、二、三日筋肉痛は残ると思うが。それは覚かく悟ごしとけよ』

『へ、平気だよ。筋肉痛ぐらい』

『ほお、只ただの筋肉痛とは訳が違ちがうぞ。

　半里も走るんだ。足の関節という関節が、軋きしむぞ。自分の体にこんなにも関節があったのかと、思い知らされるぜ』

　殷雷は、和穂の肉体を乗っ取っているのではない。和穂が望めば、肉体の主導権は戻ってくるのだ。

　だが、和穂は駆けた。速度を全く緩ゆるめようとはしない。

　土ど壇たん場ばでの度胸が和穂にはあった。

　それが、和穂が彼女の師し匠しようである龍りゆう華か仙せん人にんと一番良く似ている所であった。

　殷雷は心の中で舌打ちした。

　和穂が、筋肉痛の脅おどしに、怯ひるまなかったので、ネタを割るきっかけを失ってしまったのだ。

『け、冗じよう談だんだ。筋肉痛なんざ残りはしない。仮にも武器の宝貝を使って、疲ひ労ろうなんか残る訳ないだろ』

『からかってたの？』

『悪いか？　なんでお前は、可愛かわいい面つらしてるくせに、妙みように胆きもが据すわってるんだろうね。

　普ふ通つうなら、ビビって足も遅おそくなるぜ』

　和穂とて、年とし頃ごろの娘むすめ、可愛いと言われれば少しは気になる。

　しかも普段はそんな事は口が裂さけても言いそうにない殷雷の言葉だ。

『あ、今、可愛いって言ったね』

『そうだ。からかったんだよ』
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　厭いや味みのない笑え顔がおで娘むすめは笑っていた。

　大きな目を糸のように細め、安あん眠みんの真っ直ただ中なかの猫ねこのような笑顔だ。

　育ちが良いのか、背筋がシャンと伸のび姿勢が正しかった。

　真っ直すぐに伸びた背中には、柳やなぎで組んだ四角い行こう李りが背負われている。

　恐おそらく行李の中には、旅の支し度たくがしてあるのだろう。

　きっちりと一本に編まれた髪かみの毛が、行李と背中の間に垂れていた。護身用なのか、右手にはありふれた槍が握られている。

　朱しゆ色をした唇くちびるが開かれ、おっとりとした声が響ひびく。

「まあ、どちら様でしたかしら？」

「はじめまして、和かず穂ほと申します」

　娘の行く手に、立ちふさがる和穂。

　和穂の手の中の殷いん雷らい刀とうが、ガチャリと音をたてた。

　宝貝の反応と、娘の歩く速度はほぼ一致していた。間違いなく、この娘が宝貝を持っているはずだ。

「和穂さん？　良いお名前ですねぇ。私は綾りよう春しゆんと申します」

「綾春さん、お願いします。宝ぱお貝ぺいを返して下さい」

　おっとりとした口調だが、娘はとぼけるつもりはなかった。

「困りましたねぇ。承知したいのは、やまやまなんですが、こちらにも都合がございまして」

　綾春は右手に持っていた槍やりを、ゆっくりと構えた。

　身みの丈たけ程ほどの普ふ通つうの槍だ。

　柄えの部分は、漆うるしを幾いく重えにも塗ぬり込んだような独特の焦こげ茶の光こう沢たくがある。

　刃はには曇くもり一つなく、日の光を反射していた。

　奇き妙みような光景が広がっていた。

　白い道服を着た娘は、抜ぬき身の刀を右手に持ち姿を現した。

　片や行李を背負った娘は、刀を恐れるでもなく、挨あい拶さつを交かわした後、手に持った槍を構えた。

　相手の出方を見る為ためか、低く構えられた殷雷刀は微び動どうだにしない。

　ふと、綾春の構えが解かれ、槍の穂先が下がった。

「行こう李りが邪じや魔まだから、下ろさせていただきますね」

　槍を草の上に置いた綾春は、大だい胆たんにも和穂に背中を向け、背中の行李を外す。

　反射的に殷雷刀は飛び掛かかろうとしたが、必死に己おのれを制した。

　罠わなかもしれない。

　隙すきを見せて、こちらの攻こう撃げきを誘さそい、そこを返り討うちにする可能性があった。

　どっちだ？

　罠か？

　それとも、敵にぬけぬけと背中を見せる、ただの間ま抜ぬけか？

　判断しかねた殷雷は、イライラとしながらも様子を見続けた。

　行李を下ろし、腰こしをトントンと叩たたいていた綾春は、ふと腕うでを組み、首を傾かしげる。

「……和穂さんでしたね？　はじめてお会いしたのに、名前と顔に覚えがありますよ。

　不思議ですねえ。

　どうしてなんでしょう？

　それともやっぱり、どこかでお会いしたんでしょうか？」

　殷雷の葛かつ藤とうは、和穂にまで届いていなかった。

「いえ、初対面です」

「そうですよねえ」

　綾春の、柔やわらかな物腰が余計に殷雷の神経を逆さか撫なでした。

　さながら、飢うえ死に寸前の虎とらの前に、羊を置いたも同然だ。

　虎は利口で、羊の周囲に、虎挟ばさみがある可能性を思案していた。

　露ろ骨こつに怪あやしく、羊は虎を目の前にしても怯えずに吞のん気きにメエメエ鳴いている。

　今の殷雷には、歯ぎしりする歯がない。

　綾春につられたのか、和穂の声からも緊きん張ちよう感かんがうすれていった。

「そういう事って、たまにありますね。絶対知らないはずなのに、何な故ぜか知っている気がして」

　臨戦態勢で、おし黙だまっていた殷雷だが、心を通して和穂に話しかけた。いや怒ど鳴なりつけた。

『馬鹿野郎！　敵と世間話してどうしやがるんだ、このスットコドッコイ』

『いや、なんかさ、綾春さんの話し方って悪い人って感じじゃないから、つい』

『黙れ黙れ、黙れ！　宝貝を返さぬと言ってるからには、敵だろうが！　ああやって、とぼけたふりして、罠を張ってるかも知れないんだぞ』

　いらつきを和穂にぶつけようとした殷雷だが、綾春のポンと手を打つ音に反応し、再び戦せん闘とう態勢に入った。ただし、やはり待機状態だ。

「そうそう、思い出しました和穂さん。和穂さんに、その刀は殷雷さんでしたね。

　あれは、確か夢で見たんです。

　変な夢でした。

　影かげ絵えのような真っ黒の男の人が現れて、私に和穂さんの話をするんです。

　宝貝をばらまいてしまった顚てん末まつや、それを回収しようとしておられる事を。

　言葉で説明されてるのに、目の前に事件の現場がありありと映って、不思議な夢でございました。

　和穂さんも大変ですね、七百からの宝貝を集めなければならないんですから。

　お察し申し上げますわ」

「……そこまで判わかっていただいてるなら、宝貝を返して欲ほしいんですが」

　綾春は、首を右に傾かしげ、それから左に傾げて思案した。だが、きっぱりと答えた。

「やはりそれは出来ません。

　どうしてもというのなら、力ずくで奪うばってくださいな。

　まあまあ、長々とお話してしまいました。

　待ちくたびれたんじゃありませんか？」

　草の上に転がる槍やりを、再び握にぎりしめ言葉が続く。

「夢の人は、和穂さんたちが宝貝所持者に危害を加えてでも、回収を行っているみたいな話もしてましたが、あれは噓うそですね。

　だって、和穂さんたちは、槍を置いた無防備な私に攻こう撃げきを仕し掛かけられなかったんですから。

　殷雷さんは、正々堂々とした立派な刀なんですね」

　舌打ちしながら、殷雷はつぶやく。

『読み違ちがえた。攻撃すべきだったんだ』

　和穂は一つ、質問した。綾春が正直に答える義理などなかったのだが、和穂は綾春が噓をつかないと信じた。

「綾春さん。その槍が宝貝なんですね？」

　コクリと綾春はうなずいた。

「そうです。この槍が私の持つ、たった一つの宝貝です」

『……和穂、信用するのか？』

『私は信用したい。殷雷は？』

『俺おれも信用しよう。綾春は、ただの吞のん気きなポオッとした娘むすめだ。策略の類たぐいは使わん』

『槍に見覚えがある？』

『武器の宝貝は、大たい概がい見知っているがあれは知らん。宝貝にしちゃ、貧ひん相そうな槍だ』

　ニコニコ笑いながら、綾春は槍を構えた。左手の掌てのひらに、刃はと柄えのつなぎ目をのせて、右手で柄を握る。

　草の上を滑すべるように、左足が大きく前に差し出され、綾春の体勢が必然的に中ちゆう腰ごしになった。

　まるで、切り株に縄なわをかけ、それを腰を落として引っ張ろうとしているような姿勢だ。

　止まった姿勢の中に力が凝ぎよう縮しゆくされていく。

　穂ほ先さきは和穂の心臓に向けられていた。

　和穂は、殷雷刀を中段に構えつつ、ジリジリと歩み始めた。

　綾春を中心とした円を描えがくような動きだ。

　槍やりの直線的な突つきを、避さけようという狙ねらいだった。

　だが、綾春も和穂と同じように摺すり足で円を描き始めた。

　円は、その中心を綾春から、綾春と和穂の中間点に変えた。

　槍の穂先は、いまだ和穂の心臓に狙いを定めていた。

　硬かたく結ばれていた綾春の口が、突とつ然ぜんふと緩ゆるんだ。

「ぐるぐるぐるぐる回って、目が回りそうですねえ」

　思わず和穂は吹ふき出す。

「そうですね」

　殷雷は和穂の世間話を責めなかった。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬけば、只ただではすまないと殷雷は判断した。

　和穂と口をきいてる余よ裕ゆうはない。

　綾春が、照れ臭くさそうに舌を出した。

「あらあら、今は無む駄だ口ぐちを止やめるようにと、怒おこられてしまいました」

　向こうの槍は、使用者と喋しやべる余裕があるのだ。

『ふざけやがって！』

　和穂は綾春に向かい走った。道服の袖そでが大きくはためく。
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　綾春は槍で突いた。

　点のように見えた、槍の穂ほ先さきがアッというまに本来の大きさを取り戻もどし、和穂の顔を掠かすめる。

　殷雷とて、そう簡単に和穂の心臓を突つかせるわけにはいかないので、防ぼう御ぎよを兼かねて体勢を低くしているのだ。

　耳元で聞こえる、槍が空気を切り裂さく音はとてつもない轟ごう音おんに聞こえた。

　なかなかの鋭するどい突きだと殷雷は舌を巻いたが、それよりも突いた槍を再び手元に戻もどす為ための、引き戻しの速さに驚おどろく。

　綾春とのわずかな間合いを詰つめる為に、後二回は突きをかわさなければなるまい。だが、それを堪たえれば、殷雷刀の間合いに綾春を捉とらえられる。

　殷雷は、綾春を斬きり殺そうとまでは、思っていなかったが、少しばかり痛い目にはあってもらうつもりだった。

　再び繰くり出された突きを、殷雷はまたしても避さける。

　鋭い突きだが、かわせない程ほどではない。

　足の運びに合わせ、小刻みに揺ゆれる視界の中の綾春は、いまだニコニコ笑ったままだった。

『ちっ。やりにくいな』

　笑え顔がおに気勢を削そがれないように、注意しながらさらに駆かける。

　綾春は三度目の突きを放った。

　和穂は大きく体を沈しずめ、この突きもかわした。
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　殷雷刀は己おのれの間合いに、綾春を捉えた。あの突きよりも速く、一いち撃げきを繰り出す自信は充じゆう分ぶんにあった。

　綾春は、構えを解く。右手に握にぎった槍は背中に回され、背骨と垂直に交わるように引かれた。

　左手の掌てのひらは、殷雷の突とつ撃げきを押おし止とどめるかのように、真っ直すぐに立てられた。

『殷雷！　綾春さんは戦う気がない。もう止やめて！』

『やかましい、素人しろうとが口出しするな！　自分の間合いの時は戦って、俺の間合いになったら、ちょっと待てか？』

『でも』

『ちょいと、奴やつの肩かたを打たせてもらうぞ。

　話はそれからだ！』

　和穂が、今無理に体の主導権を奪うばい取ったとしても、結果は綾春への壮そう絶ぜつな体当たりになるだろう。

　仕方なく、和穂は殷雷が綾春を手て酷ひどく傷つけない事を信じた。

　殷雷刀の雷らい光こうの輝かがやきを持つ刃やいばが、綾春を目め掛がけて走った。

　だが、殷雷刀が綾春に触ふれる寸前に、彼女の差し出された左手の指が、複雑に幾いくつかの印を切る。

　途と端たん、掌から青あお紫むらさきの炎ほのおがほとばしり、和穂に向けて飛び掛かる。

『炎だと！　仙術が使えるのか！』

　綾春の掌てのひらから、濁だく流りゆうのように炎が噴ふん出しゆつし続けていく。

　地面を転がりどうにか炎を避さけながら、殷雷は攻こう撃げきを仕掛けた。

　左手を草の上でふんばり、力ずくで回転を止める。回転を続けようとする慣性の力を右手に流し、綾春の脛すねを狙ねらい、刃を走らせた。

　綾春は軽く地面を踏ふみ、跳はねた。

　殷雷刀は宙を切り、草をなぎはらった。

　和穂は力の限り地面を蹴り、綾春との間合いを詰めようとした。

　術を使う相手ならば、術を使う前に仕し留とめるしか手はないと、殷雷は判断した。

　そして、殷雷刀がなぎはらった草が地面に着く頃、己おのれの間合いに綾春を捉とらえた。

　必殺の間合いだ。殷雷刀は神速の素す早ばやさで滅めつ多たやたらに切りつけた。

　しなる鞭が空を切り裂くような音が、殷雷刀から響き渡った。

　一瞬の間。

　殷雷は愕がく然ぜんとした。

　手応えがあれば、その時点で手加減をするつもりだったが、刀は何にも触れなかった。

　だが、綾春は幻まぼろしではななく、今も目の前に居る。

　攻撃は全すべて避けられた。

　間合いは全く変わっていない。

　全ての攻撃は、間合いを外すことなく太刀たち筋すじを見切る事で避けられたのだ。

　後ろに引かれていた槍やりは、殷雷には見えない速度で再び構えられた。

　綾春は言った。

「本気で行くぞって。ばくさんはおっしゃってますよ」

　和穂の言葉で殷雷は呻うめいた。

「ば、ばくさんのばくって？」

「爆ばく燎りよう槍そうの、ばくさんです」

　殷雷には影かげとしか見えない、無数の突つきが和穂を襲おそった。防ぼう御ぎよの構えをとる余よ裕ゆうすらない。
















　これだけの数の突きを食らえば、槍に刃があろうがなかろうが、つきたての餅もちのように体は潰つぶれてしまうだろう。

　しかし、爆燎槍の攻撃は、全て外されていた。

　和穂はもちろん、殷雷刀も爆燎槍の素早い攻撃に度ど胆ぎもを抜ぬかれ体を動かせなくなった。

　金かな縛しばりにあった和穂の顔の前に、綾春の左手がピタリと向けられる。

　あっ、というまもなく、掌からほとばしった炎が和穂を包み込んだ。
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「わっ！　燃えちゃう燃えちゃう、大変だ大変だ！　熱い熱い熱い？　あれ熱くないや」

　大おお騒さわぎする和かず穂ほの隣となりで、殷いん雷らいは刀から人間の姿に変わった。

　殷雷も和穂と同じように、全身を青あお紫むらさきの炎ほのおで包まれていた。

　観念したのか、殷雷はあぐらをかいて座すわっている。

「殷雷も燃えてる！　早く消さなきゃ！」

　和穂に頭をパタパタはたかれ、虫の居所の悪い殷雷は怒ど鳴なり散らした。

「やかましい！　そいつは練れん炎えんだから焼けはしねえ！」

「練炎ってなあに？」

「うるせい！」

「なによ、教えてくれてもいいじゃない」

　殷雷にかわり、綾りよう春しゆんが説明した。

「練炎というのは、仙せん術じゆつ的てきな炎ほのおで、炎よりも水の属性に近いものらしくて、特に火傷やけどなどの害はないんですよ」

「へえ、そうなんですか」

　殷雷は鼻で笑った。

「そうだな。だがよ。お前がちょいと念じるだけで、練炎は本物の炎になって俺おれたちは火ダルマだ！　俺は宝ぱお貝ぺいだから焼けはしないが和穂よ、お前は助からんぜ」

　慌あわてて綾春は、首を横に振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、和穂さん。私はあなたを傷つけようなんて考えてません。ばくさんもそうですよね」

　綾春は手に持った槍やりを宙に放ほうり投げた。

　クルリと回転した槍は、今までの漆うるし塗ぬりの柄えを持つ細い槍から、瞬しゆん時じに深海の深みを持つ紺こん色の柄に変わる。

　穂ほ先さきも今までの申し訳程度についていた刃やいばから、薙刀なぎなたと見まごうばかりの大きな物へと姿を変えた。ごく普ふ通つうの槍が、身みの丈たけの倍はある大槍へと転じたのだ。

　正体を現した槍の姿に、殷雷は騒さわぐ。

「詐さ欺ぎだ詐欺だ！　最初っからあの姿だったら俺はさっさと逃にげていたぞ！

　やい、ジジィ！　やり方が汚きたねえぞ！」

　宙に浮うかんでいた大槍は、突とつ然ぜん青紫の炎に包まれ弾はじけた。

　飛び散る火の粉の中から現れたのは、大おお柄がらな男だった。

　短めの髪かみの毛に、頰ほおから口くち許もと、顎あごに鬚ひげが生えている。

　殷雷はジジィ呼ばわりしたが、それほど老人ではない。ただ、頭とう髪はつの一部と鬚には白髪しらがが混じっていた。

　無む駄だな肉にくのない顔なので頰骨が少し目立っていた。眼光の鋭するどさは殷雷に負けるとも劣おとらない。

　鬚にしても不ぶ精しよう鬚ではなく、きちんと手入れしてあるようだ。

　全身を包んでいるのは、巨きよ大だいな鎧よろいだった。かなりの重さのようだが、爆ばく燎りようはまるで普通の服と同じように着こなしていた。

　まさに絵に描いたような武人だった。

　鎧をガチャリガチャリと鳴らしながら、槍から人の姿に変わった爆燎は、殷雷の前に進んだ。

　そして、左手の甲こうでパシッと殷雷の鼻を打った。

「たわけ！　誰だれがジジィだ、この若造め」

　殴なぐられる寸前に、自分の鼻の前に手を入れて殷雷は、辛かろうじて防ぼう御ぎよした。

　だが、籠こ手てのついた左手で殴られたのだから堪たまらない。

　殷雷は、痛みに手を振ふりながら、飛び跳はねた。

「やりやがったな、ジジィ！」

　つっかかる殷雷の髪の毛を、造作無く爆燎はつかんだ。

「小こ僧ぞう！　口のきき方を教えてくれる！」

　だが、意外な所から一いつ喝かつが飛んだ。

「ばくさん！　今はそんな事をしている時ではありますまい」

　ピシャリとした綾春の声に、周囲はシンと静まりかえった。

　爆燎は頭を深々と下げる。左手には殷雷の髪かみの毛をつかみ、兎うさぎのごとく持ち上げたままだ。

「これは綾春様。こんな小僧に大おお騒さわぎをしてしまった無礼お許し下さい」

「いいんですよ、ばくさん。そんなに堅かた苦くるしくしなくても」

　つかまれた髪の毛を振りほどこうと殷雷は必死になっていた。思わず、和穂は笑ってしまった。

「強いんですね、爆燎さんは」

　爆燎は和穂に視線を向けた。

「和穂殿どの、封ふう印いんからの逃とう亡ぼうという、勝手な行動、どうぞお許し下さい。

　しかし、私とて納なつ得とくして封印されていたのではありません。

　欠けつ陥かんがあるが故ゆえに、封じられたと言われても、私は己おのれの欠陥に納得がいきません」

　殷雷は笑った。

「け。ジジィ、お前の欠陥は、頑がん固こなところじゃねえか。頑固すぎて、さすがの龍りゆう華かの手にも負えなかったから封印されたんだろう」

「黙だまれ黙れ！　小僧、貴様こそ情に脆もろいという武器として致ち命めい的な欠陥で、封印されておったくせに！」

「やかましい、頑固ジジィ！」

「和穂殿に、頑固者などと誤解されてはかなわんので、私が封印された経けい緯いをお話しておきましょう」

　殷雷はジタバタと両手を振ふり回す。

「年寄りの昔話なんざ、聞きたくねえ！」

「黙れ。

　ゴホン。

　あれは今から、六百年程ほど昔の話でございます、和穂殿。

　和穂殿の師し匠しようであり、私の創造者である龍華仙せん人にんは、とある邪じや仙せんを討とう伐ばつする命を受けました。

　邪仙は氷を操あやつるという情報を得られた龍華仙人は、炎ほのおを操る槍やり、私め爆ばく燎りよう槍そうを伴ともなって旅に出たのでございます」

「ジジィ、ともかく髪かみの毛を放はなせ！」

「ゴホン。

　邪仙の住すみ処かに近づいたところ、運悪く仕し掛かけられていた、氷の仙せん陣じんに捕とらわれてしまったのです。

　龍華仙人は、仙陣の真ん中で氷を撒まき散らし結界を構築している陣旗を、練れん炎えんで吹ふき飛ばせと私に命じられました。

　しかし、こんな所で術の浪ろう費ひをするのは得策ではないと考えた私は、龍華仙人にそう進言しました。

　忘れもしません、私の進言に対し龍華仙人は、

『いいから、やっとくれ』

　と、聞く耳すら持ちません。

　ここで引き下がっては、使用者の事を第一に考える宝貝の名折れと、私はさらに説得しました。

　龍華仙人は、

『私ゃ寒いのが嫌きらいだから、とっととあの陣旗をへし折ってこの仙陣を破りたいんだ。

　判わかったら、早くやっとくれよ』

　と、私の進言を意に介かいしておられぬ様子。

　私はとくとくと、術を浪費する危険性を説明しました。

　しかし、

『練炎なんか、パッと使えばいいんだよ。後の事はその時に考えりゃいいんだ。これでも私ゃ仙人なんだから、潰つぶしはきくんだ。

　判ったら早くしとくれ。

　へくしょい。あぁ、みっともない。鼻水が出てきたよ。なんで仙人資格とったのに、こんな使いっぱしりみたいな仕事を押おしつけられたんだろうね、全く』

　事の重大さが全く判っておられないので、仕方なく私は説得を続けたのです。

　和穂殿どのも御存知のように、龍華仙せん人にんは妙みように頑がん固こなところがありまして、練炎を使うか使わないかで、まる四昼夜に渡わたって議論を続けました。

　結局、最後は龍華仙人が己おのれの術で陣じん旗きを折るという、残念な結果に終わりましたがな。

　しかも、龍華仙人は陣旗を折る為ために、わざわざ陰おん陽よう三さん天てん万ばん化か小しよう火か炎えんを使うという、非常に勿もつ体たいない事をしておいででした。

　理解しかねましたな、あの時は」

　自分の造った宝貝が、命令をきかなかったのはまだいい。

　龍華師し匠しようは自分の造った宝貝との、根比べに負けた腹いせに、派手な術をぶっ放したのだと和穂は理解した。

　青あお紫むらさきの炎ほのおに包まれた和穂の額を、冷や汗あせが流れた。

「で、爆燎さん。その邪じや仙せんを退治するのにどれくらいの日にちがかかったんですか？」

　槍やりの男は首を大きく縦に振ふった。

「五日です。

　九きゆう遥よう洞どうに戻もどられた龍華仙人は、いきなり私を封ふう印いんの中に放ほうり込まれたのです。

　理り不ふ尽じんでござろう」

　まだ髪を持たれている殷雷は、ブラブラ揺ゆれながら力なく言った。

「よくもまあ、龍華にぶっ壊こわされなかったもんだな。

　和穂よ。面おも白しろい冗じよう談だんを言うジジィだなんて勘かん違ちがいするなよ。

　こいつは本気で自分の頑固さに納なつ得とくいってねえんだ」

「口を慎つつしめ、小こ僧ぞう。今の私の話で推察されるのは、進言にどうしても耳を貸さない、頑固な龍華仙人。という事象だけであろうが！」

　言い争うだけ無む駄だと見た殷雷は、一人毒づいた。

「年寄りの昔話は長くていけねえ。あれだけ長話して結局何が言いたいのか、判わかりもしねえ」

「つまりだ、己の欠けつ陥かんに納得がいっておれば私は、逃とう亡ぼうしていなかったと、説明したのだわい。

　納得していただけたかな、和穂殿」

　和穂はコクリと首を振った。

「判りました。でも、私は爆燎さんを回収しなければなりません」

　自分の言葉がどれだけ虚むなしく響ひびいているのかと、和穂は考えた。

　体を包む、練れん炎えん。和穂を生かすも殺すも爆燎たち次し第だいなのだ。

　殷雷をつかんだまま、爆燎はズイと和穂の目線に顔を下げた。

「和穂殿どの。自分の置かれている立場が判っておいでか？

　頼たのみの殷雷刀は、私に手も足もでない。

　その体を包む青あお紫むらさきの炎ほのおは、私が念じるだけで、紅ぐ蓮れんの本物の炎へと、姿を変えるのですよ」

　爆燎の瞳ひとみに映る自分の姿には、炎がまとわりついていた。

「判っています。ならば教えて下さい。どうして私を焼かずに、色々とお話をなされたのですか？

　なぶっているのでないのなら、何か相談があるとお見受けしますが」

　鬚ひげに覆おおわれた爆燎の口がニヤリと笑った。

「優やさしいだけの娘むすめさんかと、思っていましたが、さすがは龍華仙せん人にんの弟で子しであられる。

　頭も回れば度胸もあらせられる」

　左手に持つ殷雷を放し、爆燎は籠こ手てに覆われた指を器用に鳴らした。

　途と端たんに、和穂と殷雷の体から炎が消えてなくなる。

　槍やりの宝貝は真顔で言った。

「我われ等らの願いの為ために協力していただきたい。

　もしも我等の願いが叶かなった暁あかつきには、この爆燎槍、和穂殿に回収していただいても構いません」

　抵てい抗こうは無む駄だだと思い知らされた殷雷は、ボリボリと頭をかいた。

「我等って、ジジィとそこで居い眠ねむりしてる吞のん気きな娘の二人か？」

　殷雷が指を差した先には綾春が草の上に座すわり込み、スウスウと軽い寝ね息いきを立てていた。

　爆燎は綾春に視線を向けながらうなずく。

「綾春様は、少し疲つかれておいでだな」

　和穂は爆燎に訊たずねた。

「爆燎さんと、綾春さんの願いとは？」

「うむ。

　宝貝、流りゆう核かく晶しようを手に入れる為に、力を貸していただきたい」
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「ジジィ、惚ぼけたか？　俺と和穂は宝貝を回収する為に旅をしているのだ。

　それを自分の欲ほしい宝貝を手に入れる為に協力しろだと？」

　行こう李りの中から毛布を取り出し、爆燎は気持ち良さそうに眠る綾春の肩かたにかけた。

「判わかっておる。流りゆう核かく晶しようを一度使えばそれでいいのだ。

　流核晶ごと、この爆燎槍もくれてやると言っておるのだ。

　和穂殿、そんななまくら刀より、この爆燎槍の方がよっぽど役にたちますぞ」

　和穂も疑問を口にした。

「流核晶って、どんな宝貝なんです？　何に使うんですか？」

　鬚ひげを撫なでつつ、爆燎は答えた。

「流核晶は確か宝ほう珠じゆの宝貝であったから、何らかの装そう飾しよく品ひんの姿だと思うが。

　……何に使うかは聞かないで欲しい」

　普ふ段だんの殷雷ならば、こんな謎なぞめいた依い頼らいなど、相手にしなかっただろう。

　だが、依頼という形をとりながらも話の主導権は、爆燎が握にぎっている。

　次の瞬間に、和穂を殺し、殷雷刀を叩たたき折るだけの腕うでを爆燎は持っていた。

「その流核晶がどこにあるのか判っているのか？　和穂の索さく具ぐ輪りんに期待してるんなら、無理だぜ。

　あれは特定の宝貝を探すようには出来ちゃいねえんだ」

　殷雷の頭を押おし退のけ、爆燎は和穂に迫せまる。

「協力していただけるのですな！」

「はい。爆燎さんは噓うそをつくような方じゃないと、思います。

　協力します。ね、殷雷もいいでしょ？」

「むう、このジジィは、噓だけはつかんからな。

　噓をつくなら、流核晶を欲ほしがる目的も適当にデッチあげりゃいいんだし。

　そんでもって、流核晶の在あり処かは判っているのかよ」

「うむ。流核晶は宝貝王の所持する宝貝だ」

　また、ややこしいのが出たかと、殷雷の表情が曇くもる。

「ぱ、宝貝王だと？　インチキ臭くさい名前だなぁ」

「私も最初はそう思ったが、かなりの使い手だぞ」

　殷雷を軽く手玉にとる爆燎が、その腕を認めているのだ。和穂の顔に緊きん張ちようがみなぎる。

「爆燎さん、宝貝王ってそんなにすごいんですか？」

「宝貝王こと、程てい穫かくは既すでに三十人近くの宝貝使いを倒たおしておる。

　他の使い手を探して、倒しておるのではないぞ。

　自分は山の中に陣じん取り、攻せめてきた宝貝使いを返り討うちにしておるのだ」

　刀の宝貝は舌打ちした。

「厄やつ介かいだな。宝貝の使い手の一番面めん倒どうなのは強い奴やつが、より強くなっちまう事だ。

　宝貝を集めれば集める程ほど、他の宝貝も集めやすくなる。

　それこそ雪だるま式に力をつけてしまう恐おそれがあるからな」

「小こ僧ぞう、貴様の考えはもっともだが、宝貝王の場合はちょっと違ちがう」

「違うって、何がだ？」

「あれは、価値無しと判断した宝貝は、その場で破は壊かいしておるのだ」

　爆燎の言葉に、殷雷より和穂が驚おどろいた。

　索さく具ぐ輪りんが映し出した、天の一角に集まっていきそのまま破壊された宝貝は、宝貝王に倒されたものたちの反応だったのだろう。

「そんな、価値がないなんて。

　よほど致ち命めい的な欠けつ陥かんならいざしらず、宝貝王に挑いどみかかるだけの力はある宝貝なんでしょ？

　第一、わざわざ壊こわさなくても、もしもの時の為ために取っておけば」

「和穂殿どの。だから、この爆燎が油断ならぬと申し上げているのです。

　圧あつ倒とう的な力を持つ宝貝を持っている可能性が」

　爆燎の言葉が終わる前に、殷雷は和穂と爆燎の間に割って入った。背中に和穂をかばうようにだ。

「ジジィ。お前の話がちょいと信じられなくなってきたぞ。

　宝貝王だ？　どうしてジジィがそいつを知っているんだ？　一度も会ってないような話し方にしちゃ、やけに詳くわしいじゃねえか。

　宝貝の使い手が倒されたって言ったが、まさか戦う現場を見たのか。

　ジジィ程の武器の宝貝が、戦っている最中を見て、まだ相手の強さの理由が判わからないとほざくのか？」

「人の話は最後まで聞け、小僧。

　宝貝王は夢を操あやつる宝貝を持っているのだ。

　私が知りえた情報というのは、全すべて夢を通じて手に入れたものなのだ」

「ほお。相手に夢を送りつける宝貝を持った奴が、いちいち自分が他の宝貝使いを倒すところを宣伝しているというのか？」

　かなわぬと知りつつも、和穂をかばおうとする殷雷の態度に、爆燎の顔が少しばかりほころんだ。

「そうだ。宣伝しているのだ。

　自分の強さと、自分を倒せばそれだけ強力な宝貝が手に入ると、夢を通じて宝貝の使い手に宣伝しているのだ。

　奴は挑ちよう戦せん者しやを待っている。

　あいつは、賞品の名を告げるように夢の中で言った。

　夢を操る宝貝、劾がい想そう夢むと、それに、流りゆう核かく晶しようを持っているとな。

　勿もち論ろん、自分の切り札の宝貝の名前は隠かくしているだろう。

　それでも、奴は自分の口で流核晶を持っていると言ったのだ！」

　殷雷の目から疑ぎ惑わくの色は、まだ消えていなかった。

「話の胆きもは流核晶だな。そいつは何の宝貝なんだ？　それを聞かぬ限りは、やはり信用ならん」

「……流核晶は他人に化ける宝貝だ。動物にも姿を変えられる。

　欠けつ陥かんは、流核晶が破は壊かいされると変化が永久的に解けなくなる事だ」

「ほお、他人に化けられる宝貝を欲ほしがるなんざ、人に言えぬ理由だろうな」

「頼たのむ。きくな」

　和穂は殷雷の肩かたを叩たたいた。

「殷雷、信用しようよ。綾春さんも爆燎さんも悪い人じゃないよ」

「け。信用してやるぜ。

　どっちにしろ、夢の送り手は早いうちに始末する必要がある。

　その宝貝王って奴やつが、俺たちが回収に乗り出した顚てん末まつを言いふらしてるんだな」

　殷雷の信用を得て、心なしか爆燎の顔に安心感が浮うかんだ。

「そう。宝貝王が、宝貝回収の為ために和穂殿どのたちが人間界に降りたと、他の宝貝所持者に夢を使って警告を与あたえたのだ」

　刀の宝貝は大きく伸のびをして、空を見上げた。

　ぐるりと囲まれた地平線の上に広がる雲一つ無い青い空、太陽が傾かたむきかけていた。

　急いだところで、目的地までの間にたいした村はなかったはずだ。

「じゃ、今日はここで野宿をするか。

　どうせ、綾春も寝ねちまってるしな」

　和穂は何気なく、爆燎にたずねる。

「爆燎さん。宝貝王の居場所は、その夢の中で自分が伝えたんですね」

「そうです、和穂殿。

　奴は九きゆう遥よう山さんに居を構えております」

　九遥山。和穂にとっては、忘れられない名前だった。

「九遥山！　それってもしかして」

「左様。龍華仙せん人にんの住まわれる九遥山の、人間界側の面です。

　九遥山は仙界と人間界にまたがって、そびえる山ですからな。

　だが、老ろう婆ば心しんながら忠告しますぞ。

　九遥山に行ったところで、仙界と接せつ触しよく出来るなどとは考えないように。

　異なる界と界を結ぶ天地の理は、仙骨の使えぬ者には理解出来ますまい」

「でも、偶ぐう然ぜんにでも！」

「奇き跡せきに頼たよるのはおよしなさい。

　界と界とを結ぶ通路が偶然にでも開く確率は、今この瞬間に和穂殿の頭上に雷かみなりが落ちるよりも、遥はるかに低いのですぞ」

「そうかもしれない！　だけど、仙界からなら、龍華師し匠しようからなら」

　和穂の言葉が癪しやくに触さわったか、殷雷は和穂の胸むなぐらを強くつかんだ。

「何を寝ね言ごとほざいてやがる！　まだ甘あまったれた考えが残っていやがったか。

　宝貝回収は、お前の手でやり遂とげるんだろうが！」

　殷雷の言葉に、和穂は言い返せなかった。

「ごめん、殷雷。九遥山ってきいた途と端たんに、なんか懐なつかしくなっちゃって。師匠に会えるような気がして」

「いらん考えは捨てろ。偶然同じ名前が付いた別の山だと考えろ。

　……もしも龍華がお前に力を貸せるのならば、とっくの昔に人間界に来ているはずだろうが……どんな手段を使ってでも」
















第一章　『程てい穫かく、和かず穂ほ』
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　ここは宝ぱお貝ぺい王おうこと程てい穫かくの陣じん取どる、九きゆう遥よう山さん。

　和かず穂ほたちはまだ遥はるか遠く、九遥山に到とう着ちやくするには数日がかかるだろう。

　そんなある夜の話。




　宝貝を持つ者に、奇き襲しゆうがどれだけ意味があるかと考えつつも、彼らは夜中に九遥山に進入した。

　薄うすく曇くもった夜空には、まん丸い月が昇っていた。

　彼ら五人は、それぞれ一つずつ剣けんの宝貝を持っていた。

　封ふう木ぼく剣、封ふう火か剣、封ふう土ど剣、封ふう金ごん剣、封ふう水すい剣の名を持つ、五つの宝貝だ。

　五人は山の斜しや面めんに生える、林の中で歩みを止める。

　封火剣を持つ男が、他の四人に指示を出した。

「俺おれはここで、待つ。作戦通りに、宝貝王を包囲するのだ」

　作戦は単純なものだった。

　南と東西に、一人ずつ待機し、北側から二人で宝貝王を追い立てる手て筈はずだ。

　宝貝王が逃にげたなら、逃げた方角で待機していた者が逃とう走そうを阻そ止しする。他の四人もすぐに追いつき、五人がかりで始末する。

「この作戦は、我われ等らの宝貝の切れ味以上に、互たがいの居場所を知らせあうという、封五剣の能力が重要なのだ。くれぐれも油断するな」

「承知」

　封火剣の男を残して、四人は闇やみの中へと散っていった。

　林の中では、五人を嘲あざ笑わらうかのように虫の音が鳴る。
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　半刻（一時間）が経たった。

　封火剣の男は待ち続けたが、いつまでたっても、居場所の連れん絡らくが入らない。作戦では、北側の二人は、南下と共に居場所を知らせるはずだったのだ。

　どう考えても異常が起きているのは、明白だった。

　だが、封火剣の男は異常を楽しむかのように、薄うす笑わらいを浮うかべつつ待ち続けた。

　ふと、草を踏ふむ音が封火剣の男の耳に入った。

　視線を向けると、封水剣の男がヨロヨロと歩いていた。額と左手からは真っ赤な血を流し、右手には折れた封水剣が握にぎられている。

　封火剣の男のもとに歩みよりつつ、絶え絶えの息が吐はかれた。

「……ま、負けた。……や、奴やつは強い、判わからない……何が……助けてくれ」

　伸のばされた手を避さけ、封火剣の男は鞘さやから剣けんを抜ぬき、一気に封水剣の男を斬きった。

「ふん、流りゆう核かく晶しようとやらを使えば他人に化けられると言ったな」

　途と端たんに、凄すさまじく大きな拍はく手しゆが林の中に響ひびき渡わたった。封火剣の男は、何事かと周囲を見回し、柿かきの巨きよ木ぼくの上に座すわる一人の男の姿を発見した。

　柿の木の男は言った。

「偉えらい偉い。それぐらい冷れい徹てつでなきゃ、この世は渡っていけないよな。

　でも、外れ。そいつは本物だ。俺が化けてるわけじゃない」

　男を見上げつつ、封火剣を構える。

「貴様が程穫か！」

「そ。別に宝貝王と呼ばなくても、構いやしない。

　にしても、あんた悪い人だねえ。最初から包囲作戦なんか通用しないって、判ってたんだろ？　あんたは、俺が流核晶を使って仲間に化けて、油断させて宝貝使いを倒たおしていると読んだんだ。まんざら、外れでもないさ。そうやって倒した奴もいたんだから。

　でも、ほとんどは正面から倒したよ」
















　男は封火剣を鞘に収めた。

「おや、剣をしまうのかい？　逃にげるんだったら、その剣を置いてきな」

「ふん。貴様がなぜ、そうも簡単に宝貝の使い手を倒せたか、色々と考えさせてもらったぞ。

　一つは、流核晶を使って相手を油断させる方法だ。だが、これはそれほど確実ではあるまい。

　もう一つの可能性は、我われ等らとは質の違ちがう宝貝を持っている事だ」

　程穫は興味を覚えた。

「へえ。いいせん行ってるかもね。具体的にはどうだと思う」

　封火剣の男は不敵に笑った。自分を仲間だと信じていた、封水剣の男を斬った時と同じ笑え顔がおだ。

「程穫よ。お前が持っているのは、対宝貝用の宝貝だ！」

　口笛を吹ふき、程穫は柿の実をもぎとる。

「こりゃ、たまげた」

「来るがいい、程穫よ！　貴様が普ふ通つうの宝貝で挑いどみかかるのなら、その時には閃せん光こうの抜ぬき打ちで、貴様を斬ってくれる」

　程穫は手に持った柿を、ポイと地面に投げ捨てた。

「ぐ？」

　血ち反へ吐どを吐はいて、封火剣の男は地面に倒たおれた。それから、ほんの少し遅おくれて程穫の放ほうり投げた柿が地面に激げき突とつした。

　背後から拳こぶしで男の心臓を打った程穫は、ゆっくりと残心を解く。

「それも外れだ。対宝貝用の宝貝なんて、俺は持っていないよ。

　お前はただの大馬鹿だ」

　地面に横たわる男の両肘ひじを、程穫は踏ふみ潰つぶす。バキバキという音と共に、男の口からくぐもったうめき声が漏もれる。

　程穫は封火剣を拾い、鞘から抜いてみた。

「五行の動きを制する、封五剣の一つか。悪かないが、制してる間は自分も動けないなんて、下らん欠けつ陥かんがあるんじゃな」

　手に持つ剣けんを、程穫は放り投げた。宙を舞まった剣は地面に落ちる前に、真っ二つに折られる。

　程穫は大きな欠伸あくびをしながら、自分の屋や敷しきへと帰っていった。
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　また、夢を見ているわ。と、和かず穂ほは自分の夢の中で、夢を見ていると気がついた。

　何やら焦しよう点てんがぼやけた映像が、無数に飛び回り、まるで流れの急な川を覗のぞいている気分だった。

　上下左右に天と地が、ぐるぐると和穂を中心として流れる川だ。

　石せつ鹼けんが作る、大きな泡あわの中にいるようでもあった。

　石鹼の泡の表面に浮うかぶ、油ゆ膜まくにも似た虹にじ色を内部から見る、ただし虹色の油膜は恐おそろしい速度で流る転てんしているのだ。

「私は夢を見ているの？」

　和穂の問いに答えが戻もどった。

「そうだ、夢を見ているのだ」

　和穂の隣となりに、一人の影かげ法ぼう師しがいた。

　影とはいえ、平べったくなく、まるで自分を彩いろどる色を全すべて否定した、漆しつ黒こくの人間を思わせた。

　少なくとも男性の影だとは判わかるのだが、誰だれかまでは判らない。

　しかし、夢の中の和穂は、影かげ法ぼう師しの正体が気にはならなかった。

「はじめまして？　それとも、お久し振ぶり？　どっちかしら」

「お久し振りだ。時間なんて夢の中では無意味だけどね」

　和穂はコクリとうなずいた。

「思い出した。あなたには、夢の中で何度も会っている。でも、起きるとすぐに忘れちゃうんだ。

　この虹にじはなあに？」

　影法師は揺ゆらめいた。

　虹色の激流の焦しよう点てんが唐とう突とつに結ばれ、和穂と影法師の姿が映し出される。

　まるで、鏡のように、泡あわの中の和穂と影法師は同じ形をしていた。

　影法師は説明する替かわりに、映像を指差すと、映像の中の影法師が映像の中の和穂に説明を始めた。

『この、混じり合った虹は、和穂の記き憶おくなのだよ。

　和穂が思い出すと、記憶の焦点があう。焦点を合わせると、記憶が浮うかび上がる』

　夢の中のゆっくりとした思考で、和穂は理解した。

「前に見た夢で、同じ質問をし、その時に教えてもらった答えを思い出したのね？」

「そういう事」

　映像が流れて消え、別の映像が浮かぶ。やはり影法師と和穂の姿がある。

　映像の和穂は、映像の影に質問していた。

「あなたは、だあれ？」

「俺おれは、るぃぇぁくゃだ」

「へえ。いい名前ね」

　映像が乱れて消えた。

　泡の中の和穂は、納なつ得とくがいかなかった。

「何、今の？　あなたの名前が理解出来なかった。なのに、記憶の中の私は理解していたなんて」

「夢の中では、ある種の情報は乱れてしまうのだよ」

「……どんな、情報？」

「目が覚めるような、刺し激げきの強い情報だ」

「あなたの名前が、私をビックリさせるの？　どうして？」

　影法師は、和穂の混乱を少しばかり楽しんだ。

「その答えは、夢の中では見つからない。かといって、起きれば俺の事は忘れてしまう」

　和穂の不安を反映し、虹にじの流れはさらに勢いをました。大おお袈げ裟さな仕し種ぐさで、影法師は天を仰あおぐ。

「心配はいらん、和穂よ」

「あなたは、敵なの？」

「意味のない質問だ。ここは和穂の夢だ。誰であろうと、和穂を傷つけはしない。例え宝ぱお貝ぺいの力をもってしてもだ。

　夢は夢の中では無害なものだからね」

「あなたは、何をしに来たの？」

「和穂の夢を見たくてね」

「？」

「和穂の見る夢を見たいのだ」

「そんな事が出来るの？」

「出来るさ。劾がい想そう夢むは人の見る夢を、使用者に見せられるんだ」

　まどろみの中の和穂は、抑よく揚ようのない声で質問を続けた。

「私の夢なんか見てどうするの？」

「夢とは記き憶おくという花で作られた、香こう水すいさ。

　正確には夢になる前の、記憶を見たい」

　思考の焦しよう点てんを合わそうと、和穂は必死になろうとしたが、上う手まくいかない。

「私が見たものを、あなたも見るのね。

　あなたが、夢の送り手なんだ。

　夢を通じて、私の記憶を手に入れて、それをやっぱり夢を通じて、他の宝貝使いに教えていたのね？

　劾想夢には、そんな力があるの」

　影かげ法ぼう師しはグルグルと和穂の周りを歩いた。

「残念ながら、劾想夢は記憶だけで心までは読めないがね」

「人の記憶を覗のぞき見る宝貝なんて、龍りゆう華か師し匠しようが封ふう印いんして当然だわ」

「覗き見とは心外だな。

　見られるのが精神的に耐たえられない記憶の場合は、目が覚めてしまうんだぞ。

　それに、和穂。お前の場合は人じん為い的に幾いくつかの記憶が防ぼう御ぎよされている」

　影法師はゆっくりとグルグル回り続けた。

　和穂には、防御されている記憶に心当たりがあった。

　仙せん人にんから人間に戻もどる時、仙術に関する記き憶おくが封印されたはずだ。

　試ためしに、和穂は一番簡単な仙術を思い出してみようとした。

　虹にじの流れは映像を結ぶどころか、より大きく乱れていった。

　和穂は沈しずんだ声を上げた。

「劾がい想そう夢むで私の記憶は、あなたに筒つつ抜ぬけ。私は自分で自分の首をしめているのね」

　影法師は低い声で笑った。

「そうだよ。哀あわれだねえ。そうだ、たまには情報提供のお礼をしようか。

　俺は歯向かう奴やつには、手加減しないが、お前みたいに無力な人間には、ついつい甘あまい顔を見せてしまうんだ」

　パチリと、影法師の指が鳴る。

　虹の映像が、宙を舞まう二つのお手玉を映し出した。

　赤い小さなお手玉が、上に行ったり下に行ったりを繰くり返す。キャッキャッと喜ぶ子供の声も流れる。

　和穂は子供の声が、幼い日の自分の声だと気がついた。

「あ、あのお手玉！　思い出した、小さい頃ころに気にいってたやつだ。無くして目茶苦茶悲しかったんだ。

　うわ、今まで忘れていたけど、懐なつかしい」

「劾想夢は、記憶の中に埋うもれた記憶すら掘ほり起こせる」

　男の声を耳にしながらも、和穂は嬉うれしそうに映像を見た。映像に人の声が被かぶさった。

『ほお、お手玉か。お前にしちゃ、えらく気の利きいたおもちゃを作ったもんだな』

　声には聞き覚えがあった。護ご玄げん仙せん人にんだ。和穂の師し匠しようである龍華仙人の友人の仙人であった。

　続いて聞こえたのは、間ま違ちがいなく龍華の声だった。

『童子連中が遊びに来てくれるのは嬉しいんだが、あいつらも修しゆ行ぎようがあるだろ。

　童子連中が居ない間の、暇ひま潰つぶしにはいいだろうと思ってな』

『ふうん。お手玉の中って何が入ってるんだい？』

『呆あきれた。仙人の癖くせにそんな事も知らないのかい？』

『男ばっかりの兄弟だったからな』

『お手玉ってのは、適当な布きれの中に小豆あずきを入れて縫ぬうんだよ』

『ほお、そうなのか。俺は小石でも入れてるのかと思っていた』

『そんな物いれちゃ、布が破けるだろ』

『わざわざこの為ために、小豆を調達したのか』

『いや、小豆の替かわりに仙せん丹たんを入れてある』

　映像の中から、椅い子すがひっくり返る音が響ひびく。

『り、龍華！　一粒つぶ飲めば二百年は命を永らえるという仙丹を……』

『説教はご免めんだよ』

　映像はゆっくりと薄うすれていった。

　和穂は今まで無くしていた宝物を見つけたような気分になり、にこやかな笑え顔がおを浮うかべた。

　影かげ法ぼう師しは鼻で笑い、幾いく分ぶん軽けい蔑べつが混じった声で和穂に話しかけた。

「はん。ただ純じゆん粋すいに美しく楽しかった記き憶おくって奴やつか。下らん」

「あなたにだって、そんな思い出はあるでしょ？　劾がい想そう夢むだったよね？　劾想夢なんて夢を操あやつる宝貝を持っているんだったら、いつでも思い出せるじゃない」

　今までの紳しん士し的な態度からは信じられない程ほどの気き迫はくが、影法師から漂ただよった。

「過去に浸ひたって、今の痛みを忘れろとでも言うのか！」

「ど、どうしたのよ急に」

「お前に修しゆ羅らの生きざまが理解出来るか！　修羅に浸れる過去などない！」

　自分の夢なのだという安心感か、和穂は男の気迫に打ち勝つ。

「痛みが理解出来るなら、あなたは修羅なんかじゃないよ。

　自分を自分で追い詰つめちゃいけない」

　影法師は低い声で言った。

「何を偉えらそうに！

　ここが、お前の夢でなく現実の世界ならば殺しているところだ」

　突とつ然ぜん、高笑いし影法師は言葉を続けた。

「はっはっは！　和穂よ。お前も捨て子だったらしいな。ならば、赤子の時の記憶を呼び戻もどし、親の面つらを見てみようじゃないか。

　お前を捨てた親の顔を見ても、まだそんな綺き麗れい事ごとを言えるか？」

　和穂の顔から笑顔が解けて流れ、恐きよう怖ふが浮かびあがる。

「やめて！」

「もしかしたら、お前を捨てる現場の記憶が残っているかもな！」

「やめて！　私の親は龍華師し匠しようよ。私を捨てたのは、どうしようもない事情があったからだろうって龍華師匠は言ってたし！」

「馬ば鹿かめ。だから見てみるのだ！　さっきも言ったが、本人が抵てい抗こうする記憶は呼び出せない、本人が目覚めてしまうからな。

　だが、和穂。お前はなぜ目覚めない。

　お前の好こう奇き心しんは、お前の親の顔を見たがっているからだ。ならば、拝はい見けんさせてもらおうじゃないか」

「お願い、やめて！　私は捨てられた事を許してるのよ」

「それは、本当にどうしようもない事情があったと、仮定しての話だろうが！

　もしも、お前を捨てる時の親の顔が、邪じや魔ま者ものを始末してせいせいした表情だったら、どうする？」

「やめてやめてやめて！」

　虹にじの流れは非情にも映像を結び始めていった。
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　昇のぼる朝日に向かい、大きく伸のびをして綾りよう春しゆんは焚たき火の上に大きな鉄てつ鍋なべを置いた。

　行こう李りの蓋ふたを開け、中から干したアワビを四個ばかり取り出し、思案する。

　殷いん雷らいは、水ならば和かず穂ほの持つひょうたんの中に山程ほどあると言っていたが、肝かん心じんの和穂はまだ眠ねむっていた。

　起こすのも可哀かわいそうな気がするし、かといって、勝手にひょうたんを使うのも気が引けた。

　ちらりと鉄鍋を見たら、だいぶ焼けているようだ。

　仕方なく、アワビを持ったまま綾春は和穂の側そばによった。

「あの、和穂さん。和穂さん」

　和穂を起こさないように、小さな声を出している矛む盾じゆんに綾春はしばらく気がつかなかった。

　毛布にくるまった和穂は、これ以上の幸せはないという顔で眠っている。

「仕方ないですねえ。行李の中の水を使いましょうか」

　行李に向かおうとすると、突とつ然ぜん和穂の眉み間けんにシワが寄った。とてつもない悪夢でもがいているようだ。

「まあ、たいへん。それにしても和穂さんの寝ね顔がおは色々と忙いそがしいこと。

　これはやはり、起こして差し上げた方がよいんでしょうね。とっても怖こわい夢を見ておられる御ご様よう子す」

　と、吞のん気きに言っているうちに、和穂の上体がガバと跳はね起きた。

「きゃ！」

「あらまあ、和穂さん。おはようございま……」

　ガタガタと震ふるえながら、和穂は綾春に抱だきついた。抱きつき、軽い嗚お咽えつを繰くり返していた。

　右手のアワビを左手に持ち直し、綾春は優やさしく和穂の背中を撫なでた。

　まだ結ばれていない和穂の柔やわらかい髪かみが、綾春の細い指に絡からまる。

「こんなに、震えて。そんなに、恐おそろしい夢を見たんですか？」

　綾春の手が柔らかく和穂の背中を叩たたいた。

　だんだんと和穂も落ち着いていく。

「怖かった。怖かった」

「よければ、どんな夢だかお話してくれませんか。口に出してしまえば、なあんだ、って思う夢かもしれません」

　綾春にしがみついていた手を放はなし、和穂は説明を始めようとした。

「怖かったんです、とてもとても怖くて、……あれ、何がそんなに怖かったんだろ。

　あれ？　思い出せないや」

　綾春はにこやかに笑った。

「じゃ、もう怖くありませんね。よかったよかった」

　思い出せもしないような夢で、大おお騒さわぎしていたのだ。

　和穂は急に気き恥はずかしくなった。

　いつもなら、怖こわい夢を見たぐらいで大騒ぎしたら、絶対に意地悪くからかう、殷雷の姿が何ど処こにも見当たらない。爆ばく燎りようもいない。

　いるのは綾春だけだ。

「あの、殷雷に爆燎さんは？」

「はいはい。朝飯前に鍛きたえてやるとか言いまして、ばくさんが殷雷さんを蹴け飛とばしながら鍛たん練れんに出で掛かけてしまいました。

　じきに戻もどられますよ。

　そうそう、殷雷さんが、和穂さんが水を持っているとか、おっしゃってましたが、よろしければ分けていただけませんでしょうか。

　朝御飯を作るのに使いたいのです」

「あ、私も手伝います」

　起き上がろうとする和穂を綾春が制した。

「いいんですよ。どうせ保存食のたいした物じゃないんですし。

　干したアワビを戻して、餅もちやワカメと一いつ緒しよに煮に込こむだけですから。和穂さんもよろしければ、御一緒に召めし上がってくださいな」

　恐きよう怖ふの余よ韻いんはまだ、少し残っていた。和穂は綾春の好意を受け入れた。

「へへ。それじゃちょっと甘あまえさせてもらいますね。

　はい、これが断だん縁えん獄ごくです。必要な量を念じたら、そのぶんだけ水が出ます」

　断縁獄を受け取り、綾春は料理を始めた。行こう李りの中には包丁や、まな板まで準備されていた。

　器用にアワビを刻みながら、綾春は和穂の悪夢に思いをはせた。ただの悪夢にしては、少し怯おびえすぎのような気がしたのだ。

「……和穂さん、何か心配事でもあるんじゃありませんか？」

　和穂は苦笑いした。

「そりゃ、心配だらけですよ。私がばらまいてしまった宝ぱお貝ぺいで、どんな騒そう動どうが起きるのか判わからないんですし」

「えぇ、それはそうでしょうけど、もっと具体的に今一番心配な事を教えて下さい」

　袖そでの中から赤い飾かざり布を取り出し、和穂は慣れた手つきで自分の髪かみを束ねた。

「だいぶ前に、梨り乱らんと芳ほう紅こうという私と同じ年の女の子と、知り合いになったんです。

　宝貝の使い手を倒たおす為ために、梨乱に天てん呼こ筆ひつという宝貝を貸しました」

「へえ」

「約束の日時と、場所を決めて天呼筆を返してもらうはずだったんですけど、梨乱は現れなくて」

「あら、どうしたのかしら？」

「約束の場所には、梨乱と芳紅が二人で向かっていたんですけど、現れたのは芳紅だけでした。

　芳紅の話だと、道中で天呼筆は奪うばわれちゃったらしいんです」

「それは大変！」

「奪ったのは、夜や主しゆさんという知りあいの盗とう賊ぞくさんで、それほど悪い人じゃないんだけども、この人も宝貝を集めているんです。

　梨乱は責任感が強いから、天呼筆を絶対取り戻もどすって、夜主さんを追い掛かける旅に出ちゃったそうです。

　今は、梨乱の事が一番心配です」

「ふうん」

「芳紅は、梨乱なら大だい丈じよう夫ぶだって言うんですが」

　うなずきながらも、綾春はこれが悪夢の原因ではないと考えた。もし、その梨乱とかいう娘むすめが事故に遭あう夢でも見たのなら、その夢の記き憶おくは残っているだろう。

　綾春は、程てい穫かくが夢に現れたのではないかと心配していた。だが、確証もないのに和穂にその話をして、不用意に怯えさせるのは可哀かわいそうだと考えた。

　もう一度、悪夢にうなされてからでも遅おそくはないだろう。

　煮に立たった鍋なべの中に、綾春は材料を放ほうり込んだ。

「和穂さん。私たちがどうして流りゆう核かく晶しようを欲ほしがっているか、知りたいですか？」

「え、でもそれはきかない約束ですから」

「本当をいうと、私も知らないんです」

「え？」

「ばくさんが、どうしても必要だと力説なされて。私にも必要な理由は教えてくれないんですよ」

　爆燎はどうして、そこまで隠かくし通そうとしているのだろうかと、和穂は考えた。

　色々と頭を巡めぐらすうちに、悪夢の恐きよう怖ふは消えていった。
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　遠くに見えた人ひと影かげが、徐じよ々じよに大きくなり、ついに爆燎と殷雷だと確かく認にん出来るまでになった。

「綾春様。只ただ今いま戻りました」

　鎧よろいをガチャガチャ鳴らしながら、爆燎は帰き還かんの報告をした。

　問題なのは、捕つかまえられた泥どろ棒ぼう猫ねこのように首ねっこをつかまれた殷雷だ。だらんと垂れた手と足が地面を擦こすっている。

　涼すずしい顔をしている爆燎に比べて、殷雷はズタボロの一言だった。

　袖そで付つきの黒い外がい套とうは、土つち埃ぼこりにまみれる程度で、破れたりはしていないが、手や顔には無数の擦すり傷が出来ている。

　慌あわてて和穂は殷雷に駆かけ寄った。

「ちょっと殷雷、大だい丈じよう夫ぶ？」

　今の殷雷には、意識があるのかどうかも定かではない。

　だが、和穂の言葉に反応し、僅わずかに首をもたげた。

「よ、よお和穂か。大丈夫だと？　大丈夫に決まっているだろうが。

　こんなジジィと軽い模も擬ぎ戦せんをやったぐらいで、俺おれがまいるか！

　でも、今は眠ねむらせてくれ……」

　爆燎は野太い声で笑い、殷雷の首から手を離はなした。

「はっはっは。それがいい。今日の道中は、刀に戻って、和穂殿どのに運んでもらうが良かろう。

　小こ僧ぞうよ、和穂殿に感謝するのを忘れるな」
















　苦痛に呻うめきながら、刀の宝貝は何とか立ち上がった。

「ほざけ！　まいっていないと言っただろ。

　こいつの手を借りずに、自分の足で歩いてくれる！」

　水で濡ぬらした手て拭ぬぐいを綾春は、殷雷に渡わたした。

「ばくさん！　弱いもの苛いじめなど、ばくさんらしくもない。殷雷さんが可哀かわいそうです」

　聞き捨てならぬと、殷雷の右手が綾春の胸むなぐらをつかんだ。

　締しめ上げるつもりだったが、握あく力りよくはほとんど残っていなかった。

「面おも白しろい事言ってくれるじゃねえか。

　誰だれが弱いだと？　腹ごなしの模擬戦で少しばかり、擦かすり傷がついただけだ！」

「小僧。綾春様から、その汚きたない手を離せ」

「け。判わかってるぜ。ほんのチョイと模擬戦でジジィに後おくれをとった腹いせに、八つ当たりしてるなんて思われると癪しやくだからな」

　殷雷は、手に持った手拭いで、顔をゴシゴシと拭ふいた。綾春は爆燎をなだめるように、柔やわらかな声で言った。

「さあ、朝御飯が出来てますから、召めし上がって下さいな。お口に合うとよろしいんですが」

　爆燎はうなずき、焚たき火の側そばの石に腰こしを降ろす。

　和穂は心配そうに殷雷を見た。本当に大だい丈じよう夫ぶなのだろうか、やせ我が慢まんでもしているのではないかと不安だった。

「殷雷、怒おこんないでよ。体は大丈夫なの？」

　手拭いの隙すき間まから、ジロリと和穂の目をにらむ殷雷。

　だが、心の底から心配している和穂に向かって、強がりは言いたくなかった。

　爆燎に聞こえないように、小声で答える。

「心配するなって。怪け我がは本当に擦り傷だけだ。あのジジィ、馬ば鹿かみたいに持久力がありやがるから、こっちの体力がついていけなかっただけだ。

　消しよう耗もうはしたが、怪我は問題じゃない。

　……明日こそは一いつ矢し報むくいてやる」

「！　明日って、懲こりてないの！」

「ふん。やられっぱなしで、すませる訳にはいかん。明日は棍こんを使わせてもらうぜ。

　さて、飯だ飯だ」

　フラフラとよろけながらも、朝食にありつこうとする殷雷の姿に、和穂は何な故ぜだか頼たのもしさを感じた。
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「アワビに海草と来れば、味み噌そは赤味噌に決まっておるだろうに」

　殷雷は不服を唱えた。

「困りましたねえ。お口に合いませんか」

　爆燎はうるさげに怒ど鳴なった。

「見苦しいぞ小こ僧ぞう！　男が細かい事をウダウダと。文句があるなら食わんでよし！」

「別に不ま味ずいと言ってるんではない。こういうものには定石があるだろう」

　焚たき火を中心として、長めの石に、綾春と和穂が並んで座すわっている。

　適当な石が無かったので、殷雷は爆燎の向かいの草の上に胡座あぐらをかいて座っていた。

　和穂はモグモグとアワビを嚙かみしめた。

「おいしいんだから、別にいいじゃない」

「そうであろう、和穂殿どの。

　この小僧はいつも、食事に難なん癖くせをつけておるのか？」

　言われてみれば、殷雷が料理に文句をつけるのは珍めずらしかった。

　困った顔で、首を右へ左へと傾かたむけながら綾春は言った。

「ばくさん、やっぱり赤味噌も買っておいた方が良かったんじゃ。私も海の物には、基本的に赤味噌が良いかと存じます」

「それは違ちがいますぞ、綾春殿。行こう李りには必要最低限の物を入れ、少しでも軽くする必要がござった。

　保存食の要かなめを、餅もちとした場合には、やはり味噌は白味噌であろう」

　殷雷は空になった木の器うつわを、綾春に差し出した。

「やっぱり、ジジィの趣しゆ味みか。歯が抜ぬけて、煮に込こんだ餅しか食えないのか？　だったらアワビを食うのは一苦労だろうな。

　綾春、おかわりだ」

「小僧！　綾春様に向かい、何だその態度は！　自分でよそって食え！」

「ほう。お前らの持っている食材で、綾春が作った料理だろ。俺は馳ち走そうになっているんだよな。

　馳走になってる者が、勝手によそうのは無礼だと思うが」

「おのれ、なまくら刀の癖に、減らず口だけは一人前に叩たたきおって！　馳走になってる料理に難癖つける方がよっぽど、無礼だ」

「まあまあ、ばくさん。そうめくじらを立てずに。おかわりですね、はいどうぞ。

　和穂さんも、おかわりいかがです？　残ってしまっても勿もつ体たいないだけですから」

　和穂も頭をかきながら、器を差し出す。本当に美う味まかったのだ。

　目の前では、爆燎と殷雷が、今度は箸はしの持ち方について言い争っていた。

　和穂は、おかわりを受け取りながら、綾春に話しかけた。

「最初、殷雷と爆燎さんが争っているのは、自分のやり遂とげたい目的が、ぶつかりあったからだと思っていました。

　ああ見えても殷雷は、戦うのが最上の手段以外の時には争いを好みません。……口は悪いですけど」

「ばくさんも、そうです。武器の宝貝だから余計に戦いには、慎しん重ちようになるとおっしゃってました」

　和穂は首を縦に振ふった。

「でも、今じゃ味み噌そがどうだ、箸がどうだなんて、どうでもいい事でも言い争って。

　二人はどうして、こんなに仲が悪いんだろう？」

　綾春はいつもの笑え顔がおで答えた。

「そうでしょうか？　私には、大きな虎とらが猫ねこみたいにジャレあっているように、見えますよ。

　案外、二人は気が合っているのかもしれませんよ」
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　朝日を浴びながら、殷いん雷らいと爆ばく燎りようは対たい峙じしていた。

　昨日と違ちがい、殷雷の手には銀色に光る棍こんが握にぎられている。

　殷雷の顔についた細かい傷も、ほとんどが夕べのうちに、かさぶたになり、はがれて落ちていた。

　爆燎は殷雷の棍に目をやった。

「棍か。宝ぱお貝ぺいの材料に使う、純度の高い真しん鋼こうと見たが」

「正解」

「そんな希け有うな物を何ど処こで手に入れた？」

「さすがにジジィの目は節穴じゃねえな。この棍の凄すごさが判わかるか？」

「……棍という武器を純じゆん粋すいに究きわめたなら、その形になるだろうな。いや、ほんの少し指先程ほど短いか？

　もっとも使い手がヘボだと意味がないだろうが。

　それよりも、質問に答えぬか。

　どこでその棍こんを手に入れた？」

　小こ僧ぞう、小僧と爆燎は殷雷を呼ぶが、その実彼は殷雷をけっして軽かろんじてはいなかった。

　武器としての本能が、何なん人ぴとであろうと、あなどり油断する危険を冒おかさせないでいた。

　だから、殷雷の持つ棍の輝かがやきに、いち早く気がついていた。小僧が持つような棍は、所しよ詮せんは安物、などとは考えなかった。

「護ご玄げんは知っているか？」

「ああ。龍りゆう華か仙せん人にんの御ご友ゆう人じんである仙人だったな」

「そうだ。あいつに、人間界に降りる和かず穂ほの護ご衛えいを頼たのまれてな。その報ほう酬しゆうだ」

「小僧のような、なまくら刀に払はらうにしては破格の報酬だな」

「ほざけ。それよりジジィ、お前も何か武器を使わなくていいのか？　武器を持って、素す手での相手に勝っても仕方ないだろ」

　コテンパンにしてやられ、なんとかやり返したいと考えているが、互ご角かくの勝負でなければ気がすまないのだ。

　殷雷なりの誇ほこりに、爆燎は満足した。誇りにこだわり、自じ滅めつするのは愚おろかだが、誇りを失っては武器としては失格だ。

「馬鹿を言え。こうみえても槍やりの宝貝なのだぞ。棒状兵器の戦い方は熟知しておる。

　言っておくが小僧よ。素手で来た方が、まだ勝算は高いぞ」

　クルクルと殷雷は棍をもてあそんだ。

「いい加減に、その小僧はやめてくれんか。これでも、愚ぐ断だん剣けんを倒たおしたんだから」

　殷雷の言葉を聞き、爆燎の顔に驚おどろきが浮うかぶ。

「なに、あの愚断を倒しただと！」

「なんだ、知らなかったのか？　夢を通じて全部見てたんじゃ」

「夢の送り手とて、和穂殿どのの行動を全すべて把は握あくしているのではないようだな。

　だが、小僧よ。愚断を打ち取ったぐらいでいい気になるようでは、それこそ未熟者の証明だ」

「自じ慢まんする気はないが、実績は認めてくれてもいいだろ」

「ふん。愚断など、所詮は血に飢うえた野や獣じゆう。相手を倒すしか能のない大馬鹿者じゃ」

　殷雷は今さらながら、爆燎に自分の意見を納なつ得とくさせる難しさを確かく認にんした。

「ジジィよ。お前は今までの俺おれの意見に対して『うむ、そのとおりだ』と、賛成した事が一度もないじゃないか？

　ならば、ジジィを倒して実績を認めてもらおうか」

「あぁ、それがいい。爆ばく燎りよう槍そうを倒したという自慢ならば、あまたの宝貝連中も腰こしを抜ぬかして驚くだろうな。

　いやまて、もしかしたら、誰だれも信じないかもな。

　ともかく、小僧に倒されるワシではない」

　自分の事は棚たなに上げ、澱よどみなく次から次へと繰くり出される爆燎の憎まれ口に、殷雷は少しばかり笑ってしまった。

「へっ。ジジィよ。勝負がついたのに、負けてないと言い張るのだけはやめてくれよ」
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　何をもって、模も擬ぎ戦せんとするか？

　例えば、殷雷自身は宝貝としての属性を持つ為ため、並みの炎ほのおで体が焼けたりはしない。

　が、殷雷刀を持った使用者は炎を浴びれば燃えてしまう。爆燎の場合は、自分自身が炎を操あやつるぐらいなので、使用者を通常の炎から完全に守る力があった。

　殷雷たちは、防ぼう御ぎよに関しては互たがいに使用者を想定して、戦っていた。

　つまり、殷雷は練れん炎えんを浴びた時点で負けなのだ。

　殷雷にとって不利な規則だが、この規則は彼が言い出した。

　爆燎のような、術を使える宝貝と戦うには和穂を背後にかばい戦うのは、不可能だったからだ。

　練炎に狙ねらい打ちにされれば、和穂のような生身の人間は、避さけきれない。

　規則は決めたが、規則にのっとっての判定負けは、一度もなかった。たいがいは、練炎の一いち撃げきを避けようと、体勢を崩くずした殷雷を爆燎が、蹴けり、殴なぐり、投げ飛ばした。

　棍こんを使っても結果はほとんど一いつ緒しよだった。

　逆に棍を持つだけ動きが鈍にぶくなり、昨日は避けられた重い攻こう撃げきすら、くらう結果となった。それでも殷雷は、何度も何度も挑いどみかかった。
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「思い知ったか小僧！　素す手ででも我わが身に触ふれられぬ癖くせに、棍に頼たよるとは本ほん末まつ転てん倒とうだ！

　判わかったら、拳こぶしで来い！　小僧も刀ならば少しは素す早ばやい拳けん撃げきが可能だろう。

　己おのれの間合いに、追い込んでみろ」

　こめかみを殴られた殷雷は、慎しん重ちように両足に力を入れた。なんとか転ばずにすんだ。

　だが、そろそろ体力の限界が来ている。

「やだね。ジジィをジジィが得意な間合いで倒たおしてやる」

　爆燎が拳で殷雷を殴る時、勿もち論ろん爆燎は刀の宝貝のもっとも得意とする間合いに、踏ふみ込んでいた。

　だが、その前に殷雷の全すべての動きは、殺されているのだ。殷雷が自由に動ける状態で、自分の間合いに爆燎を追い込んだ事は一度もなかった。

「ふん。減らず口というよりは、死ぬ間ま際ぎわの呻うめき声に聞こえるぞ。

　さて、そろそろ飯の時刻だな。綾りよう春しゆん様さまを待たせては悪いのでケリをつけるぞ！」

　ユラリと殷雷は駆かけ、棍こんを槍やりのように突ついた。

　素早い突きだったが爆燎とて槍の宝貝、突きという攻撃には目が慣れていた。

　突かれた棍を軽々と握にぎる。

「小こ僧ぞう、突きの速さは合格だが、ねじりながら突かねば、簡単に捕つかまえられるぞ！」

　殷雷は必死になって、棍を引き戻もどそうとした。

「放はなせジジィ！　放しやがれ」

　歯を食い縛しばり、ムキになって棍を引っ張る殷雷。

「少しは学べ。何のための模も擬ぎ戦せんと考えておるか！」

　無様に腰こしを入れて、棍を引っ張る殷雷を見て爆燎は腹がたった。

　爆燎が急に棍を放すと、思ったとおり殷雷は後ろに引っ繰くり返りそうになった。

　爆燎は、まさに槍の突きを思わせる速度で駆け、平へい衡こう感覚を失った殷雷に追いつき、地面に倒れる殷雷よりも素す早ばやい、拳けん撃げきを放つ。

「小僧！　昨日の方がまだ強かったぞ！」

　重力についていけないように、殷雷の髪かみが広がった。拳こぶしは髪など、ものともせずに殷雷の顔面を狙ねらう。

　が、突とつ如じよ殷雷の髪の毛は、まるで意思を持つ手のように、爆燎の拳に絡からみつく。

　絡めた拳を手て掛がかりに、殷雷は立ち直り、そのまま拳を爆燎の顎あごに向けて打ち上げた。

　爆燎の拳は、殷雷に当たらなかった。

　殷雷の拳は、寸前で爆燎にかわされた。

　髪は再び、ただの髪へとかわり、殷雷は地面に倒たおれた。

　両手と両足を無防備に広げ、大の字になっていた。

「くそう！　外したか」

　拳の衝しよう撃げきで、切れでもしてたら恰かつ好こうがつかないので、爆燎は真しん剣けんに顎の傷を確かく認にんした。

　大だい丈じよう夫ぶだった。

　擦かすり傷一つ、ついていない。

「なんだ、今のは」

「へっへっ。笑っちまうだろ。あれが俺の奥おくの手だ。瞬しゆん間かん的てきに髪の毛を硬こう化かさせて自在に操あやつれる。本当の瞬間だ、心臓が一つ鼓こ動どうするかしないかの時間だけだ。

　ジジィ、笑えよ。まがりなりにも仙せん術じゆつが使える宝貝から見れば、貧ひん相そうな特技だろ」

「うむ。確かに貧相な只ただの奇き手しゆだ。棍こんを使っていたのは、この一撃の為ためか？」

「それは教えてやらん。最初から練られた作戦か、土ど壇たん場ばでのヤケかせいぜい悩なやみな」

　爆燎は自分の口の前に手をやり、激しく咳せき込んだ。咳き込みながら膝ひざをつく。

「ば、馬鹿な。今の一撃か？」

　草原に寝ね転ころがる殷雷にも、意外だった。

「なに、俺の拳けん撃げきがどこかに当たっていたのか？」

　ガチャリと鎧よろいを鳴らしながら爆燎は立ち上がり、殷雷の足元に寄る。

「馬鹿め。只の冗じよう談だんだ。そうそう上う手まく問屋が卸おろすか。

　それよりも何だ？　『俺の拳撃がどこかに当たっていたのか？』だと。

　自分の攻こう撃げきが当たったかどうかも、判わからんのか！」

「ジジィ！　てめえは噓うそだけはつかんと思っていたのに！」

「だから、冗談だと言っておろう」

　昨日と同じように爆燎は、殷雷の首ねっこをつかみ、綾春たちのもとへと、歩いていった。

　髪の毛を瞬間的に操るなど、確かに奇手にしか過ぎない。

　だが、もし今のが実戦で、殷雷を破は壊かいする為ために、もっと体重をかけた拳こぶしを放っていたらどうだったかと、爆燎は考えた。

　殷雷の拳は避さけられただろうか。

「ちっ。こんな模も擬ぎ戦せんで奥おくの手まで見せちまったぜ」

「下らん奥の手だのう」

「黙だまれ！」

「だが、小こ僧ぞう。選せん択たく肢しは多い方がよい。己おのれの持つどんな機能でも、卑ひ下げするのは止やめておけ」
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　グツグツ煮にえる鉄てつ鍋なべを見ながら、和かず穂ほは判らない事だらけだと考えた。

　綾りよう春しゆんたちと旅を始めて、もう一週間近く経たっていた。既すでに九きゆう遥よう山さんは視界の中に入っている。

　さほど高い山ではないが、その頂きには常に霧きりがかかり、水すい墨ぼく画がのような幽ゆう玄げんさが漂ただよっていた。

　今日中には到とう着ちやくするだろう。

　綾春は、自分の素す性じようを隠かくしたがっていると思っていたが、そうではなかった。

　ペラペラと綾春自身の口から、世間話のついでに彼女の正体は語られたのだ。

　彼女は両親とは早くに死に別れた。綾春の一族は商人で、彼女は歳としの離はなれた祖母に育てられた。

　そして、その祖母も老ろう衰すいで死んだ。

　ここまでの話をきいた殷いん雷らいは、『その後、肉親同士の血で血を洗う、醜みにくい遺産争いが起きたのだな』と、一人で納なつ得とくし、思いっきり爆ばく燎りように殴なぐられた。

　遺産の分配は公平に行われ、綾春もそこそこの金を受け取った。

『その金を意地の悪い叔お父じか何かが狙ねらっているんだな』

　と、殷雷はわざわざ口に出して言った為ために爆燎に蹴けられた。

　爆燎は、綾春と同じように、彼女の一族にも敬意を表していたのだ。

　祖母には厳しく躾しつけられはしたが、やはり可愛かわいい孫まご娘むすめ、綾春は少しばかり箱入り娘として育てられた。

　綾春は、旅に出たいと考え、一族もそれもまた良かろうと同意する。

　商人としての知識は、祖母から教えこまれていたが、実際に世間を見ておいたほうがいい。

　問題は、旅の同行者だ。一人旅は危険だろうと、一族は旅の同行者を探したが、なかなかいい人物が見つからない。

　早く旅に出たくてウズウズしている綾春の前に現れたのが、爆燎だった。

　爆燎は宝ぱお貝ぺいである。

　考えようによっては、これほど怪あやしいものはないだろう。だが、一族は爆燎を宝貝としてよりも、一人の信しん頼らい出来る人格であると認めたのだ。

『いやはや、お目の高い方々でございますねぇ、こんちこれまた』

　厭いや味みが嫌きらいな爆燎は、殷雷を投げ飛ばした。




　幾いくら摩ま訶か不ふ思し議ぎな能力を持つとはいえ、宝貝とて所しよ詮せんは道具である。

　道具の業ごうを背負っている。

　道具の業、すなわち誰だれかに使って欲ほしいのだ。爆燎が綾春の前に現れたのも、とりたてて不思議はない。

　綾春は、腕うでの立つ護ご衛えいを欲ほつし、爆燎はその願いを叶かなえるだけの力量を持っていた。

　旅の同行者を得た綾春は、気ままに温泉巡めぐりなど楽しんだ。程てい穫かくから、和穂の情報を夢で得たのもこの頃ころだが、取り立てて気にはしなかった。

　さて、ここまでは不思議でもなんでもないと和穂は再さい確かく認にんした。いっちゃ悪いが、宝貝を手に入れた経けい緯いとしてはよくある話だ。

　旅を続けていた綾春たちは、とある山の中で山さん賊ぞくに襲おそわれた。

　爆燎の前に、山賊がどれだけ束になってもかなうはずがなく、返り討うちにあい役人の前に突つき出された。

　その事件の後、爆燎は急に流りゆう核かく晶しようを欲ほしがり、旅の目的地は急きゆう遽きよ、九きゆう遥よう山さんに変わったのである。

　吞のん気きに鼻はな唄うたを歌う綾春に、和穂はたずねた。

「綾春さん。山賊に襲われた時ってどうでした？」

「はいはい、怖こわかったですよ。ばくさんの腕うでを信用してはいましたが、十人近くの山賊さんで弓を撃うつ人までいたんです。

　ばくさんは、弓に撃たれては危ないので、自分を使って下さいと、おっしゃいました。

　爆ばく燎りよう槍そうって大きいでしょ？　私は自分に扱あつかえるかと不安でしたが、あら不思議。

　槍やりを握にぎると、途と端たんに身が軽くなって、まるで槍のお師し匠しようさんみたいに動けるじゃないですか。

　あっという間に、山賊さんをコテンパンです」

　和穂の考えはここで行き詰づまる。

　流核晶が綾春にとって、なぜ必要なのだろうか？

　人相を自在に変え、特定の人物に変身するどころか動物にまで変われる宝貝だ。

　程穫の夢を見た綾春の話では、体の大きさは変えられないらしい。もしも雀すずめに化けたのならば、人間大の雀になる。

　だから？

　和穂の思考はグルグルと回った。綾春の素す性じようが判わかる前には殷雷が、

『追手のかかっている犯罪者。

　そうでなけりゃ、どこかの世よ継つぎ争いにでも、巻き込まれてるんじゃないか？

　人相を変える必要がある事情なんて、そんなもんだろう？』

　と推測していた。

　綾春の話では、そうではないようだ。

　和穂は音を上げた。今の情報だけでは判らないと判断した。

「殷雷たちも、毎朝毎朝よく続きますね」

「ばくさんも、殷雷さんも戦うのがお仕事ですからねえ。鍛たん練れん出来る時には、鍛練したいんでしょう」

　鍛練という言葉が当てはまるのか、和穂には疑問だった。

「それはそうと、和穂さん。和穂さんは仙せん人にんでいらっしゃったそうですね」

「はは。でも、前にお話したように、術の記き憶おくとかは全部封ふうじられていて。

　龍りゆう華か師し匠しようとかの記憶はあるんですけど」

　綾春との旅も長い。和穂も自分の事を色々と話していた。仙界での話、師匠の話。

「では、仙人になる前、人間の世界におられた時には、何をなされていたんですか？

　仙人になる前でしたら、何百年も前のお話なんでしょ」

　仙界での話は、今までに沢たく山さんしていたが、和穂は綾春には自分の素性を話していないのを思い出した。爆燎が知っているので、綾春も知っていると判断していたのだ。

「いえ、私は見たまんまの年ねん齢れいですよ」

「あら、それじゃ二十一歳さいの私よりお若いのかしら？」

「えぇ。十五歳です」

「そんなにお若いのに、仙人になれたなんて才能がおありでしたのねえ」

「全然、そんな事はないですよ。私は赤あかん坊ぼうの頃、九きゆう遥よう山さんに捨てられていたんです。

　たまたま、九遥山が仙界と入り交じった時に、龍華師匠に拾われて育てていただいたんです」

「九遥山？　それじゃ、この辺りが和穂さんの故郷なんですね」

「だと思って、景色を見たんですが、判わからないんですよ。

　少しは懐なつかしいかと思うんですけど、実感がわかなくて」

「あら、十五年ぐらい昔の話なら、探せば和穂さんの御ご両りよう親しんも見つかるかも」

　言ってから、綾春は口をつぐんだ。

　自分を捨てた親との対面を和穂が望むだろうか。

「ごめんなさい、和穂さん。調子にのって失礼な事を言ってしまって」

　和穂は首を横に振ふり髪かみが揺ゆれる。

「いいんですよ、気にしないで。捨てられたのは気にしてないんですから。

　人より、ちょっとばかし親離ばなれが早かったようなもんですから」

　言いながらも、和穂は自分の胸が痛むのを感じ、不思議な気分になった。

　今までなら、肉親の事を考えて、胸が苦しくなる事など、なかったのだ。

　でも、今は肉親に思いを寄せると、どうしようもない不安感に包まれた。

　和穂の表情を見て、綾春は泣きそうになりながら詫わびる。

「本当にごめんなさい」

「はは、大だい丈じよう夫ぶですよ。本当に」

　重い空気を吹ふき飛ばしたのは、意外にも殷雷の笑い声だった。

　例によって、全身ズタボロだが、今朝は自分の足で歩いている。肩かたに担かついだ棍こんも心なしか、いつもより軽そうだ。

「よお、和穂に綾春、今帰ったぜ」

　ブツブツ文句を言いながら、爆燎が殷雷の後に続いた。

　爆燎の頰ほおには、軽い内出血を起こしているのか、小さな青い痣あざがあった。

「あ、殷雷！　もしかして爆燎さんに勝ったの？」

「和穂殿どの。言葉に気を遣つかわれなされ。この傷は不ふ慮りよの事故です」

「事故で怪け我がするとは、ジジィも未熟だな」

「小こ僧ぞう！　いい気になるなよ。

　今日の昼には、九きゆう遥よう山さんに到とう着ちやくするであろうから、小僧を痛めつけすぎるのもイカンと考えてたんだ！

　今朝の模も擬ぎ戦せんはこれまでにしようと、手を上げた時に攻こう撃げきしおって」

「避さけりゃいいじゃねえか。それより、一本とったんだから小僧はやめろよ」

「断じて、一本とられてなどおらん！　小僧を小僧と呼んで何が悪い！」

「ははは。殷雷に爆燎さんも、早く食事にしましょ」

　和穂の明るい仕し種ぐさを見て、綾春はホッとした。
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　爆燎槍は、人の姿ともう一つ、普ふ通つうの槍やりの姿をとる。

　本来の爆燎槍の形はかなり人目を引く為ための配慮であった。

　今の爆燎も、普通の槍に姿を変え、綾春の肩に担がれていた。

　綾春の行こう李りは、和穂の断だん縁えん獄ごくの中にしまいこまれている。

　槍を持った娘むすめに、棍こんを持つ青年。もう一人の娘は道服を着ている。

　和穂は言った。

「冷静に考えたら、この三人って凄すごい組合せよね」

「お前の服装が一番目立つと思うぞ」

「そうかなあ？」

「目立つけど、和穂さんには似合っていますよ」

「……道服が似合うってのも、どうかと思うけどな。

　これで、鎧よろいを着込んだジジィがいれば、間ま違ちがいなく人は寄ってこないな。

　ま、この三人なら腕うでの立つ用よう心じん棒ぼうを雇やとったインチキ道士でとおるだろ」

「インチキって何よ、インチキって」

「インチキ道士を捕つかまえた、密みつ偵てい二人でもかまわんが」

「だから、インチキってのは何よ」

　軽口を叩たたきながらも三人は、山道を登っていった。既すでに九きゆう遥よう山さんの中だ。

　和穂たちを、奇き妙みような三人だと指し摘てきするような、人ひと影かげには全く遭そう遇ぐうしなかった。

　日はまだ高かったが、うっそうとした林の中を抜ぬける山道は、ヒンヤリとしていた。

　だんだんと、道が険しくなるにつれ、和穂の足が遅おくれ出した。

　舌打ちをしながら、殷雷は棍を断縁獄の中にしまい、刀へと姿を変えた。

　腰こし帯おびに差す代わりに、左手に鞘さやを握にぎった途と端たん、和穂の体には力がみなぎった。

「綾春さん。宝貝王はどこにいるんですか」

「夢の感かん触しよくだと、山頂に近い場所に、屋や敷しきがあったんですが。

　一度、山頂まで登れば探しやすいと存じます」

　二人の娘むすめは、垂直にそそり立つ岩がん壁ぺきを、片手に武器を持ったまま器用に登っていった。

　和穂は、冷たい水で顔を洗ったように、自分の感覚が張り詰つめていくのを感じた。

　ほんの僅わずかな気配でも見落とさないように、殷雷が五感を研とぎ澄すまさせているのだろう。

　五感には、上空でヒュルヒュル鳴きながら飛ぶ、鷲わしの気配が禍まが々まがしく感じとれた。

　宝貝王は、流りゆう核かく晶しようを持っているのだ。あの鷲が宝貝王ではない保証がどこにあるのだろう。

　岩壁を越こえ、林の中を歩いていた和穂は、自分の意思に反して、足を止めた。

　心を通じて、殷雷に問う。

『どうしたの？』

『足元を見てみろ』

　和穂はしゃがみ、土の上に半ば埋うもれた一ひと振ふりの剣けんを見つけた。

　綾春も側そばに寄る。

　殷雷は和穂の声を借りた。

「ジジィ。封ふう火かだ」

　爆燎もまた、綾春の声を借りて口を開く。

「うむ。間ま違ちがいない。宝貝王の仕し業わざだな」

「封火があるなら、他の封五もあるんじゃないのか？」

「可能性は高いな」

　和穂は自分の声で問う。

「封火ってなんです？」

　綾春の柔やわらかい声が、爆燎の口調で喋しやべるのにはかなりの違い和わ感かんがあった。

「五行を封じる、封五剣の一つ、封火剣という宝貝です。

　例えば、封水剣なら水の進入を防ぎますし封土ならば、土ど砂しや崩くずれを止めるのも可能ですな。

　もっとも動きを封じている間は、己おのれも動けない欠けつ陥かんがあります」

　和穂の声を使い殷雷が説明を付け加えた。

「俺おれやジジィみたいに、意思を持つ宝貝ではないんだが。

　それでも鋼はがねの剣に比べりゃ、歯こぼれはしないし、切れ味は勝まさる。

　折ることはないだろう」

「まったくだ。封火ならば、ワシの術を封じるぐらいの力はあるのにな」

　静かな言葉だったが、己の同類を無意味に破は壊かいされた怒いかりが隠かくされていた。

「おやおや。遠い所から、わざわざ屑くず拾いにやって来たのかい」

　見知らぬ声に、和穂と綾春は背後に飛びすさった。

　綾春の手からは、渦うずを巻きながら青あお紫むらさきの炎ほのおが声がした場所へと飛ぶ。

　和穂も炎の到とう達たつ点てんへと向かい駆かける。

　今まで幾いく度どとなく、殷雷刀を使っている和穂だが、殷雷の動きが普ふ段だんより素す早ばやいと感じた。

「待て、小こ僧ぞう！　炎は外れた。そこには誰もおらぬ！」

　にわかには信じられなかったが、和穂の動きはピタリと止まり、耳をすました。

「おいおい。挨あい拶さつもすんでいないのにそれはないだろう。

　初対面でいきなり戦うとは、気が短い宝貝連中だな。

　刀は殷雷刀だな。槍やりはなんだ？」

　声の出所は、完全に把は握あく出来た。

　だが、和穂と綾春はピクリとも動けなかった。最初の声の時も、声の場所は判わかっていたのだ。同じように、今の出所を攻こう撃げきしても無む駄だに終わるだろう。

「炎を操あやつる槍とは、素す晴ばらしい。

　まあ、どっちにしても今日は戦いたくないんだ。攻撃は無意味だと理解してくれ。

　俺がやる気ならば、とっくに勝負はついてるんだぜ。

　お前らの首をはねとばすぐらい、わけがないんだからよ」

　爆燎は、負けじと怒ど鳴なった。

「ほざけ！　宝貝王よ！　流りゆう核かく晶しようを渡わたせば少しは加減してくれるぞ！」

「ほお、槍の望みは流核晶か」

「ジジィ焦あせるな！」

「判わかっておる！」

「さてさて、そろそろ姿を見せてやろうか。願わくば、馬ば鹿かな宝貝連中が攻撃の無意味さを理解していて欲ほしいもんだ」

　和穂と綾春は、真正面を見み据すえながら、静かに息を吐はいた。

　まるで己おのれの呼吸音すら、敵の気配を探さぐる邪じや魔まになると、考えているようだ。

　綾春は、手に持つ槍に心を通して、話しかけた。

『あの、ばくさん。おとりこみちゅう、お話してもよろしいでしょうか？』

『何です？』

『宝貝王さんは、強いんでしょうか？』

『はっはっは。心配めさるな。奴やつの居場所が全然把は握あく出来ないだけですよ』

『それは、もしかして、かなり、結構、大変な状じよう況きようなのでは？』

『奴は、自分の居場所を我われ等らが判断しかねておるのを楽しんでおるようです。

　ならば、読めますぞ』

『はあ？』

『奴は、我等を脅おどかすつもりで真後ろから来ます！』

　爆燎の言葉が終わるやいなや、綾春と和穂の背中が、ポンと叩たたかれる。

　綾春は振ふり向く途と中ちゆうに、同じく振り向いている最中の和穂の顔に、ニヤリとした笑え顔がおが浮うかんでいるのを見た。和穂の笑顔というより、敵が策にはまった時に殷雷が見せる笑顔だ。

　殷雷も同じ読みをしていたのだ。

　視覚が伝える情報を、頭が理解するかしないかの僅わずかな時間で殷雷刀は刃やいばを走らせた。

　宝貝王の顔を理解する前に、その顔が記き憶おくにあるかどうかだけを確かく認にんする。

　記憶にあるならば、罠わなの可能性がある。

　だが、記憶になければ斬きって構わない。




　宝貝王は見知らぬ顔をしていた。当然だった。




　殷雷の刃が首と肩かたの付け根を目指し、走った。爆燎はその鋭するどい刃を眉み間けんに目め掛がけて突ついた。

　殷雷も爆燎も宝貝王を殺すつもりまではなかった。だが、少しばかり痛い目に合わせようとは考えていた。

　至近距きよ離りで、二つの宝貝に狙ねらわれ、宝貝王の肩と眉間の骨は折られるはずだった。




　はずだった。




　刀と槍やりは空を切る。

　宝貝王の姿は忽こつ然ぜんと消えた。いや、正確には殷雷と爆燎の視界から外れたのだ。

　宝貝王の勝ち誇ほこった声が轟とどろく。

「ここまでやらなきゃ、納なつ得とくしないか。

　それぐらい骨のある方がいいけどよ。

　けどもういいだろ。お前らの攻こう撃げきは通用しないんだ。通用しない理由が判わかるまで、攻撃するのは得策ではあるまい。

　構えを解け。武器を捨てろとは言わんからさ」

　綾春は槍の構えを解いた。和穂は殷雷刀を鞘さやに戻もどす。
















　鞘を握にぎりしめながら、和穂たちは再び背後を向いた。

　そこには宝貝王が立っていた。

　涼すずしい顔をして立っていたなら、今までの宝貝王は全すべて幻まぼろしで、何らかの幻げん術じゆつに振ふり回されていたと、考えられた。

　だが、宝貝王の首からは、ほんの少し血が滲にじみ出ていた。

　殷雷が切りつけた場所だ。

　宝貝王、程穫はそれほど大きな男ではなかった。

　身長は和穂とさほどかわらない。年ねん齢れいも和穂ぐらいであろう。

　髪かみは長くはない。

　瘦やせた頰ほおに、薄うすい唇くちびる。顔面を覆おおう、無数の小さな古傷。

　顔の中で一番大きな古傷は、右の眉まゆ毛げから下した瞼まぶたまで続いてる。その傷が原因であろう、程穫には右目が無かった。

　柔やわらかいが少し太めの眉毛が、彼の顔の上にのっていた。

　傷だらけの顔の中で、大きく澄すんだ左の瞳ひとみが少し場ば違ちがいだった。

　夢と希望に満ちた目ではある、少なくとも気き迫はくのない死んだ目ではない。

　彼の夢と希望は、他人の悪夢と絶望の上に成り立っているという、死し臭しゆうを帯びた凄すご味みがあった。

　寒いのは少し苦手とばかりに、左手は袖そでの中に引っ込めている。

　外に出ている右手は、赤い飾かざり布をもてあそんでいた。

　爆燎と殷雷は、程穫の手を見て、かなり腕うでが立つと判断した。何かの武器に習熟している証しよう拠こに、小さいが不自然なタコが幾いくつかあった。

　綾春と和穂は、程穫のどんな些さ細さいな動きも見み逃のがさぬとばかり、見つめ続けた。

　飾り布を片手で結んだり、解いたりしながら程穫は口を開いた。

「よしよし。これでやっと話が出来るってもんだ。

　暴力はいかんよな。暴力は」

　綾春の声で叫さけんでも、爆燎には普ふ段だんの迫はく力りよくがあった。

「何を企たくらんでいる！　暴力はいかんだと！　今まで何人もの宝貝使いを傷つけてきた！」

「お嬢じようさん。いちいち怒ど鳴なるなよ。可愛かわいい声なのにもったいない。

　おっと、和穂よ。飾り布を返しておこう。結構、上物の布じゃないか。やっぱ女の子だよな」

　殷雷はぞくりと悪お寒かんを感じ、慌あわてて和穂の髪かみの毛を触さわった。

　いつも括くくっている髪は解けていた。程穫の手にあるのは、確かに和穂の飾り布だった。

　爆燎は痺しびれを切らし、再び構えを取った。防ぼう御ぎよの為ためか綾春の全身を炎ほのおが包む。

「本当にくどいな。平和的に話をしようとさっきから言ってるだろ。いい加減にしてくれよ」

　和穂は舌打ちし、綾春を諭さとす。

「ジジィ、らしくもねえ、焦あせるな！」

「黙だまれ！　宝貝王よ、平和的に話しあいだと！

　貴様が我われ等らを傷つけない保証がどこにあるというのだ！」

　和穂の髪に飾り布を括りつけようとする程穫を、あえて殷雷はそのままにした。斬きりつけても先刻の二の舞まいだろう。

「悪いな。飾り布の結び方なんて知らないんで形が変になっちまった。

　自分で直してくれ。

　そっちのお嬢さん。俺が和穂と、その同行者を傷つけない保証か？　今までの行動から信じてくれてもいいだろ。

　それでも足りないなら、俺が和穂と、和穂の知人を傷つけない理由を教えてやろう」

　ジャキリと殷雷は、柄つか頭がしらを程穫の顎あごに突つきつけた。

「和穂和穂と、なれなれしいぞ」

「妬やくのはお門かど違ちがいだぜ、殷雷刀よ」

　柄頭を押おさえ、程穫は和穂の空いている右手を握にぎった。和穂の目を覗のぞき込み、宝貝王は言った。

「和穂。俺はお前の兄だ。

　十五年前のあの日、九きゆう遥よう山さんに捨てられた双ふた子ごの兄妹なのだ」

　飛びすさりながら、殷雷は己おのれを抜ぬき放ち構えに入る。

「てめえ、宝貝王！

　下らん心理戦は止やめろ！　根も葉もない出任せをかましやがって！」

「俺と和穂は同じ空を見ていた。

　俺と和穂は同じ夢、同じ記き憶おくを持っていたのだ。

　赤子の頃の、宝貝劾がい想そう夢むを使って遡さかのぼれる一番古い記憶が全く一いつ緒しよだったのだ。

　赤い赤い、血よりも赤い夕焼けの空。全く同じ白い雲の形」

　殷雷刀の鞘さやを持つ、和穂の手がダランと垂れ下がった。

　殷雷は戦う時には、和穂の体を操あやつる。それも和穂が望んだ時だけだ。和穂の意思を無視して、殷雷は和穂を動かす事は出来ない。

　宝貝王の言葉に、和穂は衝しよう撃げきを受けた。封ふうじられていた悪夢が、今完全に思い出せたのだ。

　茫ぼう然ぜんとする和穂の心に殷雷は触ふれた。

『おい、和穂！　しっかりしろ。あんな奴やつの口車に乗るな！』

『……思い出した。思い出したのよ』

『しっかりしろ！』

『夢、夢を見たの』

『奴の言葉は噓うそだ！』

『噓じゃない。夕焼けの空を見たの』

『夕焼けがなんだ！　雲の形がなんだ！』

『父さんの顔も見た。程穫も同じ顔を見ていた』

　殷雷も言葉に詰つまる。

　虚うつろな声で和穂は言った。

『出てって……』

『和穂！』

『出てってよ！』




　和穂は放心状態になっている。爆燎は、次の一手を決め兼かねた。

　程穫は和穂が正気を取り戻もどすまでの間に、綾春に忠告を与あたえた。

「どうだい、お嬢じようさん。これで和穂と、その知人であるあんたたちに害を加えないと納なつ得とくしただろ。

　もっとも、あんたらの場合は、調子に乗って俺にまとわりついたら、他の連中と同じように始末させてもらうぜ。

　心配するな。普ふ通つうにしてれば、危害は加えない。可愛かわいい妹の知り合いを屠ほふるのは、気がひけるしな」

　和穂が立ち上がった。

「和穂よ。我わが只ただ一人の肉親よ。共に暮らそうではないか。

　無論、強制はしない。俺の提案をゆっくりと考えてくれ。

　宝貝回収にどれだけの意味があるかを考えてくれ。無む駄だに命を落とすぐらいなら、兄と共に暮らそうではないか。

　ゆっくりでいいから、考えてくれ。いい返事を待っているぞ」




　　　　六




　宿屋を経営する老ろう婆ばは、久し振ぶりの客に狂きよう喜きしていた。

「いやはや、お早いお着きでございます。

　最近はどうも、柄がらの悪そうなお客さんばっかしでね。また、そのお客さんが揃そろいも揃って、九きゆう遥よう山さんに登っていくんでございますよ。

　九遥山、そう、その山です。

　いやはや昔は神山だとかでお参りに行く人も多かったんですけど、御ご利り益やくの方がいまいちでして。

　今じゃ神様じゃなくて、鬼おにが住むって話ですよ。九遥山に登った人は、只じゃすまないような大おお怪け我がを負いますからね。

　さっきも言った、柄の悪いお客さんもそれは酷ひどい仕打ちにあったんでございますよ。

　どれぐらい酷いかと言うと、もう口に出すのも恐おそろしいぐらいで」

　そう言う老婆は、怪我の状態を説明したくてウズウズしているように見えた。

　殷いん雷らいは老婆を無視して用件を言う。

「部屋はあるか。出来れば二つ」

「へいへい、ありますよ。それで九遥山の話なんですけど、こないだ泊とまられた五人組のお客さんなんか」

　爆ばく燎りようは鎧よろいを消していた。ゴツゴツとした太い二の腕うでがあらわになっている。

「女将おかみ。その話はちょっと」

「そうですか？　ともかく九遥山には近寄られない事です。あの山には化け物が住んでいますからね」




　　　　＊




　四人は、部屋の中央で顔を突つき合わせていた。ただ、和かず穂ほだけは力なくうつむいていた。

　少しでも和穂の気持ちを落ち着かせようと綾りよう春しゆんは、和穂の手を握にぎっていた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、殷雷が吠ほえた。

「宝ぱお貝ぺい王おうだか、程てい穫かくだか知らないが、あんなのは噓うそっぱちだ。何かの策を仕し掛かけているに違ちがいない！　和穂を動どう揺ようさせるのが目的だ」

　武器の宝貝は、与あたえられた情報を冷静に分ぶん析せきする本能を持つ。今の殷雷には、その本能すら機能していなかった。和穂以上に彼も動揺していたのだ。

　爆燎は、静かに指し摘てきした。

　彼は彼の目的を遂すい行こうしなければならない。

「小こ僧ぞう。程穫が、和穂殿どのを動揺させてどうする？　先刻の戦い、下手をしたら我われ等らが皆みな殺ごろしになっていたかもしれん」

　飾かざり布をもてあそぶ、程穫の姿が殷雷の頭に蘇よみがえった。

「そ、それはだな」

「いいか、小僧。心理戦や策など、程穫は全く必要としていない。

　心理戦と言うのなら、その根こん拠きよを示せ」

「えぇと。肉親だと言い張るのだから、殺すわけにはいかない事情があって、和穂の協力が必要なわけだ。

　そうだ、和穂の知ってる何らかの情報を得たいんだ！」

「かもしれんな。だが、程穫の性格からするなら、役立たずの槍やりと刀の宝貝を破は壊かいして、綾春様を人質に取る。

　綾春様の命と引き換かえに、和穂殿に情報提供を持ち掛かけ、情報を得たら綾春様と和穂殿を殺す。

　こっちの方が、奴やつの流りゆう儀ぎに近いと思うが」

　殷雷は奥おく歯ばをかみしめた。ギリギリと鳴る歯が刀の宝貝の混乱を示していた。

「情報じゃねえのなら、和穂自身が何かの鍵かぎなんだ。和穂の信しん頼らいが必要な」

「失礼を承知で言わせてもらうなら、過去の実績はともあれ、今の和穂殿は術もまったく使えぬ普ふ通つうの娘むすめさんであろう。

　考えを変えるなら、もし和穂殿に何らかの力があったとしても、神しん農のう様が全すべて封ふうじ込めているのではないか？

　仙せん人にんの頂点に立つ、五仙の一人が封じ込めたものを、宝貝風ふ情ぜいがどうにか出来るか？」

　淡たん々たんと理り屈くつを詰つめていく爆燎を、殷雷はにらんだ。だが、爆燎は勿もち論ろん、臆おくさない。

「小僧が言った、和穂殿自身が何かの鍵であるというのは、事実であろう。

　それは、程穫にとって、個人的な鍵だ。

　例えば、生き別れの肉親とか。

　つまり、程穫の行動と発言には、信しん憑びよう性せいがある。違ちがうか小僧？」

　綾春の手を離はなし、和穂は立ち上がった。その顔にはいつもの笑え顔がおが戻もどっていた。

　だが、声が少しうわずっていた。うわずる声を戻そうと努力すればするほど、和穂の声は、か細く揺ゆれた。

「はは、ちょっとビックリしちゃったけど、大だい丈じよう夫ぶです。程穫は恐おそらく、本当に私の兄なんでしょう。

　双ふた子ごって言ってたけど、そんなに似てませんよね。

　えぇと。でも、兄だからといって、別にどうもしません。いつものように、宝貝を回収するだけの話です。

　程穫は手て強ごわそうだけど、綾春さんや爆燎さんが味方についてるから、安心です。それだけの事です」

　殷雷はイライラしながら発言した。

「ふん。何を偉えらそうに、当たり前の事を言ってやがる。

　間ま抜ぬけな元仙人の妹と、凶きよう悪あくそうな面つらした兄貴か。やれやれ、兄妹揃そろって、手間かけさせてくれるぜ」

　その時、コクリと綾春の体が揺れた。ふいの居い眠ねむりで体勢が崩くずれたようだ。

「あら、ごめんなさい」

　綾春を見る、殷雷の目が戦せん闘とう時じのように殺気立った。

　一言一言、振ふり絞しぼるような和穂の言葉を聞きながら、ウトウトした綾春が許せなかったのだ。

「綾春、ふざけるなよ！」

　爆燎は殷雷を制し、綾春に肩かたを貸した。

「綾春様。隣となりの部屋でお休み下さい」

　肩を貸しながら、爆燎の姿は弾はじけ、本来の槍やりの姿に変わった。爆ばく燎りよう槍そうを持った綾春はスタスタと部屋の扉とびらに向かい、出ていく。

　刀の宝貝は呆あきれた声をだす。

「吞のん気きにも程ほどがあるぞ。爆燎も爆燎だ。怒おこる時には、怒るのが綾春の為ためだろうに。

　それがどうだ、隣の部屋に行くのに、いちいち槍の姿に戻もどるなんて」

　爆燎と綾春の姿が消え、和穂はほんの少し心が緩ゆるんだ。

　涙なみだぐむ目で殷雷に問う。

「殷雷、私、間ま違ちがってないよね？　これでいいんだよね」

　程穫は強い。

　普ふ通つうに戦っても、生き残るのはどちらか片方だろう。和穂は、自分が兄を葬り去る決断を下した気分になっていた。

　和穂に迫せまられ、返答に困った殷雷は、ついいつもの調子で減らず口を叩たたいてしまった。

「へん。どうだかな。いつ敵に倒たおされるか判わからん宝貝回収なんかやってるより、兄貴と暮らした方が幸せかもしれんぞ。

　程穫に歯が立たなかった刀の宝貝を護衛にするより、あいつの方がお前をちゃんと守ってくれるかもな。

　あぁいう、ど腐くされ外げ道どうに限って、妹を猫ねこ可愛かわいがりしやがるんだぜ。やだやだ」

「……殷雷」

　お前は間違っていない。の、一言を和穂は望んでいた。殷雷に適当にあしらわれ、必死に堪こらえていた涙が堰せきを切って流れた。

「馬鹿め。泣いてどうなるというのだ。間違えてるか、間違えてないか、俺おれの知った事じゃねえ。

　……俺は、和穂が決めた事に手を貸すだけだ。判わかったか、このスットコドッコイ」

　和穂は涙をゴシゴシと掌てのひらで拭ふいた。

「ありがとう、殷雷！」

　ガラリと扉とびらを開け、爆燎が戻ってきた。

「よお、ジジィ。間ま抜ぬけなお嬢じよう様さまに子守歌でも歌ってやったか？」

　殷雷の軽口には乗らず、爆燎は低い声でつぶやいた。

「……時間がない。二、三日の内に流りゆう核かく晶しようを手にいれなければ、綾春様の命が危ない」




　　　　＊




「綾春様の内臓は、病やまいに冒おかされておる。特に血液の中から邪じや気きを取り除く機能が、致ち命めい的なまでに破は壊かいされておってな。

　他の臓物にしても、ゆっくりとだが、機能が弱まっておるのだ」

　いきなりの告白に、和穂は慌あわてた。

　あの元気な綾春が、病に冒されているとは信じられなかった。

「でも、綾春さんは、あんなに元気で」

「……殷雷刀を使う時、和穂殿どのの筋肉は殷雷刀の支配下にありますな。

　ならば、理解いただけると思うが、私が綾春様の弱まった内臓を支配し、力を貸しておるのです。

　血の中の邪気さえ取り除けば、綾春様は普ふ通つうに暮らせます。邪気が溜たまるたびに、私めが手を貸せばよいのですから。

　だが、病は徐じよ々じよに酷ひどくなっております。

　武器の宝貝に出来る事には、おのずと限界が」

　思い当たる節が、和穂にはあった。

　旅の最中の爆燎は、常に槍やりの形を取り綾春の手の中にあった。

　綾春と初めて出会った時も、槍を持った綾春が行こう李りを背負っていたのだ。

　人の姿をした爆燎が、行李を背負った方が綾春には負ふ担たんが掛かからないはずだ。

「流りゆう核かく晶しようがあれば、綾春さんの病気は治るんですか？」

「左様。綾春様の内臓を、正常な物へと変化させれば、健康なお体へと」

　殷雷が腹立たしく言った。

「だったら、最初っからそう言え！　変に勘かん繰ぐっちまっただろうが」

「怒おこるな小こ僧ぞう。すまぬとは思っておる。

　綾春様は、自分の命の為ために他人に危険が及およぶのをよしとはすまい。だから、私のワガママという形にしたのだ」

「でもよ、ジジィ。お前が、自分のワガママとして流核晶を手に入れると決めて、俺らにも黙だまっておくと決めたのに、自分から口を割るなんて、頑がん固こなジジィらしくもない」

「……程穫は強い。私に万が一の時があれば小僧よ、お前が綾春様の体を診みて、内臓の変化を調節してくれ。

　流核晶は絶対に手に入れなければならぬ。少しでも確実さを増すために、和穂殿どのと手を組んだのだ」

　程穫との戦いに、死を覚かく悟ごしている爆燎の態度に、殷雷も少しばかり敬意を持った。

「ふん。万が一とは、えらく弱気だな。

　程穫を恐おそれるとは、ジジィらしくもないじゃねえか」

　槍やりの宝貝は、状じよう況きようを冷静に判断していた。己おのれの不安の原因を単刀直入に言う。

「程穫が怖こわいんではない。味方が恐おそろしいんだ」

「どういう意味だジジィ？」

「なまくらの小僧よ。

　ぬしに和穂殿の血族が斬きれるのか？　情に脆もろい欠けつ陥かんを持つ刀に、斬れるか？」

「なんだと、ジジィ！　どういう意味だ！」

「今日、一度戦ってみて感じた。程穫は危険だ。己の命が燃え尽つきる瞬しゆん間かんまで、我われ等らの喉のど笛ぶえを狙ねらう目だ。

　加減の出来る相手ではない。

　俺は奴やつを殺して、流核晶を手に入れるつもりだ。奴を殺せる隙すきがあれば躊ちゆう躇ちよなく殺やる。

　小僧。お前はどうだ？　どうせ、倒たおして手に入れる、ぐらいにしか考えてないのではないか？」

　和穂の視線を痛いぐらいに、背中に感じつつ殷雷は答えた。

「……ジジィの邪じや魔まにはならん」

　爆燎は舌打ちをしながら、床ゆかに座すわった。

「まあよい。それよりも、今日の戦いで奴の手の内が判わかっただろ。

　作戦を練るぞ」

「ちょい待て奴の何が判ったというんだ？」

「……気がついてなかったのか？　それでよく、綾春様を吞のん気き者もの扱あつかいできたものだ」

「本当に、奴の手の内が判ったのか？」

　大おお袈げ裟さに溜ため息をつき、槍は言った。

「奴の、あの動きから導かれる答えは一つだけだろうが。

　程穫は、時間を止める宝貝を持っている。

　それ以外には考えられぬ」

「ま、待ってくれ！　それは本当か！」

「どうしようもない、なまくらだな。我等が攻こう撃げきを仕し掛かけた時、奴はどんな恰かつ好こうをしていたか思い出せ」

「辛しん気き臭くさい年寄りみたいに、袖そでの中に手を入れていたが……」

「そう。我等の攻撃が当たる寸前、袖の中で程穫の腕うでが動いた。何らかの宝貝、つまり時間を止める宝貝を使ったのだ」

「待て待て待て待て。もしも、時間を止める宝貝を使ったとして、それならば作戦の立てようがないだろ！」

「時間を止めるぐらいでガタガタ騒さわぐな。よくある話ではないか」

「あってたまるか！　待てよ、ジジィ。もしかしてお前も時間を止められるのか？」

「馬鹿を言え。余芸として、炎ほのおは操あやつれるが、時間を止めるなど、余芸の範はん囲いを越こえておる」

「爆燎さん、時間を止める程穫に勝ち目があるんですか？」

「まず、和穂殿どの。あなたは程穫に傷つけられる恐おそれはありません。

　綾春様は、防御の為ための炎の中に包み込みますから、これまた安全。

　後は、小僧が棍こんを握にぎって、程穫と戦ってもらいましょう」

「俺一人で戦うのか？」

「心配するな。時間を止める宝貝を破は壊かいしてくれれば、すぐにワシも戦うから」

「無茶だ！」

「いつもの減らず口はどうした？」

「ん？　作戦を練ろうと、ジジィは言ってたな。もしかしてあてはあるのか？」

「うむ。それを小僧に伝授してやろうと思ったのだがな」

　爆燎はそろりと窓まど際ぎわにより、木き枠わくにはめられた小さな障子を開けた。

　窓の外、庭先には一羽の烏からすがいた。

　大きな大きな、身みの丈たけ程ほどの烏だ。真っ赤な目をしているが、片目しかない。

　爆燎は大声で宣言した。

「烏に化けたか程穫。うっかり気配を見落としてしまったわい。

　そんな経けい緯いで、明日が貴様の命日だ。

　ここの小僧が、貴様の時間を止める宝貝を破壊してくれるそうだ」

　九官鳥や、オウムのように、烏の発声器官もまた、人の声を真ま似ねできる構造になっていた。

　烏は言った。

「娘の病気を治す為に流核晶が必要らしいな。結構切せつ羽ぱ詰まっているようじゃないか。

　さっきの槍やりはお前か？　名前は爆燎、爆燎槍ってわけだ。

　爆燎。見事な推察だな。確かに、俺は時間を止める宝貝、泥でい刻こく砂さを持っている。

　だが、それを予想して何とする？　止まった時間の中で抵てい抗こうなど不可能だろうが！」

「今晩中考えて、この小僧が対抗策を練るだろうよ。

　明日を楽しみにするがよい。

　小僧の対抗策が怖こわいなら、今夜の内に夜や襲しゆうをかけるのも良かろうが」
















「それには及ぶまいよ。泥刻砂に弱点などない。

　受けて立ってやろうではないか。和穂よ、お前の知人を傷つけるのは心苦しいが、歯向かう奴やつを放ほうってはおけんのでな。

　明日が誰だれの命日になるか、楽しみだな！」

　烏はバサバサと砂すな煙けむりを上げて、薄うす暗くら闇やみの空へと舞まった。

　爆燎は、安あん堵どの息をついた。

「見たか、小僧。心理戦とはこうやるのだ。これで、程穫は明日になるまで、我われ等らを襲おそうまい」

「威い張ばるほどの策かよ。で、時間を止める相手と戦う方法は？」

「……教えてやりたいのは、やまやまだが、程穫の耳がどこに潜ひそんでいるか判わからない。

　あやつはなかなかの腕うでを持っておる。気配を消すのも上う手まいものだ。

　飛んでいったように見せ掛かけ、床ゆかの下で大だい蛇じやに化けておるやもしれん。時を止められるのなら、その可能性もある。

　悪いが、自分の知ち恵えで思いついてくれ。

　簡単な方法だ。よもや判らないはずはなかろうな」

　殷雷は小刻みに、自分の頭をかいた。

「和穂、お前には判るか？」

「これ、自分で考えろ。程穫にバレたら勝てるものも勝てなくなる。

　自分で考え、自分の中にしまっておくのだぞ」

「あ、判ったぞ。

　今日も、奴が懐ふところで何かをやっていたのまでは見えていた。

　つまり、時間を止める仕し種ぐさは見きれていたんだ。

　ならば、和穂を人質にすればいいんだ。

　時間を止めたら、和穂の命はないぞって。可愛かわいい妹の為ためなら、泥でい刻こく砂さとやらを渡わたすかもしれんぞ」

　槍やりの宝貝は、顎あご鬚ひげを撫なでた。

「ふん。下らん冗じよう談だんを飛ばして、余よ裕ゆうがある振ふりなどしおって。

　真ま面じ目めに今夜中に、対たい抗こう策さくを思いつくのだぞ」

　和穂は少し、心配だった。殷雷の眉み間けんに皺しわがよっている。刀の宝貝は、必死に答えを探さぐっているのだ。

「殷雷、大だい丈じよう夫ぶ？」

「正直言って、全然判らん」

「小こ僧ぞう！　しっかりしろ。小僧なんぞに、綾春様の命を賭かけさせる、わしの身にもなれ」

「追い詰つめるな！　判るものも判らなくなっちまうだろうが」

　殷雷は椅い子すに深く座すわり直し、額に掌てのひらをあてた。

「うむ、和穂殿どの。少々早いが、食堂にいって飯でも食ってまいろうか？」

「はい」

　座ったばかりの殷雷が立ち上がった。

「俺も食いにいく」

「……今の冗談は少し面おも白しろかったぞ。飯を食ってる暇ひまがあるなら、とっとと考えろ！」

　和穂の背中を押おして、爆燎は部屋の中から出ていった。
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　薄うす暗ぐらい、キリキリと軋きしむ廊ろう下かを爆燎にいざなわれ、和穂は歩いた。

「殷雷も御飯を食べなきゃ、可哀かわいそうです」

「心配めさるな。食事は、この爆燎がお相手しますぞ。

　さて、綾春様は食事をどうなされるかな？

　まあよい、夜中にお目覚めになられたら、夜食替がわりに女将おかみに粥かゆでも作っていただきましょう」

「御飯抜ぬきじゃ殷雷が」

　爆燎は、ふと歩みを止めた。

「和穂殿は、何か勘かん違ちがいしておられませぬか？　もともと宝貝たる我われ等らに、食事など必要ありません」

「でも、爆燎さんは旅の途と中ちゆうにちゃんと食事をなさってたんじゃ」

「ああ、あれは一人の食事は味気無いと思いまして、綾春様に付き合っていたのです。

　それに自分だけが食事をして、人ではなくとも人の形をしたものが、何も食わなければ心理的に落ち着きますまい。

　小こ僧ぞうも、どうやら和穂殿どのの食事には、まめに付き合っている様子ですな。

　この心こころ遣づかいに関しては、奴やつを褒ほめてやってもよいと存じますぞ」

　そうだったのかと、和穂は殷雷の表面に出さない優やさしさに気がついた。

　少しばかり嬉うれしい気分になり、和穂は廊下を進んだ。

「でも、勿もち論ろん味は判わかるんですよね」

「左様。もっとも、味にこだわるような道楽な武器など、見たことないですが」

　蘇よみがえる、粗あら炊だきに食らいつく殷雷の記き憶おく。

　あれはどうみても、私の食事に付き合ってるって態度じゃなかったわ。と、和穂は思い直した。

「……殷雷って結構道楽な武器なのかも」

「……まさか、小僧はわしに喧けん嘩かを売る為ために味み噌その色にこだわったんじゃなく、本気で味にこだわっていたのですか？

　食事がすんだら、少し説教をしてやらねばならんな」

　力なく和穂は笑った。

「いいんですよ、それぐらい」

　和穂の笑え顔がおから、爆燎は兄と戦うという精神的な圧力に、和穂は耐たえうるかもしれないと判断した。

　それで充じゆう分ぶんだと槍やりの宝貝は納なつ得とくした。

　戦う覚かく悟ごさえあればいい。

　この柔やわらかな笑顔を持つ娘むすめは、実際に兄の死を目前にしたら悲しみの淵ふちに落ち込み、戻もどって来られなくなるかもしれない。

　兄の死を回かい避ひして、問題が全すべて解決する可能性に賭かけて、戦うのでも構わない。

　戦ってくれ。

　爆燎は己おのれの中にある、武器としての非情さに身み震ぶるいした。

　己の刃やいばが程穫を切り裂さき、和穂がどうなろうとも、綾春の命だけは助けなければならない。

　情に脆もろく、非情に徹てつしきれない欠けつ陥かんを持つ宝貝、殷雷刀。自分にもその欠陥があれば、他の策に思い到いたる事が出来たのかもしれないのにと、爆燎は悔くやむ。

　殷雷と程穫を戦わせるのだ。

　そうすれば、自分が程穫に勝つ可能性が、それだけ上がる。

　和穂たちは、捨すて駒ごまだ。

　和穂が戦うと決めたなら、殷雷もそれに従う。殷雷との戦いで、程穫には全ての切り札を吐はき出してもらわねばならない。

　非情に徹しきれる、槍の宝貝が導き出した最上の策だ。

　最上の策がある以上、それに従わねばならない。

　なぜか、疲ひ労ろうでグタグタになりながら減らず口を叩たたく、殷雷の顔が爆燎の脳のう裏りをよぎった。

「……どうしたんですか？　爆燎さん」

「おっと、いえいえ何でもありません」
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　晩飯を食いそびれ、殷雷は悔くやしそうに舌打ちをした。

　だが、いつまでも飯に思いをはせているわけにはいかない。

　泥でい刻こく砂さという、時間を止める宝貝に対たい抗こうする方法を考えねばならない。

　大体、時間を止めるってのは何なんだ？

　刀の宝貝は、一番重要な部分が謎なぞであると考えた。

　全すべてが止まった空間の中、泥刻砂の使用者だけが動けるのだろう。

　素す早ばやく動くのか？　とてつもなく素早く動くのか？　他の者が止まって見えるぐらいに素早く動くのか？

　殷雷は首を横に振ふった。

　もし、そうならば、とてつもない衝しよう撃げきが生まれるはずだ。

　程穫の動きは静かなものだった。

　瞬間と瞬間の間を、動くのか。

　時間の止まった空間を殷雷は想像してみようとした。

　だが、よく判わからない。

　止まった世界で、息が出来るのか？　空気も止まっているのではないか？

　殷雷は大きな池を想像した。

　もし、この池を瞬時に凍こおらせたとする。魚も一いつ緒しよに凍り、ピクリとも動かない。これが止まった時間なのか？　ならば、凍った池の中で動ける者などいないではないか。

　凍った池とはわけが違ちがうのだ。

　少しやけになり、殷雷は考えた。

　程穫はあれだけ自信を持っているのだ。とてつもない優すぐれ物の宝貝なんだろう。

　止まった空間の中で、程穫は自由自在に動ける。落下中の岩が宙に止まった空間の中を動き回り、息を吸い、飯を食い、相手を殺すのも可能。

　相手の持つ武器を奪うばい、相手の心臓を貫つらぬけるのだ。

　自分の想像に、殷雷はゲンナリした。無敵とはこういう事を言うんじゃないのか？

　自分の棍こんを奪われる妄もう想そうが浮うかんだ。

　身動きならぬ殷雷に程穫が近寄り、その手から棍を取り……棍を取る？

　止まった空間の中で、呼吸が出来るのならば、棍を奪う為ためには、殷雷の握あく力りよくよりも強い力で手を広げさせる必要があるだろう。

　止まった空間は、固まった空間ではないのだ、止まった空間の中でも、物の固さは変わらない、だから呼吸も可能で、和穂の飾かざり布を解けたのだ。

　止まった空間はどうにか理解した。

　だからどうだ？　しっかり棍を握にぎる以外に何が出来る？

　勝つ方法なんか、あるのか？
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　日は昇のぼっていた。

　程てい穫かくは、柿かきの木の枝に座すわっていた。鍛きたえられた足がブラブラと揺ゆれている。

「人は、自分の意思で決めたと思っていても本当はそうじゃない時もあるんだ。

　周りに影えい響きようされるんだよ。

　判わかるな、和かず穂ほ。

　兄と暮らせないという、お前の結論はまだ本当の結論とは言えない。

　本当にお前の意思とは限らないじゃないかよ」

　柿の木を見上げ、和穂は言い返した。

「私の意思よ程穫！　お願い、おとなしく宝ぱお貝ぺいを返して」

「『お兄さんを傷つけたくないのよ！』

　とでも言ってくれれば、少しは感動したかもな。

　いいぜ、程穫と呼び捨てにしても。今のお前に、俺おれは只ただの敵にしか見えてない。

『おとなしく宝貝を返してください』

　って敬語じゃない所に、肉親ゆえの親しさを感じるな」

　和穂の横には、棍こんを構えた殷いん雷らいが立っていた。少し離はなれた場所に、全身に紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまとった綾りよう春しゆんが控ひかえていた。勿もち論ろん、手には爆ばく燎りよう槍そうが握にぎられている。

　爆燎の話をきいたせいか、和穂は綾春の顔が、今日は少しばかり青白い気がした。

　炎の中の綾春は言った。

「うだうだ、喋しやべりの長い奴やつめ。そこの小こ僧ぞうが即そつ刻こく退治してくれるぞ」

　殷雷は大おお慌あわてで首を横に振ふる。

「ま、待ってくれ！　時間を止める相手に勝つ方法なんて、判わからなかったんだよ！」

　意気地なしにかける言葉はない、とでも言いたげに程穫は綾春に声をかけた。

「炎の守りか。ま、悪くないな。だが、それでは俺に勝てないぜ。

　和穂よ。宝貝の回収などして何とする？

　全すべては徒労に終わるだけだ。いつか誰だれかにお前は倒たおされる。そうすれば、全ては無に帰すのだぞ」

「そんな事はない！　私は宝貝回収をやり遂とげる！」

「ならば、考え方をかえろ。和穂が思っている程ほど、深刻な状じよう況きようではないんだよ。

　七百以上という数が逆に幸いしたな。宝貝同士で、力の均きん衡こうが生まれるとは思わぬか？

　均衡が崩くずれたとしても、誰かが宝貝の使い手の頂点に立つとは考えられぬか。

　圧あつ倒とう的な支配者が生まれれば、少なくとも平和によく似た状況になる」

　和穂は必死に声を上げる。他人を憎にくんで力を得る術を知らぬ和穂にとって、程穫と言い争うのは魂たましいをこそぎ落とされる気分だった。

「使い手の頂点が、あなただと言うの？」

「いい線まではいくと思うが、そこまで、思い上がってはおらん。

　この宝貝王、程穫を軽くあしらえる存在ならば、かなり有力だろうが」

「……それまでに、どれだけの血が流れ、どれだけの人が傷つくのか。私のばらまいた宝貝のせいで」

「おやおや、我わが妹君は本当に責任感の強い娘むすめだな。

　だが、兄は優やさしく、只ただ一言だけお前の迷いに答えを出してやろう。




　下らん。




　宝貝があろうとなかろうと、血は幾いくらでも流れるぞ。俺が宝貝を手に入れる前と、手に入れた後で浴びた血の量が、どれだけ違ちがうと思う。ほとんど変わりはしない。

　宝貝だけが、この地上の災さい厄やくだとでも思っているのか？」

「でも、でも、それでも私は」

「もういい、和穂。綺き麗れい事ごとなど聞きたくないし、己おのれの正当性を主張する、悪の真ま似ねにもチト飽あきてきた。

　正義の影かげとしてしか存在出来ぬ、醜しゆう悪あくな悪など余計に反へ吐どが出る。

　俺は俺の好きなようにやるだけだ。歯向かう者は倒たおす、それだけの理り屈くつだ」

　和穂には兄の考えが理解出来なかった。

　なぜ、同じ血を分けた人間なのに、その気持ちが判わからないのだろう。

　和穂は程穫の気持ちを理解したかった。

「どうして、わざわざ人を傷つけようとするの？　そんなに宝貝が欲しいの？」

　柿の木の上から、兄は妹を見下ろした。

　一いつ所しよ懸けん命めいに考えている和穂の表情を、程穫は、いとおしく思った。

　今の和穂に、兄に対する肉親の情はないだろう。だが、この娘は肉親の情を持てるはずだと信じているのだ。

　情をもって接すれば、俺おれを説得できると考えているのだ。

「……和穂。俺もお前も、必要とされなかった人間だ。これは納なつ得とくしてくれるな」

「……くやしいけど、納得してあげる。

　でもそれが何なの？　捨すてられた事にいつまでこだわっているのよ」

　どう説明したものかと、程穫は考えた。自分の考えを述べても、和穂が理解してくれるとは思えない。

　程穫という人間が、完成してしまった現実を説明してやろうか。

「捨てられた赤ん坊が、自力で生き延のびるなんて奇き跡せきだな。

　正しよう直じきな話、俺も拾ひろわれて育てられたんだ」

　兄と自分にわずかな共通点を見つけ、和穂は安心した。

「育ててくれた人がいたのね」

「飼かわれたと言ったほうが正確だろうがな。

　劾がい想そう夢むは、本人が忘れた記き憶おくも呼び戻してくれるが、本人が見ていないものは、もちろん思い出しようがない。さすがに、寝てばかりいる赤ん坊の頃の記憶は、途と切ぎれ途切れになっちまう。

　暗く、湿しめり、強きよう烈れつな臭においの記憶が俺にはある。薄い闇の中で、俺と同じような赤ん坊の目が無数に光っていた。泣きわめく声は不ふ思し議ぎと気にはならなかったがな。

　和穂よ、赤ん坊の商品価値はいくらぐらいだと思う？」

　和穂の顔が青ざめた。赤ん坊を商品として成立している商売が、とてつもなく恐おそろしく醜みにくく感じられた。

　程穫は続ける。

「要するに奴隷にするんだよ。ある程度育てたら、大きな農地を持つ豪農に売りつける。

　意外と高いが、小作人を雇やとうよりは長い目で見れば、遥はるかに安い。個人経営の鉱こう山ざんに売られる場合もあるがな」

　綾春は首を横に振る。

「そんな、馬鹿な。奴隷なんて今から何十年も前の話でしょ？」

「お嬢さん。全てには裏と表がある。禁止してなくなるぐらいなら、この世に犯罪など存在しまいよ。

　九きゆう遥よう山さんで誰だれかに拾われ……たんだろうな、寝ていたから判らん。奴隷商人に売り飛ばされた。

　さて、この程穫、今じゃ宝貝王と名乗っているが、家か畜ちくより酷ひどい扱あつかいで飼われたのだ。

　何せ、飛びきり違法な家畜だからな。

　もっとも、俺は運良く奴隷として売られはしなかった。一人の医者の家に貰もらわれて行ったのだ」

　和穂には、程穫の身の上を聞き続けるしかなかった。

「貰われたのは赤ん坊の頃の話だ。

　その医者には子供が一人居たが、生まれてすぐに死んでしまった。

　医者の妻は子供の死から立ち直れずに、錯乱し続けた。小さな人形を、わが子と思い可愛かわいがってたんだ。

　人形代わりにあてがわれたのが、俺だったのだよ。

　誤解される前に言っとくか。

　医者は不ふ憫びんな妻の為に、子供を貰って来た。なんて甘い話じゃないぞ。

　世せ間けん体ていの事しか考えてなかったんだ。自分の妻が人形を可愛がる姿が世間に広まるのを恐れたのさ。ただ、それだけの話だからな。

　三、四年育てられたが、妻の様子は大たいしてよくならなかった。

　世間からは幸せな家族に見えたろうよ。

　でも実際は、言葉を喋しやべれるまでに成長した俺をいつまでも赤ん坊扱いする母親と、妻を省かえりみない父親。

　虚きよ飾しよくもいいとこだ。

　大だい体たい、奴隷商人と面めん識しきがあるような医者だから、ろくな奴じゃない。

　名門の医者の娘と深い仲になったあいつは、最初で最後の家族旅行の最中に、妻を自殺に見せ掛けて殺しやがった。

　池に突き落としやがったんだ。

　俺も溺おぼれかけたが、何とか生き延びた。

　見も知らぬ土地で、俺は泥どろをすすりながら己おのれの力で生きていったのさ、力だけが正義で強ごう奪だつしなければ、飯めしも食えない楽しい世界でだ。メデタシメデタシだ」

　和穂の目に涙が浮かんでいた。

「でも、でも、世間を恨うらんでどうなるの……辛かったかもしれないけど」

　程穫は和穂の言葉を遮った。

「勘かん違ちがいするな。俺は誰かに怒りをぶつけるつもりはない。

　今までの人生で学んだのは、生きていくのに心は必要がないって事だ。

　己の信条は必要さ。だがな、他人の為に頭を使うような事は全すべて無意味だ。

　己の思うままに、人は生きればいいんだ」

「でも」

「今までに、俺の人生に係かかわった奴は俺の事など少しも考えてはいなかったぞ。

　商品として俺を見ていた奴隷商人。

　人形代わりにしか考えてなかった医者。

　死んでしまった自分の子供としか理解出来なかった、医者の妻。

　それを恨みはするまい。どいつも俺より力があった。

　力があるなら、己の好きにすればいいんだよ。

　和穂よ。お前は兄とは暮くらせぬと言った。

　もしもお前に価値を見いだすのが、この世に俺一人ならば、俺の言葉も少しは理解出来るかもな。

　お前をお前として見てくれる、唯一の人間が俺一人ならば！」

「やめて！」

　和穂はどうしようもない寒さむ気けに襲われた。程穫を動かす力は、熱い怒りではなかったのだ。

「忠告は既すでにしてある。死にたくなければ昨日のうちに逃にげ出せば良かったのだ。

　だが、そいつらはやって来た。覚かく悟ごは出来ているのだろうな。

　どいつから血祭りだ！」

　綾春は、槍やりの穂ほ先さきを離はなれた殷雷に向ける。

「昨日から何度も言っておるだろ。その小こ僧ぞうが相手だ」

　殷雷はあとずさる。

「本当に本気なのか！　少しは手を貸してくれよ！　俺一人じゃ無理だ！　どうやって戦えばいいんだ」

　程穫は懐ふところから小さな砂時計を出した。砂金に似た色を持つ砂が、全すべて落ちきっている。

「これが泥でい刻こく砂さだ。武器の宝貝の前で、こっそり使うのも無理だろうから、目の前で使ってやるぜ。

　欠けつ陥かんは、どうやら小さな穴が開いているらしくて、砂が外に漏もれるんだ。

　俺が手に入れてからも大分砂が減った。せいぜい、残り五、六百回しか使えんだろうがな。

　殷雷よ。和穂の記き憶おくの中にあったが、人の姿を取っている時の宝貝は、人の弱点を合わせ持つそうだな。

　止まった時間の中で、俺が貴様の首をへし折れば、貴様は死んでしまう」

「ひぃぃ。助けてくれ！」

「……さっきから、何のつもりだ。

　和穂の記憶が、ある程度は俺の手の内にあるんだぞ。お前は情に脆もろく非情さに欠ける欠陥を持つが、臆おく病びよう者ものではない。

　そんな芝しば居いで、俺を油断させられると思ったか！」

　後頭部で括くくられた、殷雷の髪かみが途と端たんに解けた。

「髪を通じて、微び弱じやくな雷らい気きを読み、気配を探さぐるそうだな。

　止まった時間の中では、悪わる足あ搔がきにもならんぞ！」

　程穫の手の中で、泥でい刻こく砂さは逆さに向けられた。殷雷は背後に飛びすさりかけたが、程穫は瞬しゆん間かんと瞬間の隙すき間ま、止まった時間の中へと滑すべり込んだ。
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　連綿と続く時間の流れを一区画だけ切り取る宝貝、泥刻砂。

　切り取られた時間の中で、使用者は自在に動ける。

　砂時計の形を取る泥刻砂の、砂が尽つきるまでは動き続けられるのだ。

　切り取られた区画に、使用者は好きなように干かん渉しようできる。

　切り取られた区画は、やがて再び時間の大河の中に取り込まれる。

　流れ出す時間は、その区画の続きからだ。

　切り取られた区画で、破は壊かいされた物はひき続く時間の中で、破は片へんを撒まき散らす。傷つけられたものは血を吹ふき出す。

　程穫には、止まった時間の中は、真っ赤に見えた。血の色をした夕焼けに照らされているようである。

　赤の濃のう淡たんしかない世界で、程穫だけは色しき彩さいをまとい、動いた。

　軽々と木の上から飛び下り、綾春の側そばに歩む。綾春の周囲の炎ほのおは赤の世界の中で、より一層濃こい色に感じられた。

「炎か」

　止まった時間の中で、炎は熱を伝えられない。

　程穫は木切れを拾い炎に差し込んでみた。

　炎に近づけば近づくほど、強力な酸に浸ひたされたように木は溶とけ、炎と混ざり合った。

「止まった時間の中でも、炎は炎か。

　まあいい。殷雷を先に始末するか」

　程穫は殷雷に向き直り、側による。

　まるで倒たおれかけの彫ちよう刻こくのように、殷雷の体はピクリとも動かない。

　後ろに飛びすさる寸前に時間を止められたため、尋じん常じようの彫刻では考えられないような躍やく動どう感かんがあった。

　周囲に広がる、殷雷の髪かみの毛一本まで彫刻でどうやって表現するのか。

　じっと、殷雷の表情を程穫は眺ながめた。

「とても、切り札があるって面つらではない。

　どうやって殺すか？　あいつの炎の中に投げ込んでくれるか」

　程穫の頭の中に、殷雷に関する記き憶おくが蘇よみがえった。

　人の形をとる時には、人としての弱点を持つ。だが、本来は宝貝なので、宝貝の属性も残っている。

　宝貝の属性の為ため、殷雷は確か、炎では焼けなかったはずだ。

　舌打ちをした程穫の顔に、すぐに笑え顔がおが浮うかんだ。

「ならば、こいつを殺して、その死体であの炎の娘むすめを叩たたき殺してくれよう」

　左手に持つ泥でい刻こく砂さが、残り時間が少ない事をしめしていた。

　急ぐ必要がある。

　右の拳こぶしを握にぎり、程穫は殷雷の正面に立つ。

　飛びすさろうとする相手を正面から打つので、体勢が少し窮きゆう屈くつだった。

　だが、顔の骨を砕くだき、その破は片へんを脳のう髄ずいに散らせるつもりなので、横から打つわけにはいかない。

　どの角度で顔を打てば、目的を達せられるか、程穫は充じゆう分ぶん承知していた。

「死ね」

　赤の世界に拳が走った。軋きしむ骨髄に、裂さける肉の感かん触しよくが程穫の腕うでを伝わる。

　いつもの心地ここち好よい感触だったが、いつもと違ちがう感覚も混じっていた。

　激痛だ。相手を叩きのめした時に感じる、破は壊かいされた肉と骨の感触も、いつもより近く感じられた。

　激痛よりも、さらに信じられないものを程穫はその目で見た。

　己おのれの拳は殷雷に届いていなかった。顔面の寸前で拳は止まっている。

　程穫は拳を止めた物の正体を見た。

　髪かみの毛だ。振ふり乱し気味になった、殷雷の前髪が拳を止めていた。

　いや、正確には程穫の拳は、殷雷の髪を打ち砕けなかったのだ。

　ついに程穫は、激痛の正体を知った。

　全すべては髪の毛なのだ。殷雷の髪はまるで、鋼はがねのように硬こう質しつ化かしていた。

　自分の右腕うでには数本の髪の毛が突つき刺ささっている。

　止まった時間の中で、殷雷は身動き出来ない。程穫は、針の山に腕を突っ込むように、殷雷の尖とがった髪の中に拳を打ち込んだのだ。

　トゲが刺さったという、生易しい話ではない。指の付け根から入った髪の幾いくつかは、肘ひじを突き抜ぬけていた。

「馬鹿な！　殷雷が髪の毛を自在に操あやつるのはほんの瞬間では……これが、その瞬間なのだというのか！　くそったれ！」

　泥でい刻こく砂さの砂が全て落ちきった。

　赤だけの世界は、全ての色を取り戻もどした。

　殷雷の右手の棍こんが、矢のごとく突かれ、泥刻砂を叩き割った。金色の砂が周囲に飛び散った。

　程穫が傷ついた右腕を引き戻すと、まるで当然のように右手に刺さっていた髪は、プチプチと切れた。

　右腕をかばいながら、程穫は膝ひざをついた。

　髪の細さを持つ、恐おそろしく深い傷からはまだ血が出ていない。

　殷雷は銀色に輝かがやく棍を、程穫の喉のど仏ぼとけに押おし当てた。

「勝負あったな、程穫よ。おとなしく宝貝を渡わたしな。宝貝を返して、とっとと消えろ。そして、二度と和穂の前に姿を現すな」

　綾春は脱だつ兎とのごとく地面を駆かけながら、叫さけぶ。

「小こ僧ぞう！　何をしている！　早くそいつを打ち殺せ！」

　殷雷は溜ため息をついた。

「その必要まではあるまい」

　この状態から、程穫が何をしてもさばき切る自信が殷雷にはあった。

　万が一、武器の宝貝を隠かくし持っていたとしても、あの体勢から繰くり出すような勢いのない攻こう撃げきなら、真しん鋼こうの棍で完全に受けきれる。

「小僧！　殺せ！」

　火の玉になりながら、綾春は迫せまる。

　右腕をさすり、荒あらい息をついていた程穫は唇くちびるの端はしを上げ、笑った。

　反射的に、殷雷は棍こんで程穫の喉を突ついた。

　大きく咳せき込みながら、程穫の懐ふところから小さな棒が転がり落ちた。

　ヨロヨロになりながら、程穫は棒を拾い、殷雷に向かい振ふった。

　スルリスルリと棒は伸のび、やがて一本の矛ほこになった。

　爆燎槍のような、鋭するどい穂ほ先さきではなく、平べったい両りよう刃ばの穂先だ。

　いかに宝貝といえど、これだけゆっくり振り下ろせば、兎うさぎも殺せまい。

　殷雷は棍で矛の攻撃を受けようとした。

「小僧！」

「何だ！　うるさいぞ！」

　綾春は突とつ進しんし、殷雷に体当たりした。加減の無い攻撃に殷雷は地面を転がる。

　矛の目標は綾春に変わり、綾春は爆燎槍の柄えで矛の刃を受けた。

『まずい！』

　殷雷は心の中で叫さけんだ。爆燎は矛の攻撃を跳はね上げ、がら空きになった程穫を突き殺すつもりだ。

　だが、殷雷の予想は大きく外れた。

　ストン。

　まるで紙を引き裂さくように、爆燎槍の柄は切断された。

　今まで盛さかんに燃えていた炎ほのおは消え去り、キョトンとした綾春の表情が殷雷の目にうつった。

　程穫は矛を抱かかえ、地面を転がり回りながら激しく咳き込み続けている。

　殷雷は綾春のもとに走った。

　爆燎の切断面に手を添そえ、殷雷は意思の疎そ通つうをはかる。
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『ばくさん、一体どうしたんですの？』

『不覚をとりました……』

『ジジィ！』

　殷雷が綾春と爆燎の会話に割り込んだ。

　霧きりがかかったような、白い世界に爆燎が横たわり、心配そうな綾春が爆燎の手を握にぎっていた。

　殷雷は慌あわてて駆かけ寄る。

『ジジィ、これはどうなってるんだ！』

『……来たかなまくら。小こ僧ぞうのせいで、このざまだ』

　綾春と殷雷の姿はハッキリしているのに、爆燎だけは霧に沈しずみかけ、輪りん郭かくがぼやけていた。

『ばくさん、しっかりしてください。お体は大だい丈じよう夫ぶなんですか？』

『申し訳ありません。爆燎は、綾春様を守りきる事が叶かないませんでした』

　爆燎は死ぬ。いや、もはや死んでいる。今の爆燎は生の残り火を燃やしているに過ぎない。

　殷雷は愕がく然ぜんとしながら、膝ひざを折った。

『なぜだ？』

『小僧。程穫が持っていた矛ほこは、斬ざん像しよう矛ぼうだ』

『斬像矛！　あれがか？　この世に切れぬ物はないという、矛！』

　棒が伸のび、矛になったのではなかったと殷雷は初めて気がつく。

　斬像矛は空間を切り裂さき、虚きよ無むの異世界を鞘さや代わりにしていたのだ。

『お願いですばくさん。気をしっかり持ってください。綾春のお願いです！』

　刻一刻と、爆燎の姿が霧に沈む。本当は沈んでいるのではなく、爆燎は消えていっているのだ。

　殷雷はうつむき、唇くちびるをかんだ。

『俺が程穫を殺していれば！』

『そうだ、みんな小僧のせいだ。この大馬鹿者が。

　だが、すんだ話だ。気にするな。斬像矛だと気がつかなかった責任は、わしにもある。

　その刃やいばを食らって、初めて敵の正体が判わかるなど、少し老いぼれたのかもな。

　それより、小こ僧ぞう。謝あやまりたい事がある』

『なんだ、ジジィ……』

　綾春は爆燎の胸に泣き崩くずれていた。

『わしは小僧を捨て駒ごまにしようとしていた。平原であった時から貴様に露つゆ払はらいをさせ、少しでも程穫の手の内を暴あばこうと考えていたのだ。

　最初に程穫と打ち合ったとき、小僧の刃だけが程穫に到とう達たつしただろ。

　わしはあえて突つきを緩ゆるめ、様子を見ていたのだ。はなから、共同作戦等など考えてなかったのじゃよ。

　これが非情になれる、武器のやり方だ』

『ふん。反へ吐どが出るな。

　だが、そんな事はこの殷雷刀、とっくにお見通しだ。

　捨て駒？　上等じゃねえか。使い捨てに出来るもんならやってみな。

　もともとジジィを信用してねえんだから、裏切った事になんかなるか！』

『小僧……』

『判わかってたんだよ。ジジィが綾春の為ためになら非情になれるってのは。

　だから、謝る必要なんかない』

『すまぬ。小僧』

『け。やけにおとなしいじゃねえか。いつもの憎まれ口はどうした！』

『……小僧、最後の頼みだ。流りゆう核かく晶しようを手に入れてくれ。綾春様を頼たのむ。

　小僧のようななまくらに、こんな重要な事を頼むこの爆燎の気持ちを察してくれよ』

『そう、それでこそジジィだ。判った。引き受けよう』

『そうか、感謝するぞ殷雷刀よ』

『……模も擬ぎ戦せん、いい勉強になった。

　礼を言う。……さらばだ爆燎槍』

　爆燎の姿は薄うすれ、そして消えた。
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「綾春さん！　爆燎さんは？」

　今までの会話は、ほんの瞬間になされていた。程穫はまだ地面を転がり、咳せき込みながら嘔おう吐としている。

　和穂もやっと殷雷たちの側そばに来た。

　折れた槍やりを握にぎりしめ、目の焦しよう点てんの定まらぬ綾春に代わり、殷雷が和穂に答えた。

「和穂。爆燎は死んだ」

　殷雷は二人の娘むすめを背中に構え、ユラリと棍こんを構えた。

　程穫もゆっくりと立ち上がり、口くち許もとを拭ぬぐった。片手には斬ざん像しよう矛ぼうが握られている。

「殷雷よ。泥でい刻こく砂さを破は壊かいしたのは褒ほめてやろう。

　だが、あれは雑ざ魚こを蹴け散ちらすのに、非常に便利だったが、最後の切り札というわけではない。

　まさか、斬像矛を抜ぬくはめになるとは思ってもいなかったぞ」

「斬像矛か。どうりで他の宝貝をゴミのように扱あつかうわけだ」

「斬像矛を実戦で使ったのは、今が初めてだぜ。

　どうした殷雷？　怒おこった顔をして。仇あだ打うちでもしたいのか？　でも無理だな。それどころじゃないようだしな」

「何だと！」

「後ろを見てみな」

　蒼そう白はくな顔をした綾春が、地面に横たわっていた。口許からは真っ赤な血が流れ続けている。

　和穂が必死に綾春の名を呼ぶが、返事は戻もどらない。

　ポツリと、雨が滴したたった。

　あっという間もなく、天から無数の雨が降り注ぐ。

「綾春さん！　綾春さん」

　程穫は天を仰あおいだ。

「いい雨だ」

「程穫。急いでお前を倒たおして、流りゆう核かく晶しようを手に入れてやる」

「それは無理だ」

「やってみなければ判わかるまい」

「いや、無理だ。俺は逃にげる」

「逃がすと思うか！」

「逃げられるさ。流核晶を使って、鳥にでもなって飛んでいく。変化には少し時間がかかるが、これだけ間合いが開いていれば充じゆう分ぶんだ」

　殷雷は舌打ちしながら、後ろに下がり、刀に姿を戻す。

　和穂は殷雷刀を綾春の手に握にぎらせた。

　しばしの間。

　綾春は動かない。微かすかな口の動きだけが、彼女の生命が尽つきていないと物語る。

　殷雷刀は再び、爆はぜ、人の形を取った。

　程穫は和穂によく似た笑え顔がおを浮うかべた。

「処置無しといったところか。哀あわれだね。どうにかして、その娘むすめさんの命を助けて上げたいものだ」

　奥おく歯ばが砕くだけんばかりに、殷雷は口を引き締しめた。

「程穫！」

　程穫は服の襟えり元もとをまさぐり、首くび飾かざりを外した。

　単純な鉄の鎖くさりの首飾りだが、透とう明めいな宝ほう珠じゆが結ばれている。

「これが、流核晶だ。これを使えば、その娘さんは助かるんだったな。

　欲ほしけりゃやるぜ」

　全身ずぶぬれの殷雷は、まばたき一つせずに程穫をにらむ。

「どういうつもりだ」

「これは、兄から妹への贈おくり物として、和穂にくれてやろう。

　そのかわり、和穂よ。兄と一いつ緒しよに暮らそうではないか」

　綾春を揺ゆさぶっていた和穂の動きが、ピタリと止まった。

「和穂、騙だまされるな！」

　程穫は不ふ愉ゆ快かいそうな声を上げた。

「頭の悪い刀だな。もし、和穂を騙したのならば、和穂が俺を恨うらんでしまうだろう。

　俺は和穂に感謝してもらいたいのだ。だから、噓うそはつかん。和穂を無理にさらってすむ話なら、とっくにそうしているぞ。

　和穂には納なつ得とくずくで、俺の所に来て欲しいのだよ」

　和穂はゆっくりと立ち上がった。

「……判わかった。流りゆう核かく晶しようをちょうだい。

　あなたの勝ちよ、程穫」

「和穂！」

　殷雷の呼吸が荒あれていく。全身の筋肉がやり場のない怒いかりで、破は裂れつしそうになった。

　和穂は殷雷の目の前を、歩いていった。

　そして、程穫の横に立つと、程穫は勝利の高笑いを上げた。

「そう、これでいいんだ。殷雷よ。流核晶をくれてやる。

　病やまいを治したら、さっさと流核晶を破は壊かいしろよ。

　別の奴が流核晶を使ってしまうと、それまでの変化は解かい除じよされるからな。

　破壊すれば治ち療りようは永久的なものになる。

　どうせ、俺の言葉なんか信用できないんだろうが。

　本当かどうか、和穂に見せておきたい。早く治療しろ」

　程穫が投げた流核晶を、殷雷は綾春の首にかけた。そして、刀の姿に変わり綾春に柄つかを握にぎらす。

　流核晶は淡あわい光を放ち、綾春の顔に赤みが差した。

「さあ、流核晶を破壊しろ」

　静かな爆ばく音おんを立て、人に戻った殷雷は首くび飾かざりを引き千切り、宝ほう珠じゆを握り潰つぶした。

　途と端たんに綾春は、うたた寝ねから覚めたように周囲を見み渡わたす。

　そして、折れた槍やりをみつけ、抱だき締しめた。流れる雨が綾春の涙なみだを洗い流していく。

「さて、これで尊い命も助かったと。良かったな和穂よ。

　では帰ろうか？」

　背を向けた和穂に、殷雷は言った。

「和穂。これを受け取るわけには行かなくなった。返しておく」

　殷雷は地面に転がっている棍こんを拾い、和穂の足元に投げた。

　護ご玄げん仙せん人にんから、和穂の護ご衛えいの報ほう酬しゆうとして貰もらった棍だ。

「殷雷……」

　和穂と視線を合わさず、殷雷は背を向け、雨の中に消えていった。

　綾春も殷雷の後を追い、姿を消した。
















第二章　『仙せん界かいから和穂を追って来たもの』







　　　　一




　天の彼方かなたに鳳ほう鳳おうが遊び、海の底では龍りゆう王おうがのたうつ仙せん界かい。

　人間界であまたの修しゆ行ぎようを積み、天地の理を理解した者が辿たどり着く地。

　仙界と仙術の創造者にして、仙界を統治する五人の仙人を通つう称しようして五仙と呼んだ。

　全すべての仙人は、師し匠しようを探さぐり師匠の師匠を探っていけば、やがては五仙に到いたる。

　和かず穂ほとその師匠である龍りゆう華かは、五仙の中の神しん農のうの流れを汲くむ仙人だ。
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　スラリとした背。長い髪かみには、無数の髪飾かざりが混こん沌とんという名の秩ちつ序じよに則のつとって、溶とけ込んでいた。

　目を見張るような、赤い道服に身を包みながらも、装そう飾しよくや服装を凌りよう駕がする美び貌ぼうを持った女仙人が長い廊ろう下かを歩いていた。

　ドロドロとした暗くら闇やみの廊下だ。女仙人の靴くつ音が床ゆかの存在を、ぼんやりと光る松明たいまつが壁かべの存在を証明していた。

　女仙人の名は龍華。和穂の師匠であり、殷いん雷らい刀とうや爆ばく燎りよう槍そうの創造者でもある。

　殷雷や爆燎の持つ眼光は、龍華の眼光と少し似ていた。

　龍華はニコリともせずに、暗い廊下を歩き続けた。

　カツンカツンと甲かん高だかい靴音が、廊下の中を反はん響きようしていく。

　どれだけの速度で、どれだけの時間歩いたのか、龍華の感覚をもってしてもハッキリしなくなった時、行く手に扉とびらが現れた。

　扉の隙すき間まからは、まばゆいばかりの光が溢あふれている。

　やっと部屋に到とう着ちやくし、少しばかり安心しながらも、龍華は一気に扉を押おし開いた。

　部屋の中は、海だった。無秩序な波が四方八方から寄せあっている。

　光と共に、潮風が龍華の髪をなびかせた。

　今まで歩いてきた廊下は、一いつ瞬しゆん黒い点になりそのまま消えた。

　龍華は空を見上げた。

　果ての見えない海の上に、一つの椅い子すが浮うかんでいた。桐きりで出来た、背もたれのある大きな椅子だった。

　椅子の上には一人の老人が座すわっていた。

　白はく髪はつで、長い顎あご鬚ひげを生やした瘦やせこけた老人だが、凄すさまじいまでの気き迫はくを内に秘ひめている。この海の波は、もしかしたらこの老人の気迫の為ために起きているのかもしれないと龍華は考えた。

　彼こそが神農であった。

　宙に浮かぶ椅子から、神農は龍華を見下ろした。

　龍華もまた、海の上に平気で立っていた。

「神農様。御ご無ぶ沙さ汰たしております。

　私のような八百年かそこらの修しゆ行ぎようしか積んでおらぬ仙人と、接見していただけるとは光栄至し極ごくでございます」

「け。よせよせ。

　かたっ苦しい挨あい拶さつなんざ、いらねえぜ」

「それにしても、あの廊ろう下かはなんなのですか？　途と中ちゆうで行き倒だおれるかと思いました」

「あれは、唯ゆい一いつ絶対なる無の空くう洞どう、混こん沌とんの本質であり、混沌すら存在しない場所だ。

　……なんつったりしてな。まあいい、五ご仙せんに会うなら、あれぐらいのハッタリは必要だろうよ。

　ちょいと、山の中の洞どう窟くつに入って『神農様はいますか？』じゃ、ありがたみがなかろうが」

「それはそうですが」

　神農の声が少し低くなった。

「で、用件は何だ？　親愛なる神農様のご挨拶に馳はせ参じましたって面つらじゃねえな。

　頑がん固こジジィの意地悪に腹を据すえ兼かねて、直じか談だん判ぱんに来たってところか。相手がヘソを曲げちゃ堪たまんないんで、不作法がないように気をつけているって面だな」

　神農の言葉をきき、龍華の口調から緊きん張ちよう感かんが消える。

「さすがに察しがよろしい。人間界と仙界との間の結界を解いていただきたい」

　神農は、白い鬚ひげを撫なでた。

「馬ば鹿かも休み休み言え。人間界に仙人が干かん渉しよう出来ないように、あの結界を張っているんだぜ」

「……和穂に力を貸してやりたいのです。あの結界のせいで、和穂の近きん況きようすら全く判わかりません。和穂はまだ、生きているのですか？」

　面めん倒どうそうに老人は言った。

「そうだな。冥めい府ふの鬼き籍せきにゃ、目を通してるが和穂の名前は見つけてない。

　生きてるぜ」

「お願いします。力を貸すのは、和穂の命が危険にさらされた時だけと、自重しますから是ぜ非ひとも」

「駄だ目め。駄目なもんは、駄目。和穂に手を貸したけりゃ、勝手にやんな。

　もっとも、あの結界は簡単には解けんぞ」

　龍華の言葉は完全に普ふ段だんのものへと変わった。

「言われるまでもなく、あの結界をブチ破ってやろうと色々試ためしてみた。

　でも、全然歯が立たない。万ばん策さく尽つきたから頼たのみに来たんだ」

「俺の命令にゃ逆らっても罰ばつ則そくはねえんだ。

　結界を張って、人間界には干渉するなって命令を出したって事は、人間界に干渉したけりゃ、あの結界を破ってみろって言ってるんだぜ。

　お前のようなガキに破れるような術は、この神農は使わねえがよ。ひっひっひ」

　神農の笑い声にあわせ、龍華も笑う。

「そういうと思ったよ。おじいちゃん」

　途と端たんに、龍華の姿が消え瞬時に神農の背後にまで飛び上がった。

　一瞬の迷いもなく、龍華の拳こぶしが神農の後頭部をポカリと殴なぐった。

　海の波が全すべて消えた。

　波うっていた海面が、巨きよ大だいな一つの鏡のようになった。

「……龍華。自分が何をしたか判わかっているのか？」

「偉い大だいなる神農様の頭をどついたんだ。これはもう、仙せん界かいから追放されても文句が言えないだろうね。

　さぁ、さっさと人間界に追い出しておくれよ、おじいちゃん。それともその鬚ひげを抜ぬいてくれようか？」




　　　　＊




　下手な山より巨きよ大だいな洞どう窟くつに、男は細い目をしばたたかせた。

　この洞窟に比べれば、自分の洞どう府ふなんかリスの巣だと男は考えた。

　全体的に温和な表情も、今は心配と驚きよう愕がくの為ためにひきつっている。

　さすがにオロオロしないだけの胆たん力りよくは持っていたが、やはり落ち着かない。

　道服の大きな袖そでの中に手を引っ込めながらも、洞窟の入口をうろうろする。

　男もまた仙人であった。名前は護ご玄げん。

　護玄の側そばには一人の少女が立っていた。和穂と似たような道服を着ていたが、袖は大きくない。無造作な引っ詰つめ髪がみのせいか、少し目が吊つり上がって見えた。

　落ち着きのない護玄に、少女は悪戯いたずらっぽく笑った。

「護玄様。そんなに心配ですか」

　そんなにみっともなかったかと、慌あわてて護玄は背筋を伸ばし、シャンとする。

「これは無ぶ様ざまな姿を。それと、様は勿もつ体たいないですよ。童女とはいえ、私よりも修しゆ行ぎよう年数は長いのですから。

　それをわざわざ道案内などしていただきまして。私と龍華だけでも、神農様の下もとへ参りましたのに」

「いえいえ。これでも、神農様に仕える身です、道案内も大事なお仕事。それに崑こん崙ろんの本山は、広うございますから」

　確かに、と護玄はうなずく。一つの大陸をひっぺがし、直立させても崑崙山には匹ひつ敵てき出来ないのではないだろうか。

「……せめて、護玄さんで、お願いします」

　礼れい儀ぎ正しい護玄の姿に、少女はまたしても微笑ほほえむ。

「判わかりました、護玄さん。こうみえても、私の正体は只ただの大たい鵬ほうですのよ。

　おかげで不器用で、他の童女みたいに上う手まく術も使えなくて。神農様なんか、私を名前じゃなくて雀すずめとお呼びになりますのよ」

「ほお。大鵬であらせられるか。それを言うなら、この護玄も」

「あら、龍華様がお帰りのようです」

　慌てて後ろを振ふり向くと、まるで夜のように巨きよ大だいな洞どう窟くつの入口に、龍華がいた。

　不ふ機き嫌げんな顔をして、顎あごの付け根を押おさえている。

「龍華、待ったぞ！」

「……先に帰ってりゃ良かったのに」

「そういうな。で、どうだった？　神農様は結界を解いて下さったか？」

「やはり駄だ目めだ」

「……そうか。で、その顎はどうした？」

　渋しぶ々しぶ、龍華は白状した。

「素す直なおに結界を解くような爺じい様じゃないのは覚かく悟ごの上だった」

　少女の手前、護玄は龍華をたしなめた。

「龍華、言葉を慎つつしめよ」

　説教を聞く耳はないと、龍華は続ける。

「仕方がないんで、仙せん界かいから人間界に私を追放させようと思って、後頭部をどついた」

　言葉の意味が理解出来なかった護玄と少女は、同じ問いを発した。

「誰だれの？」

　自分の説明の何がいけなかったのか、判らない素そ振ぶりで龍華は補足した。

「誰の？　って神農様に決まってるだろ」

　護玄と少女は、自分の心臓を抑おさえながらしばしうずくまった。驚おどろきにしばらく止まった心臓も、どうにか再び動き出した。

　少女は思わず呻うめく。

「む、無茶にも程ほどがありますわ」

　鼻で笑って、女仙人は続けた。

「で、神農様は激げき怒どしてどうしたと思う？　なんと、殴なぐり返してきやがったのよ。

　どうして、仙人同士が拳こぶしで殴りあわなきゃいけないのよ。馬鹿馬鹿しいにも程があるとは思わないか、護玄よ」

「お、俺もついていくべきだった……」

「こうなったら、また、結界を破る研究をやりなおさねばならん」

　少女はボソリと言った。

「無む駄だですよ、龍華様」

　しなやかな指で龍華は、少女の襟えりをなぞった。抑よく揚ようのない低い声は、龍華の怒いかりを表していた。
















「本当だったら、胸むなぐらつかんで振り回してるところよ、お嬢じようちゃん。

　でもね、確かに情け無いぐらいに、あの結界には歯が立たないのよ。

　本当の事を言ってる奴やつは、傷つけないよ」

　龍華の瞳ひとみの奥おくに、どうしようもない無力感と、それを僅わずかに越こえる不ふ屈くつの闘とう志しを見た少女は、龍華の態度に怒りを覚えなかった。

　逆に哀あわれみすら感じる。

「今までの仙せん術じゆつにある結界術とは、全く違ちがう結界だとは思いませんか？　もし、新たなる理屈に基もとづいた結界術なら、龍華様に打ち砕くだけると思いますか」

「……私たちは、五仙の作った道を歩いているだけだと言うのか？　新しく作った道で、その道を秘密にされれば、手も足も出ないとでも？　新たな理屈？　面おも白しろい、その理屈を私も思いついてやろうではないか！」

　少女は迷った。次の言葉がこの女仙人の心を打ち砕くような気がしたのだ。だが、少女は言った。このまま苦しむぐらいなら、諦あきらめさせた方が良いのかもしれない。

「……新しい理屈どころか、五仙以外の仙人では思いつけない理屈ならば？

『五仙以外に、思いつけない理屈による結界術』

　もし、神農様がそれを想定して、術を創造されたなら？」

「そ、そんなに都合よく術の体系が造れてたまるか！」

　少女はとどめを刺さした。

「可能ですよ、神農様なら。龍華様は炎ほのおを操あやつれるかもしれない。でも、神農様は炎の存在しない世界に、炎という『概がい念ねん』を創造出来る力をお持ちです。

　あなたでは、歯が立ちません」

　龍華は石のように、固まった。一言も言い返せなかったのだ。

　護玄が軽く龍華の背中を叩たたくと、龍華は弾はじけたように笑い出した。

「……龍華」

「はっはっは！　童女よ！　お前の言うとおりだ。何で今まで気がつかなかったのかな」
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　龍華が立ち去った後も、神農は果ての無い海の上に浮うかんでいた。

　神農は眉み間けんに皺しわを寄せ、言った。

「隠かくれてないで出てきな」

　ゆらりと神農の前の空間が歪ゆがみ、人ひと影かげが現れる。

　男は神農と同じ高みに立っていた。

　見た目は子供だった。まだ四、五歳さいの頭の良さそうな子供だ。短い髪かみに、利発そうな瞳ひとみを輝かがやかせていたが、笑え顔がおの形に固まった口くち許もとが冷れい酷こくな印象を与あたえていた。

　子供は言った。

「隠れていたんじゃない。五ご仙せんの内の二人と会えば、あの龍華とやらが恐きよう縮しゆくするんじゃないかと思ってね。彼女が帰るのを待たせてもらっていた」

「今日は客が多いな。龍華の次は有ゆう巣そうか、少しは思し索さくでもさせてくれよ」

　有巣もまた、五仙の一人であった。子供らしい甲かん高だかい声にも、神農の低い声と同じぐらいの深みがあった。

「ふん。貴様が思索という柄がらか。例の人間界に宝ぱお貝ぺいをばらまいてしまった一件だが」

「……けりはついただろ。和穂が責任を感じて、回収を始めた。術は全すべて封ふうじてだ」

「確かにな。全ての宝貝の回収など、しょせんは不可能。

　宝貝の影えい響きようを受けた人間界は、かつてとは違ちがった世界に変わっていくだろう。

　だが、やはりそれは心苦しい」

「すんだ問題をほじくり返すな！」

「心外だな。宝貝問題の解決法を持ってきてやったのだ」

　懐ふところから小こ瓶びんを出し、有巣は続けた。

「これは、特とく殊しゆな黴かびだ。宝貝の材料である、真しん鋼こうに反応し増ぞう殖しよくする。

　これを人間界にばらまけば、真鋼を素材に使っている全ての宝貝は錆さびて崩くずれるぞ。

　いい策とは思わぬか？」

　神農は退たい屈くつそうに欠伸あくびをした。

「思わんね。真鋼が崩れれば、宝貝の機能は停止するな。だが、その黴自体が人間界の陰いんと陽ようの平へい衡こうを崩す可能性がある。

　宝貝という道具でも大変なのに、黴なんて生物をばらまくなんざ、正気の沙さ汰たじゃねえな」

　食い下がると思った有巣だが、神農の予想に反して、素す直なおに納なつ得とくした。手の中の小瓶を消しよう滅めつさせながら、首を縦にふった。

「そうか、確かに生き物はまずいな。突とつ然ぜん変へん異いが起きれば目もあてられん」

「ともかく、人間界には不ふ干かん渉しようでいく。文句はあるまい」

　有巣の顔にこびりついた笑顔は、彼の本心を完全に覆おおい隠かくしていた。

「人間界の存続が、最優先だからな」

　言葉を残して、有巣は消えた。

　神農は深く目を閉じ、思し策さくにふけった。




　　　　＊




　肉体を消しよう滅めつさせたまま、有巣は感覚を研とぎ澄すまし、龍華の居場所を探さぐった。まだ、崑こん崙ろん山さんからは出ていない。

　並みの仙せん人にんでは、崑崙を抜ぬけるのに七日はかかるだろう。

　有巣はことも無げに、主のいない九きゆう遥よう山さんに実体化した。

　神農との会話を思い出したのか、有巣は声を荒らげた。

「何が不干渉だ！　災わざわいの元凶を断てば、全ては解決する！　和穂、仙人の面つら汚よごしめ、失敗は死をもって償つぐなうのだ！」

　緩ゆるやかな斜しや面めんには、うっそうと木々が生えている。木々の隙すき間まからは、遥はるかに広がる大平原が見て取れる。

　有巣は慎しん重ちように、自分が九遥山のどこにいるかを確かく認にんした。彼の記き憶おくは、ここが目的の場所だと告げた。

　ここが、龍華が和穂を拾った場所だ。

　十五年前のあの日、人間界の九遥山はこの場所と交わったのだ。

　五仙の一人は、懐ふところから小さな人形を取り出し、宙に投げた。

　ムクムクと人形は巨きよ大だい化かし、等身大の大きさに変わる。

　のっぺりとした卵型の頭部に、単純な筒つつ型をした手足がついていた。肘ひじ、膝ひざ、手首、足首の関節には蛇じや腹ばらの布が巻き付けてあった。

　手首から先には、分厚い手て袋ぶくろをはめたようになっている。関節の布は白く、それ以外の部分は真っ黒だった。顔は完全に平面で、鼻を示すような脹ふくらみすらない。

　ただの木人形に見えた。

　大人の男性ぐらいの大きさになった人形に有巣は、たった一言、呪じゆ文もんを唱えた。

　呪文につき動かされ、人形は動き出す。

　単純な人形であったが、関節の動きは完全に人間のものであった。

　動き出した人形は、どうみても中に人が入っているとしか思えない滑なめらかな動きで、膝をつき、有巣に頭を下げた。

「有巣様。お呼びでございますか」

　満足そうに有巣はうなずく。

「急ごしらえにしては、上う手まく出来上がったな。

　何、難しい使命ではない。赤あかん坊ぼうを一人殺してくれ」

　人形は、常にゆっくりとだが細かく動いていた。それこそ人間の呼吸のようにだ。

　有巣の言葉に、人形は己おのれの中の記き憶おくを呼び起こした。

「私の、記憶にある。この赤ん坊ですね？」

「そう。その赤ん坊を殺したら、速すみやかに消しよう滅めつしろ。お前の意思で、お前の体を溶よう解かいさせる液体が内部から分ぶん泌ぴつされる」

「御ぎよ意い。して、その赤ん坊はいずこに？」

「ここにはいない。その赤ん坊は十五年前の人間界にいる。今から赤ん坊の近くに、送ってやるから問題はない」

　人形はピタリと沈ちん黙もくし、それから言葉をつないだ。

「有巣様。質問しても、よろしいでしょうか？」

「なんだ？」

「歴史に介かい入にゆうすれば、逆説が起きませんか？

　十五年前で、赤ん坊を殺せば、今の有巣様が私を送る事もなくなり、私が送られなければ、赤ん坊は死なずに……」

　適当に造った割には、利口な奴やつが出来たものだと、有巣は妙みように感心した。

「問題はない。時間の流れの中に、私がお前を過去に送るという事実は刻みこんである。

　理由があろうがあるまいが、この時間に私は常にお前を過去に送る」

「判わかりません。そんなに都合よく歴史が変えられるのでしょうか？」

「お前が、赤ん坊を殺せば歴史にどう影えい響きようが出るのかを知らぬ限りは、時間変革は可能なのだよ。

　お前を送り込む私は、時間変革が成功したかを確かく認にん出来ないという、葛かつ藤とうを持ち続けるんだ」

　人形は考えた。自分にとっては、時間を遡さかのぼるのも、遠い場所に行くのも同じ意味しかないのだ。赤あかん坊ぼうを殺す影響を理解しないままに消滅する。

　有巣様は、逆説を回かい避ひする為ために、自分の目的が成功したか失敗したかが判らない。

　結果が判らないので、時間の流れのある一点では、有巣様は常に私を過去に送るのだ。

　人形は言った。

「……私の任務は、そんなに難しいんでしょうか？」

　有巣は冷れい酷こくに答えた。

「いや、簡単だ。お前の体は、頑がん丈じように造ってある。人間界にあるような武器では全く歯が立つまい。

　正直な話、宝貝の武器でもお前を傷つけるのは骨だろうよ」

「我わが肉体は、そんなに素す晴ばらしいのでございますか？」

　有巣は首を横に振ふった。

「一時的に強度を高めているだけだ。お前の肉体は何をしなくても、一日もすれば只ただの土にかえる」

「判りました。有巣様の期待に添そえるよう、全力を尽つくします」

　知ち恵えはあるが、赤ん坊を殺す事に良心の呵か責しやくは感じていないようだ。有巣は、人形の機能が完全であると確認した。

「では、そこに立て」

　有巣が右手を上げると、どこから現れたのか、節ふしくれだった杖つえが手の中へ出現した。

　杖の先で人形の周囲の地面に、ガリガリと複雑な図形を描えがき込んでいく。

　十五年の時を遡る為の図形、人間界への扉とびらを開く図形。

『神農よ。凄すごい結界だと思うが、私には無意味だよ』

　神農の張った結界を、ほんの瞬間だけだが歪ゆがめる図形。

　全すべての図形を描き終わり、有巣は杖で地面を叩たたく。

　杖の先から地割れのように光が走り、図形を抜ぬき落とした。人形は水に沈しずむように、落ちていった。
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　人形は、赤あかん坊ぼうの泣き声を聞いた。

　有ゆう巣そうの言葉通りに、赤ん坊のすぐ側そばに到とう着ちやくしたようだ。

　人間界とは言ったものの、山の雰ふん囲い気きはさほど変わっていない。人形は自分の好こう奇き心しんよりも、自分の使命の方が大切だと思い直す。

　むせかえるような林の臭においに、葉と葉の間をすりぬける強きよう烈れつな光。

　己おのれの感覚を研とぎ澄すましながら、黒い人形は泣き声の方角に向かい歩いた。

　そして、何の苦労もなく、赤ん坊を発見した。

　這はって歩くには、まだかなり小さな赤ん坊だったが、自分の意思で動いたのだろう。

　薄うすい布にくるまれた手と足が、泥どろだらけになっていた。

　空腹と不安が赤ん坊の声を、より大きくさせていた。

　泣いても、誰だれも来ない。だが泣くしかなかった。這ってどうなるのか、赤ん坊には判わかっていなかっただろう。

　黒い人形は、赤ん坊の目の前に立った。

　全力で泣いていた赤ん坊は、さらに喉のどが潰つぶれんばかりの絶ぜつ叫きようで泣き始める。

　何の躊ちゆう躇ちよも葛かつ藤とうもなく、人形は赤ん坊を拾い顔を見た。

　記き憶おくの中の和かず穂ほの顔と比べてみる。万が一の間ま違ちがいがあってはならない。

　だが、記憶はこの赤ん坊が和穂ではないと判断した。

　驚おどろきもせずに人形は赤ん坊を投げ捨てた。記憶の条件に合う赤ん坊以外に、興味は無かった。




　平へい坦たんな顔で、草の上を検けん索さくしていた人形はついに、別の赤ん坊を発見し、近寄った。

　大きなカゴの中で、スヤスヤ眠ねむっている。シワくちゃになった毛布から見て、二人の赤ん坊が入っていたのだろう。さっきの赤ん坊は、ここから抜ぬけ出していたのか。

　赤ん坊の泣き声は、いまだ蟬せみのごとく周囲に響ひびいていた。だが、カゴの中の赤ん坊はお構いなしに眠っていた。

　人形は顔のない目をカゴに近づけ、赤ん坊の顔を見た。

　間違いない。和穂だ。

　カゴの中に手を入れ、眠る和穂を持ち上げた。

　後は、和穂を始末すれば使命は果たされるのだ。

　狼おおかみどころか、野の良ら犬いぬや野良猫ねこでさえも嚙かみ切れそうな、和穂の柔やわらかい首に人形は手をかけた。

　首を絞しめ、ついでに骨を折れば使命は終しゆう了りようする。

　人形の手にゆっくりと、強い力が掛かかっていった。

　その時、和穂の目がパチリと開き、不安そうにむずかる声が上がった。

　人形は全く心を揺ゆさぶられずに、和穂の首を絞めようとした。

「和穂様に何をする！」

　驚おどろきで、人形は振ふり向いた。

　なぜ、赤あかん坊ぼうの名前を知っているのだ？

　なぜ、和穂を守ろうとする者がいる？

　人形は必死に考えたが、解答は思いつかなかった。

　声の主は女だった。頭の形が判わかる、濡ぬれたような髪かみを短く切っている。

　赤ん坊を殺そうとする現場に遭そう遇ぐうしながらも、慌あわてるでもない。うすら笑いを浮うかべて女は言った。

「一応、その娘むすめは恩人だから、殺させはしないよ」

　女の言葉は理解不能だった。

　和穂殺害を妨ぼう害がいする者があれば、その者も殺害する。

　人形は、そう命令されていた。

　だが、今は和穂の命を絶たつ方が簡単だ。

　人形は、首を絞める手に力を入れようとした。




　人形は次の瞬しゆん間かんに、己おのれの体が縦に真っ二つに切断されているのを知った。




　ありえない、馬鹿な。宝ぱお貝ぺいでもそう簡単には、不可能だ。有巣様。

　自分の体の中にあった、自分の体を滅ほろぼす液体が吹ふき出、人形の体は土くれへと溶けていった。
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　女は大きく息を吐はき、手に持った矛ほこを宙に放ほうり投げた。

　矛は見るまに歪ゆがみ、人の形を取った。

　長身の女だ。金色の髪に、蛇へびのように割れた金色の瞳ひとみ。長い髪を流れるがままにしていた。

　武道の練習着を思わせる、袖そでの短い単純な服装をしている。むきだしになった腕うでは、スラリと長く美しかったが、硬かたく引き締しまっていた。

　手には髪や瞳と同じ金色をした、長い爪つめが生えている。

　この女こそが、斬ざん像しよう矛ぼうだった。

　斬像矛は長い爪で髪をかきあげ、面おも白しろそうに笑った。

「和穂様だと？　そうだな、劾がい想そう夢むよ。確かにこの娘むすめはやがて、我われ等らを解放してくれるのだから、恩人であるな」

　濡ぬれた髪の劾想夢は、片手に持っていた泥でい刻こく砂さを大事そうに、袖の中に入れた。

　そして、いまだ泣き続ける和穂を胸に抱だいた。

　人ひと肌はだの温かさに安心したのか、和穂は泣き止やみ、再び静かな眠ねむりにつく。

　斬像矛は、もう一人の赤あかん坊ぼうを無造作に拾い上げた。

「……どっちが、和穂だ？」

「こっちの子でしょ。人形が狙ねらっていたのはこっちだし、服の袂たもとに和穂って書いてある」

　劾想に言われ、斬像も手の中の赤ん坊の袂を調べた。

　程てい穫かくと書かれている。

「程穫だとよ。恐おそらく双ふた子ごだろうな」

　劾想は、珍めずらしい動物の子供をあやすように眠る和穂の頭を撫なでた。

「やっぱし、斬像の言った通りだったね。来てみてよかったよ」

「十五年前の過去に戻り、仙界に渡る前の和穂を殺害する。

　そうすれば、和穂が宝貝をばらまいたあの事件は起きないか。

　ふん。そんな手は先刻承しよう知ちだ。一週間もこんな山の中に張り込んだ甲か斐いがあったな」

「……時間ってよく判わかんないよお」

「……あんた馬鹿なんだから、考えなくてもいい」

「なによ、それ。でもさ、こうして赤ん坊の頃ころの和穂を見てると、本当に斬ざん像しよう矛ぼうのおかげで、二百年前の人間界に降りられたって理解出来た。もう、あの日から百八十五年も経たっているんだ。

　ね、もう一度、過去に戻もどろうか？」

「馬鹿を言え！　次元は一つの玉で、時間はその玉の回転だ。

　玉から玉へ移る時、この斬像矛の力で同調回転球面を切り裂さき、人間界の過去へ滑すべりこんだんだ」

「同調回転球面って、なあに？」

「仙せん界かいの時刻と、人間界の時刻が同調して……やめだ！　馬鹿には理解出来ん」

「ええっ。少しは判るよお。仙界が正月ならば、人間界も正月なんでしょ」

　ついでにお前の頭も正月だと、斬像矛はいらついた。

　腕うでの中では泣き止やんだ程穫が、ダアダア言いつつ、斬像矛の袖そでを引っ張り遊んでいた。

「ねえ。一度、仙界に戻って、もう一度人間界に来たら、また過去に戻れるんじゃないのかしら？」

「駄だ目め。一度、一つの次元の時間軸じくに干かん渉しようしたら、過去には戻れない。

　私たちは人間界に初めて来たから、過去へ行けたのだ。この人形にしてもそうだ。

　判ったか？」

　底そこ抜ぬけに明るい声で、劾がい想そう夢むは答えた。

「わっかんない」

「……いい子だから、もう私に時間の質問はするなよ」

　和穂が宝貝をばらまいてしまった、あの運命の日。斬像矛は仙界の空を切り裂き、人間界への道を作った。

　ほとんどの宝貝は、仙界と同じ時刻の人間界に逃にげ込んだのだが、斬像矛は過去へ向かって逃とう走そうした。

　少しは使えると思い、泥でい刻こく砂さ、流りゆう核かく晶しよう、劾想夢の三宝貝と殻かく化か宿しゆくを伴ともない、二百年前の過去へと到とう着ちやくした。かくて流れた百八十五年の年月。

　宝貝の中で、斬像矛以外にただ一体、劾想夢は人の形は取れたが、思し慮りよ深い性格とは言いがたかった。

「思い出すよねえ、この二百年」

「人間の馬鹿さ加減に付き合った、二百年だったな」

「でもさ、最初に私たちを使った人たちは結構、良かったじゃない」

「どこがだ。圧政に苦しむ、農民を救おうとした三馬鹿の兄弟ではないか。

　皇こう帝ていの遠とお縁えんを気取った、馬鹿な田舎いなか武将とその義兄弟を倒たおしたまでは良かったさ。

　でも、自分らに力がある事に気がついた途と端たんに、今まで自分らを苦しめていた連中と変わらなくなった。

　武将の中では珍めずらしく政治の判わかる奴やつがいただろ？　あいつを殺した時点で、命運は尽つきていたんだ」

「あ、けど。兄弟の末っ子はまともだったじゃない」

「そうだな。まともすぎて、兄のやり方に耐たえられなくなって逃げちまった。

　殻化宿をもってトンズラだ」

「どこに行ったんだろうね、殻化ちゃん。とっくに末っ子は死んだんだろうに」

「どうかな？　殻化宿の中で眠ねむれば、老いる事もなく、時の果てまで眠れるさ。

　あの末っ子は、この世に嫌いや気けがさしていたんだろ。だったら自殺でもするかと思ったがそうではなく、殻化宿を持って逃げた」

「劾想、よくわかんない」

「己おのれたちの愚ぐ行こうが、歴史になるのを待つつもりじゃないのか？

　歴史の中で、どれだけの意味を持ったか知りたいんだ。

　もっとも、他の宝貝が現れたら、そんな吞のん気きに、使用者を眠らせる訳にはいかん。

　後、十五年も経たてば、殻化も動くだろう」

「殻化ちゃんて、結構母性本能が強いから、末っ子みたいな優やさ男おとこを放ほうっておけないのよ」

「ふん。下らん」

「あ、いけなあい。お喋しやべりしてる場合じゃなかった。和穂はこの籠かごの中に入れておけばいいんだよね」

「そうだな」

　劾想は和穂を元の籠の中に入れた。

　しばらくすると、籠の周囲に風が吹ふき出した。少しばかりひんやりとした、風だ。

　風に流れる金色の髪かみを押おさえもせずに、斬ざん像しよう矛ぼうは風上に顔を向けた。

　そこには光で出来た小さな竜たつ巻まきがあった。

「劾想、下がれ。巻き込まれるとどうなるか判らんぞ」

「はあい」

　竜巻は大きくなり、天まで届きそうな巨きよ大だいな柱となる。

　そして唐とう突とつに光の柱は暗黒の柱となった。

　普ふ通つうの人間ならば、目を開けているのも困難な強い風が吹きすさぶ。

　程穫は目をつぶり、斬像矛の胸むな元もとにしがみついたが宝貝たちは、全く動ぜずにいた。

「どうなってるの斬像ちゃん？」

「ちゃんはやめろ。これが仙せん界かいへと続く扉とびらであり、道だ。あの暗くら闇やみの中は仙界の九きゆう遥よう山さんへ引きずりこまれているんだ」

　暗黒の柱は再び光の柱となり、光の柱は小さな竜巻になり、竜巻は消え、風はやんだ。

　和穂の眠ねむる籠は消えてなくなっている。

「無事、龍りゆう華かに拾われたようだな。これであの馬鹿な小こ娘むすめが十五年後には、私たちを封ふう印いんから解いてくれるわけだ」

「やったあ。じゃ、目的も達成したし何ど処こに行く？　今度こそはいい使用者を見つけなきゃね」

「…………」

「ね、それよりその赤あかん坊ぼうをいつまで抱だいているの。そこらへんに置いておけば、狼おおかみの晩ばん御ご飯はんぐらいの役にはたつよ。早くいきましょう」

　程穫は、軽い寝ね息いきをたてて眠っていた。

「劾想よ。人間の生まれながらの属性は善だとは思わぬか？　疑う事も知らずに、この斬像矛の胸の中で眠っている」

「なによお。その赤ん坊が人見知りしないだけの話じゃない。それとも、情が移ったのかしら？　よしてよ、らしくもない。

　殻化ちゃんでもないのに、母性本能がくすぐられたっての？」

「そうではない。人の本ほん性しようは善であれ、その育つ環かん境きようで悪にもなれる。

　人の優やさしさを一度も知らずに、育った人間はどんな風になるか興味がないか？」

「本当にらしくないよ、斬像。何が言いたいの」

「私は斬きれぬ物はない。最強の宝貝だ。だが私を使いこなせる使い手は、そうはいない。

　誰もが全すべてを切り裂さく私に、必ず恐きよう怖ふを覚えるのだ。ならば、この手で使い手を造ってみようではないか。

　私を使う事に全く躊ちゆう躇ちよしない。純じゆん粋すいな悪を見てみたい」

「……その赤ん坊を、優しさや温ぬくもりに一度も触れる事なく、純粋な悪にするって？　そんなの空論よ。

　どんなに愚ぐ劣れつな強ごう盗とう団だんだって、その中には規律があって、規律を守れば褒ほめられる。褒められたなら、それも一つの温もりでしょうが。腐くさった価値観の中にも、恩義や礼を感じる事は出来るよ」

「劾想よ。お前は記き憶おくを操作出来たな？」

「うん。本当は絶対にやっちゃいけないんだけども、そんなのに従う私じゃない。

　でも、あんまり変な記憶だと、本人が疑う恐おそれはあるよ」

「ならば、こいつが接した優しさの記憶を、逐ちく一いち消し去るのも可能だな」

「簡単だよ」

「手を貸してはくれぬか？」

「いいよ。どうせ暇ひまだし。こいつが、どんな人間に育つのか、ちょっと興味をもっちゃった」

「よし、ならば話は決まった。

　心の拠より所にされると困るから、意思を持つ宝貝である事も隠かくそう。そうなると、人の形を取るのもまずいな」

「そうだね」

「ふっふっふ。どんな人間になるか楽しみだな。

　非情な使い手になってくれよ」

　金色に光る蛇へびの目で、斬ざん像しよう矛ぼうは程穫の寝ね顔がおを見つめた。

　劾想夢は、少し不安を覚えた。

「ねえ、自分の使い手をつくるって、もしかして、まだあの事にこだわっているの？」

　矛ほこの宝貝は、明るく笑った。

「気にしているはずがないだろ。もしそうだったら、二百年も時を隔へだてた世界に逃とう走そうはしていない」

　それもそうだと、劾想夢は安心した。

　斬像矛は心の中でつぶやく。

『納なつ得とくしていたさ。だが、二百年の時を経へると、自分が納得しているふりをしていただけだと気がついたのだ。

　決着は付けてやるぜ剛ごう羅ら楯じゆんよ』
















第三章　『矛ほこと楯たて』
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　山の中にあるにしては、程てい穫かくの屋や敷しきは豪ごう勢せいなものだった。

　程穫が大金を払はらい、建築させたのか、最初からあった建物を奪うばったのか和かず穂ほには判わからなかった。

　竹林の中の庵いおりのように、屋敷は林の中に溶とけ込んでいた。どちらにしろかなりの手間をかけて建てられたのだろう。

　和穂は屋敷の中の広間にいた。断だん縁えん獄ごくから取り出した、柔やわらかい布で道服と髪かみについていた雨をぬぐっている。

　まめに装そう飾しよく品ひんの手入れをするようには見えない程穫だったが、屋敷の中にある机や椅い子すなどの調度品は、陶とう製せいの物で統一され趣しゆ味みの良さを示していた。

　和穂の前に座すわった程穫は、傷ついた右腕うでをさすっていた。

　傷を負った程穫の姿に、和穂は先刻のやりとりが夢ではなかったと思い知らされた。

　爆ばく燎りようは破は壊かいされたのだ。

「……どうして、爆燎さんを破壊したの？　あんなに綾りよう春しゆんさんを、大切にしていたのに……」

　机の上に置かれた斬ざん像しよう矛ぼうは、その本体のほとんどを切り裂さいた空間の中に沈しずめていた。

　今は只ただの棒の切れ端はしにしか見えない。

「爆燎をどうして壊こわしたかだと？　簡単だ。あいつが俺おれを殺そうとしたからだ。

　自分を殺そうとしたものに危害を加えて何が悪い」

「噓うそよ。最初、程穫は殷いん雷らいを破壊しようとしていたじゃないの！」

　上着を脱ぬぎ、程穫は傷口を確かく認にんしようとした。

「全すべては戦いだ。生きるか死ぬかの戦いで、相手を殺そうとして何が悪い」

　程穫の腕には無数の古傷があった。

　殷雷に受けた傷は、いまだ少しずつ血を吐はき出している。

　だが、奇き妙みような傷だった。何か細い物が刺ささったというより、火傷やけどを思わせる独特の爛ただれがあった。

「……大だい丈じよう夫ぶ？　その傷、殷雷につけられたの？　よく見えてなかったけど、殷雷は火傷を負わせるような攻こう撃げきをしていたの？」

　程穫は傷の爛れを指で擦こすった。

「憎にくんだり心配したり、忙いそがしい話だな和穂。これは火傷ではない」

　指に押おされ、爛れは伸のびた。そして、傷口を埋うめようとした。

「それは！」

「流りゆう核かく晶しようは、肉体を別の物に変える宝ぱお貝ぺいだった。一度、この肉体をドロドロに溶かして、粘ねん土どのようにし、その粘土で別の物を造っていたんだ」

「でも、流核晶はもう無いじゃない！　まさかさっきのは」

「心配はいらん。偽にせ物ものなんかじゃない。流核晶を使い続けるうちに、宝貝の力を借りずとも、自分の肉体をある程度動かせるようになったんだ。

　傷口を埋めるぐらいの芸当は造作無い」

　和穂の胸を嫌いやな予感が駆かけ巡めぐった。宝貝の力を借りずに、人間離ばなれした行こう為いが出来るのは危険な事ではないのだろうか。

　ゆっくりと、右の掌てのひらを閉じたり開けたりしていた程穫だが、だんだんと動きが滑なめらかになっていく。

　しばしの沈ちん黙もくの後、程穫は席を立った。

「どこに行くの、程穫！」

　面おも白しろそうに程穫は笑った。

「茶の一杯ぱいでも入れてやろう」

　だが、まだ戦いの余よ韻いんが残っているようで足元がおぼつかない。幾いくら自分の傷を治せるとはいえ、殷雷の棍こんに喉のどを思いっきり突つかれて只ただですむはずがない。

　言葉の端はし々ばしには、まだ息苦しさがうかがえられた。

　和穂は思わず席を立つ。

「お茶ぐらい、私が入れるよ。炊すい事じ場ばはどこなの？　程穫は休んでいて」

「前の廊ろう下かを右に突き当たれば、そこが炊事場だ。服が濡ぬれたんで着き替がえてくる」

「うん」

「俺の居ない間に、家や捜さがしするのは勝手だがな、逃にげたら連れ戻もどすぜ」

　自分は一体、何をしているんだろうと和穂は思った。

　目の前に居るのは、爆燎を破は壊かいした男だ。今までに宝貝を使い、何人も傷つけてきた男だ。

　だが、傷ついた姿を目まの当たりにして、程穫を憎にくむことは出来なかった。

　程穫の姿が消え和穂は静かにつぶやいた。

「殷雷、今いま頃ごろどうしてるのかな」
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　程穫は湯飲みの中の茶をすすった。傷の為ためか袖そでのゆるやかな服を着ている。

「どうだ、家捜しで面白い物は見つかったかよ」

　和穂は首を横に振ふった。

「家捜しなんかしてないよ」

「行ぎよう儀ぎのいい娘むすめだな。そうだ、俺の手の内を見せておこうか。

　俺が持っている宝貝を全すべて見せてやろう。

　とは言っても、壊こわれてしまってもう二つしかないんだがな」

　意外な言葉だった。和穂はもっと多くの宝貝を持っていると予想していたのだ。

　程穫はゴソゴソと左袖をまさぐり、一つの腕うで輪わを外した。

　流りゆう核かく晶しようと良く似た宝ほう珠じゆが飾かざられた腕輪だ。

　腕輪を机の上の矛ほこの隣となりに置く。

「この腕輪が、夢を操あやつる劾がい想そう夢む。そして、この矛が、切り裂さけぬ物はない最強の矛、斬ざん像しよう矛ぼうだ。

　以前は、これに時間を止める泥でい刻こく砂さと、姿を変える流核晶があったんだ。

　泥刻砂と流核晶で、今までの敵は倒たおして来たんだが、これからは斬像矛を使って戦うしかあるまいな」

　歯向かう敵は、斬像矛でブッタ斬ぎると程穫は言っているのだ。

「どうして、人を傷つけようとするの？」

「強い者が弱い者を倒し生きていく。そこに理由など必要あるまい。

　お前のように、甘あまやかされて育った人間には、修しゆ羅らの生きざまは理解出来ぬ。

　自分以外の人間は全て敵だ」

「だったら、私も敵なんでしょ？」

　程穫は嬉うれしそうに目を細めた。

「そうだ。だが、お前に殺されるのならば、それほど腹は立たん。

　兄のやり方に怒いかりを感じるのならば、そこの矛で俺を斬り殺すがいい。

　力だけが秩ちつ序じよなのだ。

　この古傷の数だけ、俺は傷つけられ金やら食い物を奪うばわれた。

　俺は泥どろをすすって生きていったさ。

　生き延びて、ゆっくりと力をつけていき、奪われる者から奪う者へと成長できた。

　俺は俺の望むまま、俺の力でこれからも生きていく。俺の行く手をふさぐものがあるならば、斬像矛で斬る」

　和穂は必死になり、言い返した。

「そんな理り屈くつ、それじゃ獣けものと一いつ緒しよよ。いや獣以下だわ。獣は自分が生きる為以外には、戦わないでしょう」

　怒る和穂の表情に満足し、程穫は言った。

「少しは理解出来たようだな。

　人間は獣以下なんだよ」

「そんな事はない！」

「和穂よ。俺とお前にどれだけの違ちがいがあるというのだ？

　捨てられた籠かごの中で眠ねむっていたお前は、仙せん界かいに行き、そこそこ幸せに育てられた。

　もしも、俺とお前の立場が逆ならば、お前も俺のような人間になっていたと思うがな。

　違うと言い切れるか？」

　和穂は答えられなかった。

「和穂よ。お前の為に俺は油断をしてやろう。斬像矛と劾想夢は、いつでもこの机の上に置いたままにしておく。

　俺を完全に憎めたなら、斬像矛でこの兄を殺してみろ。

　さて、夜もふけた。部屋は沢たく山さんあるから適当な場所で寝ねな」

　相手を恨うらみ、最初から相手の言葉を否定する事が出来ない和穂は、頭を押おさえながら、程穫の言葉を一つ一つ嚙かみ締しめていた。




　　　　二




　宿屋の寝しん台だいの上に殷いん雷らいは横になっていた。

　もう、何日も殷雷はそうして、何も喋しやべろうとはしなかった。

　何度も何度も問い掛かける綾りよう春しゆんに、背中を向けて答えようとはしない。

　それでも綾春は叫さけび続けた。その胸に二つに折れた爆ばく燎りよう槍そうを抱だき締めながら。

「殷雷さん！　殷雷さん！　どういう事だか説明して下さい！　ばくさんは、一体何を望んでいたのですか？　私の体がどうしたというのですか！」

　あまりにしつこい綾春に、殷雷はついに音を上げた。どのみち、隠かくし通せる話ではないだろう。

　背中を向けたまま、殷雷は口を開いた。普ふ段だんからは考えられないような、静かな声だった。

「綾春。お前の体は病びよう魔まに冒おかされていたのだよ」

　殷雷は、爆燎がどうして流りゆう核かく晶しようを欲ほしがっていたかを説明した。

　説明をきくにつれ、綾春の唇くちびるは小刻みに震ふるえていった。

「ばくさんは、私の為ために……」

「その考え方はやめろ。誰だれかの為に自分を犠ぎ牲せいにするのは、弱者の理論だ」

「ばくさんを愚ぐ弄ろうするのですか！」

「逆だ！……馬鹿者。爆燎はお前の為に戦ったが、お前を助け、自分も助かる為に全力を尽つくしていた。

　だが、負けて……破は壊かいされた」

　爆燎は破壊された。理り屈くつの上では修復も可能だろう。だが、殷雷はそう説明し、綾春を安心させる事は出来なかった。

　修理は可能だ。

　仙せん界かいに戻もどり、爆燎槍の創造者たる龍りゆう華かの術でならば復活も叶かなう。

　例え復活しても、綾春が仙界に行くわけにはいかない。

　どう足あ搔がこうが、綾春が爆燎と再会する可能性はない。

　背中越ごしに聞こえる、綾春のすすり泣きの声に、殷雷は首を絞しめられる思いだった。

　大声では泣かず、爆燎の死を乗り越えようとしていた。
















　爆燎は、自分の為に綾春が涙なみだを流すのを喜びはしないだろう。綾春はそう考え、必死に涙を堪こらえていた。

　殷雷はイライラとした。自分には何も出来ないのだ。

　綾春を慰なぐさめる言葉すら思いつかない。

「……ともかく、爆燎の願い、綾春の命を助けられたのだ。

　綾春よ。お前の故郷はどこだったっけ。

　どうせ俺おれも暇ひまな身だ、爆燎との約束もあるし送っていってやるぞ」

　流れる涙を押おさえて、綾春は怒ど鳴なった。殷雷すらすくむような、大きな声だった。

「何を言っているのです！　殷雷さん、和かず穂ほさんを助けに行かなくてどうするのです！」

　痛い所を突つかれ、殷雷の背中がピクリと跳はねた。

　殷雷は背を向けたまま、答えた。

「助ける？　誰を誰からだ？　兄と暮らす妹を引き離はなすのを助けるとは言うまい」

「殷雷さん！」

「！　いちいち怒鳴るな。馬鹿みたいに声だけはでかい奴やつだな。

　耳が痛くなっちまうぜ」

「和穂さんが、喜んで程てい穫かくのもとへ行ったとでも思っておられるのですか！

　和穂さんは、私の命を救う為ために程穫に屈くつしたのですよ。

　殷雷さん、和穂さんを助けに行くのです」

　ゆっくりと転がり、殷雷は綾春と顔をあわせた。鋭するどい目付きは、綾春の目をにらみつけていた。

「綾春よ。いい気になるなよ。お前が俺に命令出来る筋合いではないのだぞ！　龍華も護ご玄げんも俺には、命令していない。

　和穂とて、俺には頼たのみ事をしても命令なんざ、された覚えはない！　俺は誰の命令にも従ったりはしない！」

　殷雷の脳のう裏りをよぎる、泥どろの思い出。自由を無くして、命令に服従し、和穂と戦った記き憶おくが彼を過か敏びんに反応させた。

　真っ直すぐ伸のびた背筋、膝ひざの上には折れた槍やりを乗せ、綾春は言った。殷雷の視線を正面から受け止めている。

「ならば、好きになさい！　私が和穂さんを程穫の手から救い出します！」

「馬鹿を言え！　あいつは斬ざん像しよう矛ぼうを何のためらいもなく振ふり切れる男だぞ！

　その刃やいばの下に何があろうが、お構いなしに叩たたき切れる男だ！　お前が行っても一いち撃げきで両断にされるのが落ちだ！」

「だからといって、このまま和穂さんを見捨てるおつもりですか！

　綾春には、耐たえられません」

　殷雷は舌打ちした。爆燎並みの頑がん固こさではないか。

「……お前が程穫に殺されたら、爆燎の死が無む駄だになるだろう！　あいつの死を犬死ににしたいのか！」

　手の中の槍を綾春は力強く握にぎった。細い指が小さく震ふるえる。

「ばくさんは、殷雷さんに捨すて駒ごまと考えていた事を謝あやまっていましたね。

　私も誰かを犠ぎ牲せいにして生き延びるのは、嫌いやです。

　だから、和穂さんを助けに行くのです」

　綾春は立ち上がり、扉とびらへ向かおうとした。

　殷雷の手はいかせてはなるかと、綾春の編まれた髪かみをつかんだ。

「放はなしなさい、殷雷さん」

「待て。爆燎にお前の事を頼たのまれている。

　そうむざむざと無駄死にさせては、爆燎に合わせる顔がない」

　話すだけ無駄とばかりに、綾春は折れた爆燎槍を逆手に持ち、自分の髪を切り落とそうとした。

　間かん髪はつ入れずに、殷雷が刃やいばを握る。爆燎槍の刃は、すでに何も切れなくなっていた。

「判わかった、判った。綾春、手を貸してやる。俺が力を貸してやる」

　そんな説明では、綾春は納なつ得とくしなかった。

「手を貸す？　それは違ちがいます。

　私と殷雷さんで、和穂さんを助けに行くのでしょ？」

「どっちでも、一いつ緒しよだろうが！」

　髪の毛を殷雷の手から振ふりほどき、綾春は首を横に振った。

「いいえ、違います。命令されるのが嫌だとおっしゃいましたね？　ならば、命令などしません。

　ついでに、お願いもしません。

　殷雷さんも和穂さんを助けようと、考えておられるのなら、御ご一緒しましょう」

　なんで、俺の人生にはこう鼻っ柱の強い奴やつしか現れないのかと、殷雷は溜ため息をつきながら首を縦に振った。

「判った。俺も和穂を助けたい。だから、一緒に行動しよう。これでいいな？」

「はい！」

　綾春の顔にいつもの笑え顔がおが戻もどった。殷雷は何な故ぜかホッとした。
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　宿屋の女将おかみに分けてもらった、絹の布に殷雷は爆燎を包み込んだ。

　そして、寝しん台だいの上に置く。

　振り返り、椅い子すに座すわり、口を開いた。

　殷雷の前には綾春が座っている。

　お互たがいに少しは落ち着いていた。

「程穫は油断がならぬ。少し考えてから、攻せめた方がいい」

「……和穂さんが、抜ぬけ出して来る可能性はないでしょうか？」

　殷雷は目の前で大きく手を振った。

「あいつは妙みように律りち儀ぎでな。自分が程穫の所に行くのと引き換かえで、流りゆう核かく晶しようを手に入れているだろ？　約束を破って逃にげ出すような真ま似ねが出来ない性しよう分ぶんだ」

「和穂さんらしいと言えば、和穂さんらしい話ですねえ」

「……どちらにしろ、和穂を奪うばい返せばすむ問題ではない」

「程穫と戦って、宝ぱお貝ぺいを奪わなければならないのですね？」

「ま、そうするしかない」

　出来るのか？　自分の言葉に、殷雷は疑問を覚えた。程穫を殺さずに宝貝を奪おうとして、この前の失態が起きたのではないか。

　自分の甘あまさが、ここまで致ち命めい的に感じられた事は今までになかった。

「難しいですねえ。程穫が持っている斬ざん像しよう矛ぼうは、この世に斬きれぬものは無い、最強の宝貝なんですから」

　最強という単語を耳にし、殷雷は馬鹿馬鹿しそうに首を振ふった。

「最強？　はん。少しでも仙せん術じゆつにゆかりのある者なら、最強なんて言葉は使わぬぞ。

　仙術は、その基本を混こん沌とんの無限の可能性においているのだ。

　最強とは、発展の行き止まりを意味しておるのだぞ！

　最強の宝貝が存在するなら、それ以外の宝貝の存在価値が無くなるだろうよ。

　何の為ために我われ等らが宝貝が、ひょうたんやら、耳みみ飾かざりや、槍やりに刀に砂時計の形をしていると思う？　平均点において、勝まさる宝貝があったとしても、一芸に秀ひいでる宝貝の前ではガラクタ同然、一芸に秀でた宝貝は、その宝貝対策を施ほどこした宝貝の前には、これまたガラクタ同然だろうが。

　仙術の創始者にして、仙人の頂点を極きわめている五仙にしても完全無欠ではない」

　綾春は首を傾かしげた。

「頂点を極めるのと最強では、意味が同じなのではないですか？」

「話はちゃんと聞け。

　頂点を極めた仙人が五人もいる時点で、頂点という言葉を便べん宜ぎ的に使っているだけなのが判わかるだろ。

　絶対に辿たどり着けない頂点があり、その頂点に己おのれの力の限りを尽つくして近寄ろうとするのが、仙人の考えだ。

　五仙は他の仙人と比べて、圧あつ倒とう的なまでに頂点に近づいているに過ぎん。

　陰いん極まれば陽ようとなり、陽極まれば陰となる、だ。

　だが、陰と陽は違ちがう。

　仙せん術じゆつの発想をもって、最強の物を造ろうなどとは、仙術の根本も判ってない大馬鹿者の戯ざれ言ごとだ」

　殷雷の口調にいつもの調子が戻もどり、綾春は嬉うれしくなった。

「やっと、私の知っている殷雷さんらしくなりましたね」

「うるせい」

「はいはい、失礼いたしました。

　私には仙術の理り屈くつはよく判りませんが、斬きれない物は無いとくれば、やはり最強の武器ではないのでしょうか？」

「そうでもない。当たらなければ、斬られはしない。

　斬られる前に破は壊かいすれば、いいだけの話だぜ」

「そうでしょうか？　理屈ではそうでも、殷雷さんは相手の攻こう撃げきを受ければ、負けてしまうのでしょ。

　簡単な話ではないのでは？」

「簡単な話ではない。だが、絶対に不可能という程ほどのものでもない。

　古代の剣けん術じゆつ体系には、受けを一いつ切さい考えずに編まれたものもある。当時の剣はもろくて、剣を受ければ折れてしまったのだ。

　その剣術で戦えば、どうにかなる。

　己おのれが宝貝だから、ついつい大たい抵ていの攻撃は受け止められると油断しがちになるのが、武器の宝貝の隙すきだからな」

「殷雷さんは刀なのに、剣術がお得意なのですか？」

「一応、普ふ通つうの武器ならなんでも使えるだけだ」

　綾春は光明が見え、ホッとした。殷雷の言葉から、程穫が勝てない相手ではないと少しは安心出来た。

「凄すごいですね。斬れない物はない宝貝でも、どうにか戦う術はあるんですから」

　この世に斬れない物はない、斬ざん像しよう矛ぼう。

　殷雷は、目の前の斬像矛にとらわれ、恐おそろしい見落としをしていたと気がつく。

　生なま唾つばを飲み込む殷雷に綾春は声をかけた。

「……どうしたんです？　急に深刻な表情をなされて。

　何か問題でもあるんですか？」

　殷雷は、己おのれの間ま抜ぬけさを呪のろった。

　和穂の兄と、斬像矛という厄やつ介かい事ごとに注意力のほとんどを使っていたのだ。

　殷雷の頭の中で、今までの謎なぞが音を立てて崩くずれさっていった。

　どうして、程穫は宝貝王を名乗り、こんな騒そう動どうを仕し掛かけたのか。

　奴やつは自分の存在を示す必要があったのだ、噂うわさという形でこの地上の隅すみ々ずみにまでも。

　夢を操あやつる力を持つ人間が、どうして噂に頼たよらなければならないのか。夢を送りつければそんな手間はいらぬはずだ。

　夢が届かない相手がいるのだ。

　程穫は、斬像矛に利用されている。

　和穂との遭そう遇ぐうは、斬像矛の目的の前に起こった、ささやかな事件に過ぎない。

「そうか、そうだったのか」

　斬像矛に操られ、程穫が悪人になっているのではない。

　斬像矛がいようがいまいが、程穫は程穫に変わりがない。

　宝貝王を名乗り、他の宝貝使いと戦わせるという余興を思いついたのは奴やつだ。

　斬像矛は余興の影に自分の目的を潜ひそませているのだ。程穫は踊らされている。

　斬像矛。

　金色に輝かがやく、斬像矛の蛇へびの目を殷雷は思い出した。

「やばいぞ、綾春！」

「はい？　どうしました」

　この世に斬きれぬ物はない矛ほこ、斬像矛。

　斬像矛の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵。互たがいに己の存在を賭かけて、相手の存在を否定しなければならない相手。

　今、この瞬しゆん間かんだけ、最強という言葉を殷雷は斬像矛に使った。

「この世に斬れぬ物はない最強の矛、斬像矛。

　その硬かたさに防げぬ物はない無敵の楯、剛ごう羅ら楯じゆん。

　斬像矛は剛羅楯を呼び寄せようとしているんだ！」

「はて、よく判わかりませんが。もしお呼びになりたいのでしたら、夢を送ればいいのではないでしょうか」

「剛羅楯は一いつ切さいの攻こう撃げきを無効化する。

　それが夢でも、外部から送られた夢ならば遮しや断だんしてしまうんだ。

　剛羅楯を呼び寄せるには、噂うわさをばらまくしかなかった。

　それが宝貝王の騒さわぎだ。単純に斬像矛が九きゆう遥よう山さんにいるというだけでは、情報にはなっても噂にはなりにくい。

　宝貝王という胡う散さん臭くささを、付け加えて噂の伝でん播ぱ力りよくを上げてやがったんだ」

　綾春には、殷雷がどうしてそんなに驚おどろいているのか、判らなかった。

「あのぉ、殷雷さん。

　それがどうして大変なのでしょうか？

　綾春には、理解出来ないのですが」

　口の中が渇かわいていくのを感じつつ、刀の宝貝は言った。

「矛ほこと楯たてがぶつかればどうなる？」

「あら、それこそ矛む盾じゆんしています」

「もともと、矛と楯の基本設計は龍華が考えたものではないのだ。

　名前は知らぬが、他の仙せん人にんが自分の理論を証明する為ために、矛と楯の設計を行った。あくまで設計だけで、実際には造っていない。

　それをあの馬鹿仙人の龍華が、ちょいとした好こう奇き心しんの為に、設計図を元に造ってしまったのだ」

「それで、ぶつかると……」

「仙人が証明したかったのは、無の創造についての理り屈くつだ。『何も無い』を造るにはどうしたらいいかという理論でな」

「ごめんなさい。結論だけでよろしいですから、教えて下さい」

　殷雷とて、武器の宝貝である。

　斬きれぬものはない武器や、防げぬものはない楯に興味はあった。

　他の武器の宝貝も同じように、興味を持っていた。

　封ふう印いんの中で、彼らは色々と調べ上げ、矛と楯の素す性じようと、互たがいにぶつかった時にどうなるかを調べ上げていたのだ。

「判わかった。

　斬ざん像しよう矛ぼうと剛ごう羅ら楯じゆんがぶつかれば、お互いの存在がぶつかり合い、巨きよ大だいな爆ばく発はつが起きる」

「爆発？」

「互いの存在を打ち消しながらの爆発だ。その爆発の後には、『大だい消しよう滅めつ』が起きる。

　斬像矛も剛羅楯も、有限の大きさしかないから、全すべてが消滅するとは言わぬ。

　大体、山が一つぶんぐらいは消し飛ぶぞ」

　綾春も慌あわてる。

「まあ大変。それじゃ山が吹ふき飛んだ跡あとには大きな湖ができますね」

「いや、そうではない。爆発が起き、続いて大消滅が起きて、山と同じ大きさの『無』が出来るんだ。

　無なんてものは、普ふ通つうには存在出来ないから、周囲の物が無をなくそうと、無に吸い込まれていく。

　無を中心として、大地が吸い込まれ巨大な窪くぼ地ちになる。ま、でっかい蟻あり地じ獄ごくだな。

　それで、大陸が充じゆう分ぶんでかければいいが、もしも大陸の大きさが足りなけりゃ、大陸の端はしが海よりも低くなってしまう。

　そうなれば海水が流入し、大陸は海の底になっちまう」

「すごく大変なのではないでしょうか？」

　殷雷は、ゆっくりとした綾春の驚おどろきに、自分の髪かみの毛を搔かきむしった。

「すっごく大変なんだよ！　急がねば、やばいぞ」

「でもですね、斬像矛と剛羅楯は、互いにぶつかれば自分の身が危ないのを知らないのですか？」

　そこが、問題の厄やつ介かいな所だと殷雷は考えていた。

「知っている」

「それならば、大だい丈じよう夫ぶなのでは？」

「知ってはいるが、納なつ得とくはしていない。

　心の底では、自分の方が優すぐれていると考えていやがるんだ。大消滅が起きても、自分だけは生き延びると考えてやがる。

　あいつらにとっても、危険な賭かけには違ちがいない。

　だがな、己おのれの存在意義を賭けて戦わない訳にはいかないんだ」

　綾春はコクリとうなずいた。

「ゆっくりしている場合ではないですね」

「そうだ。判わかったなら、さっさと行くぞ和穂！」

　一瞬の間。

「私は和穂さんじゃありませんよ」

「うるせい、ともかく行くぞ！」
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　熱熱熱。己おのれの毛穴から吹ふき出すのは、汗あせではなく水蒸気か？　いや、ほんの僅わずかでも水に縁えんのあるものではない。

　体の内部に熱は籠こもり、熱は炎ほのおとなって迸ほとばしるのか。それとも、既すでに肉体はなく、純じゆん粋すいな炎の塊かたまりになっているのか。

　男は考え続けた。

　考える事しか出来ず、考えるのを止やめれば自分は只ただの炎になるような気がした。

　本当に炎なのかと男は考えた。

　炎には全すべてを焼き尽つくす激しさがある。己の身には激しさはない。

　純粋な熱か、たちの悪い熱病にうなされている気がする。

　熱病に冒おかされ、見ている悪夢なのか。

　男はそんな気がした。

　だが、悪夢にしては純粋すぎる。目も見えず音も聞こえず、臭においもない。ただ、とてつもなく熱い皮ひ膚ふの感覚だけがあった。

　熱さ以外に何もない悪夢などあるのか。

　焼かれる熱さの激しさはなく、蒸むされるしつこい熱さがあった。

　男は、自分の体が歩いているのを知っていた。

　自分の意思で歩いているのではなく、誰だれかに操あやつられているのだ。

　誰が操っている？

　男は考え続けた。

　熱で脳のう髄ずいが溶とけるのではないかと、不安になった途と端たん、男は地面に倒たおれた。

触しよつ覚かく以外、ふさがれていた五感が全て元に戻もどり、男は草の臭いをかいだ。

　虫の音を聞いた。明るい陽の光を見た。乾かわいた肌はだに風を感じた。

　汗を流していない不自然さに、男は己の体を触さわろうとした。

　右手は自由に動く、だが左手は何か重い物をしっかり握にぎっている。

　必死に顔を動かし、左手を見た。

　そこにあったのは楯たてだった。

　太陽の光を浴び、金色に輝かがやく大きな楯だ。

　細長い四角の楯に、左手は下した敷じきになっている。

　かなり重そうだが、左手は圧あつ迫ぱく感かんを感じていない。

　男は楯の表面を見た。

　楯の表面には無数の彫ほり込みがあった。鷹たかや鷲わし、豹ひように虎とら、龍りゆう、狼おおかみ、蛇へび、鯱しやち、人、熊くま……無数の生き物で埋うめ尽つくされていた。

　男は目をしばたたかせた。ありとあらゆる生き物の姿がそこにある。ゴチャゴチャと互たがいの隙すき間まを埋めようとひしめきあう図ず柄がらだ。

「これは一体、何だ！」

　男の心に答えが返る。

『少しは正気に戻ったか。ならば、もう休きゆう憩けいは終わりだ』

「お、お前は誰だ！」

『何度その質問をしたのか、覚えていないのか。我わが名は剛ごう羅ら楯じゆん、楯の宝ぱお貝ぺいだ』

「た、助けてくれ！」

『生あい憎にく、そうはいかん。もうしばらく付き合ってもらうぞ』

「は、放はなしてくれ」

『無む駄だな抵てい抗こうはよせ』

　楯が直立し、それに引きずられるように男は立ち上がった。

　男の身長ほどの高さを持つ剛羅楯は、作動しはじめた。

　外部から見れば、男の身には何も起こっていないように見える。

　だが、剛羅楯は男を外部から完全に遮しや断だんしているのだ。

　光を閉ざし、音を遮さえぎり、空気の流れすら止める。

「だ、出してくれ！」

　男の叫さけびは無視され、両足が勝手に動き出した。剛羅楯は男の体を操あやつっていた。

　汗あせを流せば、水分の補給が必要になるので最小限に止とどめる。お陰かげで男の体温は、致ち命めい的な体温の寸前にまで上じよう昇しようしていく。

　空気に代わり、己おのれの力を分け与あたえ、肉体を動かし続ける。

　重要なのは肉体であった。

　男の神経が、今の状じよう況きようをどう感じようが問題ではない。

　九きゆう遥よう山さんはすぐそこだ。

　決着の時は来た。

　その瞬しゆん間かんまで、男が生きて正気でいてくれれば良いのだ。

　やせ衰おとろえ、髪かみを振ふり乱し、亡もう者じやを思わせる男を従わせ、剛羅楯は進んでいった。
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　和かず穂ほと程てい穫かくが立ち去った広間。机の上には劾がい想そう夢むと斬ざん像しよう矛ぼうが置かれたままだった。

　程穫の気配が完全に消えたと考え、劾想夢は僅わずかに人の形を取った。

　うすぼんやりとした、影かげのような形で腕うで輪わに重なっている。

「ちょっと、斬像。どうしよう。和穂と程穫を一いつ緒しよにするのは、まずいんじゃないの。

　このまま程穫の性格が丸くなったら、今までの努力が水の泡あわじゃない。

　せっかくここまで、ろくでもない奴やつになったんだから、あいつには、もっと非道になって欲ほしいじゃない。

　斬像もそう思うでしょ。

　どうする。また記き憶おくをいじっちゃう？　和穂を殺してしまうような、記憶をでっち上げようよ。

　ねえ、聞いているの斬像？」

　斬像も同じように、半はん透とう明めいのまま姿を現した。

「その必要はない。間ま抜ぬけの劾想よ」

「私の何が間抜けなのよ！　それに、その必要はないって何よ」

「……決戦の時は来た。

　奴が近くまで来ている」

「や、奴って誰だれよ？　まさか！」
















「今いま頃ごろ気がついたのかい、劾想」

「剛ごう羅ら楯じゆん！」

「その通りだ」

「私を騙だましてたのね！」

「一々確かく認にんを取らなければ、自分が利用されていたのも判わからないのかい？　そうだ、お前は利用されていたんだよ。我われ等らが戦いの為ためにな。

　生あい憎にく私の機能は、全すべてを斬きるという一点だけに絞しぼられているんだ。爆ばく燎りようみたいに、使用者の体を操あやつるって訳にはいかない。

　ところが、剛羅は使用者の体を操れるんだ。理り不ふ尽じんだとは思わないか？

　だから、程穫のような人間が必要だったのだよ」

「判らない、なぜ程穫が」

「並みの使い手なら、我等の戦いには臆おくしてしまうだろう。程穫のような、生きる気き迫はくを無くした人間が必要なのだ」

「何言ってるのよ！　程穫のどこが生きる気迫の無い人間よ。自分だけは、何があっても生き延びようとする奴じゃない」

「馬鹿には判らないよ」

「あんた、自分が自殺しようとしてるのが判わかっていないの？」

「……剛羅は使用者の肉体を操れる。私には出来ないのにだ。

　ここに、何かを感じないか？

　私は斬る機能の為に、使用者を操れないのだ。逆に言えば、操れる剛羅楯は、防ぼう御ぎよ能力に限界があるやもしれぬ」

「正気じゃない！　そんなの龍りゆう華かの気まぐれでしょ」

「勝算はある！」

「程穫に言いつけてやる！　大だい消しよう滅めつが起きるのが判ってて、あんたを剛羅と戦わせる奴なんかいないんだから」

　斬ざん像しよう矛ぼうは笑った。

「そうかい。ならば行くがいい。お前が人の形を取れたと知ったら驚おどろくだろうね」
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「飯を食いたくないなどというのは、最低のワガママだぞ」

「……判ってる。でも、本当に食べたくないの」

　和穂は小さな部屋にいた。

　部屋の端はしには寝しん台だいがあり、窓まど際ぎわには机が置かれている、ただそれだけの部屋だ。

　装そう飾しよく品ひんの類たぐいもなく、みようによれば監かん獄ごくのようでもある。

　部屋の片かた隅すみには、殷いん雷らいの棍こんが立て掛かけられていた。和穂はゆっくりと席を立ち、棍を手に取る。そして、首を横に振ふり、断だん縁えん獄ごくの中に棍を収納した。

　程穫の怒いかりは、妹の身を案じてのものか、自分の命令に従わない事へのものなのか。

　和穂は程穫の顔を流れる汗あせに気がついた。とてもじゃないが、暑くはない。少しばかり肌はだ冷びえがするぐらいだ。

「どうしたの、その汗？　どこか具合でも悪いんじゃ」

　慌あわてて程穫は汗を拭ぬぐった。

「気にするな。たまに汗が止まらなくなる時があってな。

　別に苦しくはないから大だい丈じよう夫ぶだ」

「原因をはっきりさせないと。病気かも知れないよ」

「は。俺おれはこの間まで、流りゆう核かく晶しようを使っていたのだぞ。

　自分の体の不調は、すぐに治していた。それにそんな大おお騒さわぎするような不調など、一度もなかった。

　この古傷は、己おのれの弱さを忘れぬ為ために、わざと残しているのだ」

　強がってしゃべりながらも、程穫の額からは汗が流れていた。それを拭う手にも汗が流れている。

　体が上気しているのでもないのに、流れ続ける汗は病的だった。

　しかし和穂には汗の理由は判らなかった。

「食いたくなければ、好きにしろ。どうせ保存食と大して変わらぬ物だから、食いたくなったら勝手に食え。

　俺と顔を突つき合わせて、飯が食いたくないのならば、そう言え」

「そうじゃない。本当に、何も喉のどを通らない気分なの」

　背を向け、扉とびらに向かおうとする程穫を和穂は呼び止めた。

　何かと思い、程穫は振ふり向く。呼び止めた事を後こう悔かいした表情で、和穂は言った。

「て、程穫。

　あなたなら知っているんでしょ？　お父さんと、お母さんはどうしているの？」

　程穫は優やさしく笑った。

「何、心配するな」

「生きているの！」

「心配するなと、言っただろ。お前の手は煩わずらわせぬ」

「？」

「既すでに始末してある。当然の報むくいだろう」

　悲しみではなく、和穂は全身の力が抜ぬけるのを感じた。怒いかりではなく、無表情になる和穂の顔を程穫は見た。

「お前が来ると判わかっていたなら、記き念ねん碑ひ代わりに墓でも立てておけば良かったな」

　涙なみだが流れないのが、和穂にはとても不思議だった。只ただ、頭の中でガンガンと音が鳴るだけだ。

　死とは、会えなくなる事だ。

　生きていれば、どんなに可能性が低くても会えるかもしれない。

　和穂はそう考えていた。生きている者から見た、他の人間の死をそう理解していた。

　会った事もない人間に、会えなくなる。

　それが悲しみを呼べるのだろうか。

「涙の一つも流さぬか。もとより、お前は親には会いたがっていなかったからな」

　頭の中の音はさらに大きくなった。

　悲しいのだ。だが、悲しみを実感出来ないのだ。誰に会えなくなったのか、判らないのだ。

　つまらなさそうに、程穫は言った。

「噓うそだ。俺が始末しに行った時には、既すでに事故で死んでいた」

「本当？」

「本当だ」

　程穫の言葉に、和穂はなぜかホッとした。

　少なくとも、実の兄が親を殺してはいなかったのだ。

　その時、窓が破られた。

　窓枠わくを叩たたき切りながら、一つの影かげが部屋の中に飛び込んできた。

「やっぱし、お前とはケリをつける必要があるな、程穫よ」

　スラリと背筋を伸のばした綾りよう春しゆんが、腰こし帯おびに黒い鞘さやを付けていた。右手にはギラリと刃やいばを光らせる殷雷刀を持っている。

「綾春さん！　殷雷も！」

　綾春はいつもの声で答えた。

「あらまあ、和穂さん。

　助けに参りましたよ」

　目に入ろうとする汗あせを拭ぬぐい、程穫は低い声で言った。

「やはり来たか。今度は殺してくれる」

　殷雷との間合いを取りながら、程穫は袖そでの中に手を入れ、扉とびらを背後に背負う。

　今、斬ざん像しよう矛ぼうが手の中に無いのを勘かんづかれてはまずい。

　さすがに殷雷も、程穫の一いち撃げきに細心の注意を払はらい、うかつには打ち込まない。

　そこに程穫の逃とう亡ぼうを許す隙すきがあった。

　程穫は、踏ふみ込むと見せ掛かけ、地面を足で叩たたき、一気に扉から逃にげた。

　驚おどろきながらも殷雷は後を追おうとするが、綾春はそれを良しとしない。

　刀を持った綾春は和穂の前に立った。

「和穂さん。つらいとは思いますが、やはりあなたが程穫と戦わなければなりません。

　己おのれが己である為ために、戦わなければならない時はあるのです。

　さぁ、頑がん張ばって、程穫の手から宝ぱお貝ぺいを取り戻もどして下さい」

　右手の刀を、そっと和穂に渡わたす。

「綾春さん、ありがとうございます」

　跳はねるように、和穂は程穫の後を追い、廊ろう下かを走った。程穫の姿は見えなかったが、足音からどこを逃げているのか、判別出来た。

『殷雷、やっぱり来てくれたんだね』

『け。別にお前の為だけじゃねえ。ちょいと厄やつ介かいな事になったんだ』

『え？』

『剛ごう羅ら楯じゆんという宝貝がある、これは……』

　程穫を追いながら、殷雷は和穂に矛ほこと楯たての説明をした。

『それじゃ、程穫は斬ざん像しよう矛ぼうに操あやつられて、あんな事を？』

『恐おそらくな』

　程穫の足音が止まった。程穫の姿を捉とらえると、そこには一人の女がいた。

　濡ぬれた短い髪かみの女だ。広間の入口で程穫を押おし止めようとしたが、突き飛ばされた。

　和穂は女のそばに寄った。

「あの、あなたは？」

「私は、劾がい想そう夢む。程穫を止めて！　剛羅楯が近くまで来ているの！」

「何だと！」

　和穂の声で、殷雷は叫さけび、部屋の中に飛び込むと、程穫は既すでに斬像矛を構えていた。

「さて、切り刻んでくれようか」

　和穂は程穫に訴うつたえた、殷雷は隙すきなく構えている。

「待って、あなたは斬像矛に利用されているのよ！」

「ふん。何を言い出すかと思えば。斬像矛が俺を利用しているだと？　こんな意思もない宝貝が」

　劾想夢も急いで、部屋の中に入って来る。

「本当よ！　剛羅楯という、全すべての攻こう撃げきを防ぐ楯がいて、斬像矛はそれと戦いたがっているの。

　でも、二人がぶつかれば、大だい消しよう滅めつという凄すさまじい破は壊かいが起きる！」

「女よ。もしそれが本当ならば、この程穫がむざむざ楯と戦うと思うか。

　それに、今まで俺が斬像矛に利用されていたとは聞き捨てならぬな」

「信じなさいよ！　斬像矛にはちゃんと意思があって、人の形まで取れるのよ。

　あんたを利用する為ために、なんの意思もないふりをしていたの。……私もだけど」

「俺は今までに、誰の指図も受けた覚えはないと言っているのだ」

　劾想は頭をかきむしった。

「ええ、そうでしょうよ。あんたは気がついてなかったでしょうけど、私はあんたの記き憶おくを今までに何度も修正しているのよ。

　判わかる？　あんたを出来るだけ非道の矛使いにしようと思って、都合のいいように記憶をいじっていたのよ。

　あんたの人生は、あんたが知っている人生より、遥はるかにましなのよ」

　程穫に僅わずかでも隙が出来ないかと、殷雷は和穂を身構えさせたが、隙は全く現れなかった。

　だが、程穫は確かに動どう揺ようし始めていた。汗あせの量がだんだんと増えていく。

「記憶を操あやつるだと？　どういう意味だ！」

「あんたの人生は、そりゃまあ平へい凡ぼんな人生とは言えないし、血で血を洗うような部分もあった。

　けどね、たまには人の優やさしさに触ふれた時もあったのよ。

　何とか手に入れた食料を、半殺しに殴なぐられて奪うばわれた事もあった。

　その後に、あんたの傷を手当てして食事を与あたえてくれた、名も知らぬ人だっていたの。

　そんな記憶は、私が片かたっ端ぱしから消させてもらったけどね」

　今まで歩んだ、人生を簡単に否定されたのだ。程穫は、自分の足元がぐらつくのを感じた。

「俺の人生は全すべて噓うそだというのか！」

　劾がい想そう夢むは言った。

「いいえ。あんたが他人を傷つけたのは全て本当よ。あんたの苦しみは全て本物。

　だけど苦しみを癒いやしてくれるような事も充じゆう分ぶんにあったの」

　刀を手にした和穂は言った。

「噓をつけ。お前らはそんな昔から地上にいたのではないだろ。程穫の人生にかかわれる程ほど昔から」

「斬ざん像しよう矛ぼうの力で地上に降りたのは、今から二百年以上前なのよ。

　和穂。あんたは人間界に影えい響きようがでないようにと、地上に降りたらしいけど、どれだけ無意味か判わかる？

　あんたが来る二百年の間に、どれだけ歴史が変わったんだろうね。知る術すべはないけど。

　これで、判ったでしょ程穫。

　あんたは斬像矛を使う、非道のろくでなしになる為ために育てられたのよ。

　噓じゃないよ、斬像矛がどう言い逃のがれするか楽しみだね」

　和穂は小さくつぶやいた。

「そんな、酷ひどい」

　斬像矛が揺ゆらぎ、影かげのような女の姿が現れた。矛の形はそのままで幻まぼろしのように程穫にまとわりつく。

　今こそ攻せめる時かと殷雷は考えたが、程穫の構えにやはり隙すきはない。

　それどころか、真実を知る邪じや魔まをする奴やつは許さないという、気き迫はくがあった。

　金色の髪かみの女は、程穫の耳に囁ささやくような仕し種ぐさをした。だが、その場にいたものの耳には全すべて届くような、よく通る声だ。

「言い逃れはしないよ、劾想。

　程穫。劾想の言ったのは全て真実さ。

　お前は孤こ独どくにうち震ふるえるガキの時代を送ったと考えているかもしれないが、そうではなかったのさ。

　私と劾想が、色々とお前の世話をした。

　死なないように、どれだけ気を使ったか。

　生き延びて、お前を殺そうとした人間に復ふく讐しゆうをしてもらわねばならんしな。

　お前の感じた孤独は、そうだな……人間の存在も判らない、馬鹿な金魚のようなものだな。

　金魚鉢ばちの中の一匹ぴきの金魚だ。己おのれは孤独だと思っていたかもしれないが、ちゃんと世話をされていたんだよ。死なない程度にはな。

　間ま抜ぬけな金魚は、牙きばの剝むき方を覚えてくれた。相手がどんな弱者であろうが、お前の邪魔をする者は容よう赦しやなく叩たたき潰つぶす人間にだ。

　まさに狙ねらいどおりだ」

「……貴様！」

　程穫の怒いかりに屈くつせず、蛇へびの目をした女は喋しやべり続けた。

「さあ、どうする程穫よ。全ては劾想と私の仕し業わざだったんだ。

　本当に奴隷商人は存在したのかな？　医者は本当に世間体を考えていただけなのか？　医者の妻は、死んだわが子ではなく、本当に程穫を愛してくれていたのではないか？

　判わからないよねえ。

　判断の基準になる記き憶おくが、信用出来ないんだから」

「そうと、判れば貴様の指図など」

「それで、これからは心を入れ換かえて、真ま面じ目めに生きるかい？

　これからの人生を、償つぐないの人生として生きるかい？

　それもいいかもな、可愛かわいい妹もいるし。

　安心しろ、和穂はお前の妹だ。この記憶には関かん与よしていない。

　だがな、誰もお前の償いなど望んでいないのだよ。

　お前に痛めつけられ、殺された人間が、お前が全まつとうな人間になるのを望んでいると、少しでも考えるか？

　お前を哀あわれに思い、情けをかけたのに、お前はそいつにどれだけ酷ひどい仕打ちをしたか。

　お前の償いを求める者など、この世にはいやしない。

　思い出せ、お前はあの医者に復ふく讐しゆうしたな。お前の姿を見た時、医者は喜よろこぼうとしていたのではないか。

　行方ゆくえ不ふ明めいになった、我が子との再会。それを喜ぼうとする表情がなかったか？

　医者が声を上げる前に、お前は刀を奴の心臓に突き刺したな？」

　程穫の全身の汗あせは、水を頭から被かぶったような量になっていた。

「黙だまれ！」

「黙らないよ。今まで手塩にかけて育てた程穫が悩なやんでいるんじゃないか。

　お前に代わって、私が考えてやるよ。

　お前を救えるのは無だけだ。死でも物足りない。

　魂たましいすら消しよう滅めつさせる程ほどの完全な無だけが、お前を救えるのさ。

　私はお前に無を贈おくってやれるぞ。

　剛ごう羅ら楯じゆんと私の戦いは、使用者すら消滅させてしまうだろう。

　全すべての後に残るのは、力を殆ほとんど消しよう耗もうしつくした、私の残ざん骸がいぐらいだろう。

　でも、それでいいのだ。

　剛羅楯は完全に消滅したのに、私だけが残る。それを証明出来さえすればいいのだ！」

　斬ざん像しよう矛ぼうの構えがふいに下がる。

　間かん髪はついれずに、殷雷刀の刃やいばが走り、程穫の右腕うでを深く斬きる。

　だが、次の攻こう撃げきの前に、程穫は再び構えを取り直した。

　程穫は、自分の腕に痛みがないと気がついた。

　程穫の疑問に斬像矛が答える。

「さあ、悩んでいる暇ひまはないぞ程穫。

　お前の体は崩ほう壊かいしようとしている」

「なんだと！」

「流りゆう核かく晶しようの副作用さ。あまりに何度も何度も流核晶を使い続けると、肉体が緩ゆるんでくるんだ。粘ねん土どに水を含ふくませたようなもんだ。そのうち粘土は泥どろになる。

　まあ、悪い事ばかりではない。崩壊の初期段階では自分の肉体を自在に操あやつるのも可能だからな。

　傷口ぐらいはすぐにふさげられる。

　今の傷も大して痛くはなかろう。

　しかし、ゆっくりしている暇はないぞ。もはや、お前の崩壊は加速度的に進む。

　早くしなければ、死んでしまうぞ。

　死ではお前は救われない、完全なる無だけがお前を救えるのだ」

　汗あせに色が付いていた。肉の色だ。粘土人形の形を変えるように、程穫の傷口はすぐに埋うまった。

「……無か」

「そうだ、無だ。お前の噓うそで固めた人生の終末には相応ふさわしいと思うがな。

　さあ、楽になるぞ。考える魂たましいすらない平へい穏おんな世界だ」

　和穂は叫さけぶ。

「程穫！」

　程穫の目が虚うつろになっていた。だが、体に染しみ込んだ、戦う本能は隙すきを見せない。

　程穫の声からは生気が完全に消えていた。

「剛ごう羅ら楯じゆんは近いのか」

「判わかってくれたか。では行こう、剛羅楯との決着を付けるため」

　程穫はユラリと動き、机を粉ふん砕さいした。矛ほこの動きに迷いがない。

　止やむなく殷雷は一歩引いた。

　扉とびらに向かうかと思われた程穫は、壁かべに向かい、壁を破は壊かいした。

　同時に、壁のそばの劾がい想そう夢むを叩たたき斬る。

　胴どう体たいをなぎはらわれ劾想夢は破壊された。

　壁を切りながら、駆かける程穫を和穂は追った。







　　　終章







　林の中を程てい穫かくは駆かけた。殷いん雷らい刀とうを持った和かず穂ほは後を追う。

　程穫は和穂と互ご角かくの速度で、駆け続けた。

　少し沈しずみかけた陽ひの光が、二人の長い影かげを照らしていた。

　殷雷は、間合いが詰つめられない焦あせりを感じる。

『すばしっこい奴やつめ！』

『……程穫は可哀かわいそうだよ』

『やかましい！』

『自分の記き憶おくが、操あやつられて、そいつの都合のいいように変えられていたのよ』

『黙だまれ。だからどうした？　奴を止めるしか俺おれたちには手はない』

　二匹ひきの豹ひようのように、和穂と程穫は林を駆け抜ぬけ、平地にでた。

　彼方かなたに人影が見える。

　陽を背中にしているが、その手には大きな楯たてを持っているのが判わかる。

『あれが、剛ごう羅ら楯じゆんだ！』

　剛羅楯までにはまだかなりの距きよ離りがある。

　殷雷はゆっくりだが、程穫に追いつきつつあると確かく認にんした。

　程穫の速度が落ちた理由も、殷雷には判わかった。

　だんだんと崩ほう壊かいが酷ひどくなっているのだ。規則正しく動いていた手足が、だんだんと調和を失い始めていた。

　どこで追いつくか？　殷雷は必死に計算した。

　どうにか、剛羅楯の手前で程穫には追いつく。

　だが一度しか、攻こう撃げきは出来ない。

　一度の攻撃で程穫を止める必要があった。

　だんだん、程穫の背中が近寄ってきた。

　がら空きの背中だ。殷雷に斬きりつけられようとも、剛羅楯に刃やいばを叩たたきこむつもりだ。

　どうやって、程穫を止める？　殷雷は悩んだ。

　標的が近寄り、和穂は静かに言った。

『……殷雷。兄さんを斬って……』

　確実に程穫を止めるには、斬り殺すしかない。殷雷には判っていた。

　判っていたが、他に手はないか考えていたのだ。

『……だが、だが』

『これ以上、兄さんに誰だれかを傷つけさせるわけにはいかない。

　今までは斬像矛たちに、操られていたようなものだけど、今度は兄さんの意志で周まわりを巻き込もうとしている。

　せめて、それだけは止めないと！』

　程穫を兄さんと呼ぶ和穂に、殷雷は苦痛を感じた。妹は兄を殺すしか手はないと知っているのだ。

　殷雷は怒った。和穂にこんな辛つらい決断を下させた程穫に、凄すさまじいまでの怒りを感じていく。

『和穂……』

　和穂は自分の気持ちをぶちまけた。

『……斬像矛に操られなかったら、本当の兄さんはどんな風になっていたんだろう。本当の兄さんと色々な話をしたかった。

　でも、でも。兄さんを止めなければいけないの。

　私のこの手で。……兄さんは悪くない。でも止めなければ』

『本当にいいのか！』

『いいわけないじゃない！　だけど、もうどうしようもないのよ！』

　和穂の心の痛みが、殷雷にも伝わっていった。

　和穂は跳はねた。

　程穫の背中に肉にく薄はくした。

　そして殷雷刀は己おのれを程穫の心臓目め掛がけて突つき刺さした。

　背中から、心臓を目掛けて肉の中に埋うまる刃。

　重い感かん触しよくだった。刃やいばはゆっくりと突き進んだ。

　刃は完全に埋まり、柄つかが程穫の背中に触ふれた。

　腕うでを曲げ、しっかりと殷雷刀を固定していた和穂の頰ほおにも、程穫の背中が触れる。

　程穫の背中の温ぬくもりを感じ、和穂の目から涙なみだが一気に溢あふれた。

　殷雷は刃を引き抜ぬき、地面に倒たおれようとする程穫の前に回った。

　そして、程穫の手に握にぎられる矛ほこに狙ねらいを定めた。

　刀の間合いに殷雷はいる。

　斬ざん像しよう矛ぼうがどう足あ搔がこうが、勝ち目は無い。

　殷雷刀は、斬像矛の柄を一刀両断にした。

　同時に、目前に迫せまっていた剛ごう羅ら楯じゆんも真っ二つに割れる。

　折れて宙を舞まった斬像矛の刃が、割れた剛羅楯に当たったが、何も起きなかった。

　二つの宝ぱお貝ぺいは、片方が機能を停止すれば自分も存在出来なかったのだ。

　楯たてを持った男は大の字になり、後ろに倒れた。

　そして呟つぶやく。

「や、やっと助かった」




　　　　＊




「兄さんは馬鹿よ！　自分の間ま違ちがいを認めるのが嫌いやだから、斬像矛の言いなりになっていただけじゃないの！」

　地面に横たわる程穫を、和穂は強く揺ゆさぶった。

　程穫の崩ほう壊かいはさらに進んでいた。体の末まつ端たんが蜜みつに漬つけたようにドロリとなっている。

　殷雷刀に刺さし貫つらぬかれた傷からは、血が滲にじみ出していた。心臓を刺されたのに、血は勢いよく噴ふん出しゆつしなかった。

　程穫は口を開く。

「やっと、兄と呼びやがったか」

　腕うでを組んだ殷雷は、程穫を見下ろした。

「心臓を刺して殺したつもりなんだがな」

　程穫は笑った。

「ふん。お前のようななまくらに刺されたぐらいで、死んでたまるか。

　俺はじきに死ぬが、お前の刃の前に死ぬんじゃないぞ、なまくら。

　体の崩壊が止まらないから死ぬんだ」

　強がる素そ振ぶりの裏には、和穂に兄殺しの罪を背負わせたくない心こころ遣づかいがあった。

　兄の気持ちを知ってか知らずか、和穂は程穫の体を揺さぶり続けた。

「兄さんは只ただの弱虫よ。償つぐなおうとしても、許してくれない人はいるかもしれない。

　でも許してくれる人もいたかもしれないじゃない。

　許されなくて、罵ば倒とうされてもそれを堪こらえるのが償いでしょう！」

「死にかけてるのに、容よう赦しやなしだな和穂。

　あんまり揺さぶるな。首が取れっちまう。

　お前に俺の気持ちが判わかるか。と、言いたい所だが、お前には俺の気持ちが判っているのかもな。

　お前と俺の立場が逆だったら、和穂も俺のようになっていたと思ったが、そうでもないようだな。

　双ふた子ごとはいえ、お前はお前、俺は俺。弱い兄と強い妹だったのか」

　ゆっくりとゆっくりと、程穫は溶とけていった。肉と骨と血が一つに混じり、流れ出していく。

　和穂は殷雷を見上げる。

「殷雷！　殷雷なら兄さんの崩ほう壊かいを止められるんじゃ」

　殷雷は程穫が嫌きらいだった。こいつの為ために和穂がどれだけ苦しんだか。

「こんな外げ道どうに貸す力などあるか」

「殷雷！」

「助けられねえんだよ。綾りよう春しゆんみたいに内臓に手を貸す事は出来ても、こいつはもう細さい胞ぼう自体が崩壊してやがる。武器の出る幕じゃねえよ」

　必死に頭の崩壊を食い止めながら、程穫は言い返す。

「ふん。こんななまくらの力で生き延びれば程穫の名折れだ。

　だがよ、なまくら。お前しかいねえから嫌いや々いや頼たのむぜ。

　和穂を守ってくれ。体が自由に動くなら頭だって下げてもいい」

　殷雷は冷れい酷こくに言った。

「いい加減にしろ。和穂を守りたければ、生き延びて自分の力でやれ」

「……情に脆もろいなまくらにしては、酷ひどい言いぐさだな」

「俺はお前が大嫌いだ。爆ばく燎りようを破は壊かいしたし、和穂を苦しめた。

　お前にかける情などない。

　文句があるなら、立ち上がって俺を殴なぐってみろ」

「殷雷……」

「いいんだ和穂。こいつは俺を憎にくんでいる。和穂の事を心配していたから、俺を憎んでいるんだ。

　安心したぜ。お前なら和穂を守れるだろうよ」

「ほざけ。お前に言われずとも、和穂は絶対に守る」

　殷雷はそう言い、口をつぐんだ。

「だったら最初っから、判わかった、俺に任せろぐらい言えよ。

　まあいい。和穂よ。俺はお前のばらまいた宝ぱお貝ぺいのせいで死んだ。

　これに間ま違ちがいはない。

　和穂、お前は俺を弱虫だと言った。ならばお前は弱虫になるな。

　自分の責任で兄を死なせた事実を、乗り越こえろ。

　ま、俺としちゃ誰だれを恨うらむでもないがな。

　俺は大だい消しよう滅めつに逃にげようとした。だが、和穂よ、お前は逃げるな。何があっても宝貝の回収をやり遂とげろ。いいな」

「兄さん」

「さてと。そろそろ時間だ。和穂、形見を分けてやろう」

　程穫はドロドロに溶とけた腕うでを器用に操あやつり、腰こしの隠かくしに手を入れた。

　服にも肉体は染しみ出していて、どこまでが体でどこからが服なのかは判別出来ない。

　多少苦労し、程穫は一つの純白の珠たまを取り出した。

　飴あめ玉だま程度の大きさの珠だ。

「これをやる。言っておくが、宝貝じゃないからな。そんなに高価な物でもない。

　指輪にするには大きかろうから、鎖にからめるか袋にでも入れて、首からかけてな」

　程穫の指先から和穂は珠を受け取る。

「これは？」

「時が来れば判るさ。判らなければ、それに越こしたことはないがな。

　……もう、限界だ。すまなかったな和穂、兄らしい事を一つもしてやれなかった」

　程穫はドサリと音を立て、崩ほう壊かいした。




　　　　＊




　数日が過ぎた。

　宝貝王程穫が破壊した宝貝の残ざん骸がいを、どうにか全すべて和穂は回収した。

　その数は二十六個。

　テキパキと回収を進める和穂を見て、綾春は殷雷に言った。

「もっと落ち込むかと思いましたが、和穂さんは強いんですねえ」

「あいつは進むしかねえんだよ。

　それに爆燎を失ったお前が、気き丈じように振ふる舞まっているんだ。

　和穂も泣いてはいられまい」

「……泣くのはばくさんが喜びません」

「ふん。あの腐くされ外げ道どうの兄貴も喜ばねえだろうからな」

　殷雷と綾春のもとへ、和穂はテクテクと歩いてきた。

「いやぁ、索さく具ぐ輪りんの調子が悪いから手間どっちゃったけど、どうにか九きゆう遥よう山さん中じゆうの宝貝を回収出来ました。

　綾春さん、ご免めんなさい。時間をとらせてしまって」
















「いえいえ、お構いなく」

　殷雷が綾春にたずねる。

「故郷まで送らなくていいのか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。街かい道どうまで一いつ緒しよに来ていただければ、そこから先は一人で行けます」

　和穂はいつもの笑え顔がおで言った。

「それじゃ、行きましょうか。

　あ、ちょっと待って下さいね」

　和穂は程穫を埋うめた土の前に立った。

　そこに程穫が居るかのように、和穂は言った。

「それじゃ、行ってくるね。兄さん。ここにはちょくちょく寄る訳にはいかないけど、宝貝を回収し終わったら、一度は寄るよ。

　じゃあ、またね」

　殷雷は綾春と和穂から目を逸そらし、あさっての方向を見た。

　綾春はクスリと笑い、小声で言った。

「殷雷さん、泣いているんですか。

　ああいうさりげない、仕し種ぐさは結構、ジィィンときますよね」

「うるせい、馬鹿野郎。誰だれが泣くか！」

　言いつつも殷雷は顔を合わせようとしなかった。

　程穫と話し終えた和穂は、二人のそばに近づいた。

　腰こしの断だん縁えん獄ごくを外し、真しん鋼こうの棍こんを取り出す。

　そして、そっと殷雷に差し出した。

　殷雷はやはり顔を合わせないようにして、ふんだくるように和穂の手から棍を取る。

「どうしたのよ、殷雷？」

「別に」

　綾春は、和穂の耳に手を当て、囁ささやいた。

「殷雷さんはね」

「綾春！　下らん事を言うな！」

「はいはい」

　三人は九きゆう遥よう山さんを降りていった。

　和穂が再び九遥山を訪おとずれる事が叶かなうのはいつの日であろうか。







　　　あとがき







『我わが生しよう涯がいに悔くいなし！』




　死ぬまでに一度はやってみたい事ってあるでしょ？　いやいや、生涯を通じての目標とか、そういう大おお袈げ裟さなものではなくて、他人から見れば馬鹿馬鹿しいようなやつで。

　私にもそれが一つあるのだが、ここでやってみても良いだろうか？

　駄だ目めだと言われてもやってしまうぞ。

　では、

　　[image: ]

　あぁ、とうとうやってしまった。一度でいいから、この麻雀マージヤン牌ぱい写植を使ってみたかったのだ。[image: ]だ！[image: ]だ！　おぉ、素す晴ばらしい、[image: ]！　ううむ、限りなくひたすらに素晴らしい。




『豆知識』




　私は関西在住なのだが、他の地域に比べるとテレビで漫まん才ざいをやっている回数が非常に多いらしい。

　そこで、少しマニアックなネタを一つ。

　赤いハンカチでお馴な染じみの漫才師、横山たかし・ひろしの話である。

　先代の横山たかしを名な乗のっていたのは、なんとレッツゴー三匹のリーダーなのだ。

　しかも相あい方かたは誰だれあろう、あの横山やすしであったのだ。

　現在、横山一門における、横山ホットブラザーズの位置づけを調査中であるが、近日中に、トリオ・ザ・ミミックとミスターオクレの関係、チャンバラトリオは、トリオなのになぜ四人組なのかという問題とあわせ発表をする機き会かいがあるだろう……あるとうれしい。




『トムとジェリー』




　謀ぼう略りやくにはまり、処しよ刑けい寸前のあなたを魔王が救ってくれました。

　そこであなたは魔王の下しも僕べとなり、主あるじの完全復活を目め指ざし暗あん躍やくする事になります。

　具ぐ体たい的てきには館やかたを一つ与えられ、そこへ侵入した冒険者たちを罠わなにはめて血祭りにあげ、生いけ贄にえに捧ささげるのです。

　と、いう設定のゲームが実際にある。

　これがまた、面おも白しろいのなんの。

　話をきいているだけでは、かなり悪あく趣しゆ味みなゲームのようだけど、館に侵入する人間の七割は悪人で、二割は偽ぎ善ぜん者しやなのでそれほど不快ではない。

　しかも、仕掛けた罠は全すべて手動で、主人公は直接攻撃が一いつ切さい出来ないのがポイントだ。

　つまり、

　館に敵が侵入、

　罠を仕掛けて、主人公自みずからが敵の前に姿を見せる、

　当然、敵は追っ掛けてくる、

　逃げながら、敵を罠の前にまで誘導、

　敵が死にさらせとばかりに、剣を振り上げたところでスイッチオン、

　罠が作動し突然床ゆかが消える、

　敵はアレ？　とばかりに硬直し、床がない事に気がつき落下。

　この床がない事に気がついてから落下するのが、妙みようにおかしくてね。

　最近の家庭用ゲームの中では、一番のお気に入りなのだ。機会があれば、一度お試ためしいただきたい。




『大極拳、その後』




「なぜだなぜだなぜだ、なぜワシの拳からは光線が出ぬのだ」

「喝かつ！　貴き様さまの拳には邪じや念ねんが満ちておる！　その拳、師である我が封印してくれる！」

「おのれ、老師め！」

　てな冗じよう談だんはさておき、大極拳の話である。おかげさまでチョイと仕事も忙いそがしくなり、結局三か月しか習えなかったのだが、色いろ々いろと学ぶ事も多かった。

　教えていただいたのは、中国人のオバちゃんなのだが、この人がまた凄すごい人でね、見た目は、そこいらにいる小太りのオバちゃんと全まつたく変わらないのだが、蹴けりが凄い。

　身長百七十五センチのワシの後こう頭とう部ぶを、充じゆう分ぶん蹴れるぐらいにまで足があがるのだ。

　外見と動きのギャップが、とても面白かった。

　また機会があれば、御教授願いたいものである。




『うわ、次で五巻か。早いなあ』




　さて、そろそろ紙数も尽つきてきた。最近は月刊ドラゴンマガジンの方で、封仙娘娘追宝録の短編を書いていたりもするので、よろしければ御一読を。

　ではまた。[image: ]
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